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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　アールスハイド王国、スイード王国、ダーム王国、カーナン王国、クルト王国といった旧帝国に国境を接する国だけでなく、エルス自由商業連合国、イース神聖国という大国をも巻き込んだ『魔人領攻略作戦』が実行された。

　連合を組んだ各国は、魔人領と称されるようになった旧帝国領に攻め入り、以前からはあり得ない程増えた魔物を討伐していき、ついに魔人たちのアジトを突き止めた。

　それは旧帝都ではなく、かつて魔人たちが滅ぼした街の一つであった。

　当初の予想では旧帝都が魔人の本拠地だと思われていたが、多くの魔人が集結していたことから、連合国軍はこの街の魔人たちを襲撃し殲せん滅めつすることを決断。

　各国軍に散らばっていたアルティメット・マジシャンズが集まるのを待ってその作戦は実行に移されることとなった。

　だが、ダーム王国軍内にいたシンたちが手て柄がらを独占するのを良しとしない集団が暴発。

　先走って魔人に襲撃をかけてしまう。

　だが、その襲撃は失敗に終わる。

　その結果、この街が人間によって発見されていることが魔人側に知られてしまった。

　そうなると魔人たちに逃げられてしまう可能性があるため、シンたちは街に急行。

　なぜか逃げ出さずに街に留まっていた魔人たちに攻撃を仕掛け、これを殲滅することに成功した。

　その際に、魔人の首魁オリバー＝シュトロームがいない理由なども聞き出せたことからこれで作戦は終了かと思われた。

　だが、シンたちが到着する前に逃げてしまった魔人の存在が発覚した。

　その魔人たちがよりにもよってアールスハイド王国方面に逃げてしまい、シンたちは慌ててこれを追走したのだが、連絡不足による情報不足で追走する方向を誤り、結局追いつくことはできなかった。

　アールスハイド王国最大の危機であったが『賢者』マーリン＝ウォルフォードと『導師』メリダ＝ボーウェンが戦場に現れ、瞬またたく間まに魔人を討伐。

　寸前で危機は回避された。

　だが、魔人の逃走に関し後手を踏みまくったシンたちはメリダから厳しい叱しつ責せきを受ける。

　魔人の殲滅という偉い業ぎようを成し遂げながらも、最後の詰めを誤ったシンたちは意い気き消しよう沈ちんしながらアールスハイド王国王都への帰き路ろについた。
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　今回の作戦に従軍していた高等魔法学院、騎士養成士官学院の学生たちと共に、俺たちは戦場を離れることになった。

　徒歩で帰還する各学院生に先んじて、俺たちはアールスハイド王城にゲートで戻ることにした。

　学生たちにはアールスハイド軍の一部がついていくので、先に帰って陛下に報告しろとドミニクさんに言われたのだ。

　最後に失態を犯してしまった俺たちは、帰還したら皆の冷たい視線を浴びるのではないかと戦せん々せん恐きよう々きようとしていた。

　だが、いつもの警備兵詰所にゲートで移動した俺たちを迎えてくれた兵士さんたちは、俺たちの予想に反し賞しよう賛さんをもって出迎えてくれた。

　予想外の事態に唖あ然ぜんとしていると、兵士さんがある情報を教えてくれた。

　その情報とは、今アールスハイド国民の間では、久し振りに表舞台に姿を現し以前と変わらない活躍をした爺さんとばあちゃんの話題で持ち切りだというのだ。

　しかしそれは、魔人が俺たちの手を逃れアールスハイドに迫っていたことが世間に知られているということに他ならない。

　その事実に、俺は冷や汗が止まらない。

「……これ、マズくね？」

「そ、そうだな……。

　民衆は、私たちが魔人を取り逃がしたことを知ってしまったようだ……」

「導師様の話じゃあ、民衆は魔人を取り逃がしたことを問題視するかもしれないって言ってたじゃん！　どうするの!?　あたしたち責められちゃうの!?」

　アリスの懸け念ねんはもっともだ。

　せっかく魔人を討伐したのに、責められるのは……。

　失敗したのは俺たちだけどさ。

　とりあえず、王城にいるディスおじさんに報告しに行こう。

　そこで、多分怒られるんだろうけどな……。

　全員が憂ゆう鬱うつな気分のまま、先導してくれる兵士さんについていった。

　アールスハイドに戻る前に報告に行くと連絡を入れていたので、俺たちは真っ直ぐ謁えつ見けんの間に通された。

　着替えもせず、戦闘服のままだったけど……いいのか？

　そんな疑問が頭をよぎるが、すでに謁見の間に到着してしまった。

　そして、大きな扉が開き中に足を踏み入れたとき……。

　大きな拍手によって迎えられた。

「よくぞ戻った。世界を救った英雄たちよ！」

　玉座にはすでにディスおじさんがおり、立ち上がって俺たちを出迎え、近くに来るように言った。

　その声に従い、玉座に近付いていく。

　その間、ずっと拍手は鳴りやまなかった。

（ど、どうなってんの？）

（分からん。もしかして、我らが魔人を取り逃がしたことは問題視されていないのか？）

　怒られると思って謁見の間に行ったら、予想外の歓迎を受けた。

　若干混乱しながら小声でオーグと話すが、これだけ賞賛されているということは、今回の失敗が特に問題視されてないとしか考えられない。

　くそ、ばあちゃんめ。脅すようなことを言いやがって。

　口に出しては言えないので、心で叫ぶ。

　そして玉座に近付き、膝ひざをついたところでディスおじさんからの言葉を受けた。

「アウグスト、シン＝ウォルフォード、他の者もよくやった。襲撃を企てた魔人どもを全て殲せん滅めつしたこと、比ひ類るいなき功績である。誉めてつかわす」

「は。ありがとうございます。しかし、我らは最後の詰めを誤りました。その結果、皆を危険に晒さらしてしまうところでございました。とても褒ほめられるものでは御座いません」

　ディスおじさんが褒めてくれるけど、オーグは最後に判断ミスを繰り返したことで、自分たちは賞賛に値しないと思っている。俺だってそうだ。

　反省点ばっかりの戦場デビューで、相当凹へこんでる。

「気にするでないわ。お前たちが取り逃がした魔人どもを賢者殿と導師殿が討伐した。過去の英雄は今も英雄だったと、民衆を喜ばせる結果になっておる。誰もおぬしらを責めたりする者などおりはせんよ」

　え？　皆怒ってないの？

　そう思って周りを見ると皆笑顔で、責めるような視線を投げかける者はいなかった。

　最後に魔人にとどめを刺したのが爺さんだったから、皆そっちに意識が行って、俺たちの失敗が大きく映らなかったのだろうか？

　責められなくてちょっとホッとしたけど……これで良かったとは思ってない。

　俺たちが失敗したことは事実だし、これは完全な結果オーライだ。

　このことを責められなかったとしても、忘れてしまうことなどできない。

　まだまだ勉強しないといけないことが沢山あるなあ……。

「それで、褒ほう美びなのだが、もうこれ以上の勲くん章しようはないのでな。もう少し待って欲しいのだが……」

「陛下。我々は今回、軍事行動の一環として従軍いたしました。もし褒美を出されるなら皆平等に。我らだけ特別扱いをされないよう願います」

　ディスおじさんの申し出をオーグが拒否した。

　正直、俺らが出張ったのって、最後の魔人戦だけだからな。

　それで勲章とか褒美とか言われても困ってしまう。

　一番の功績は、今も魔人領で魔物を討伐している軍の皆さんの方なのだから。

「そうか。あい分かった。軍が戻り次第、従軍した全ての兵に報ほう奨しよう金きんを出そう。それと交代での休暇だな。皆、胸を張れ！　お前たちは、世界を救った英雄なのだからな！」

　ディスおじさんのその言葉に反応し、周りの参列者から再び拍手が起こる。

　どうにもモヤモヤしつつも、ディスおじさんへの報告はそれで終わった。

　謁見の間を後にしオーグの部屋に集まった俺たちは、ディスおじさんの言った誰も俺たちのことを責めていないという言葉が本当なのかどうか話し合っていた。

「父上があの場で噓を言う理由などないだろう。参列していた文官・武官・貴族にまで賞賛されたのだ。民衆も同じようなものだと考えていいのではないか？」

「でも、ディスおじさんが俺たちを安心させるためにそう言っただけかもしれないじゃないか」

「それはないだろう」

　オーグがキッパリ言い切った。

「むしろ、詳細を知っているのは、先程の謁見の間にいた参列者たちの方だ。それでも賞賛されたのだから大丈夫だろ」

　そうか。国の上層部にいる人の方が詳しい話は知っているか。

　その上で民衆が知っているとなると、ひょっとしたら事実と若干違うことが流布されているのかもしれないな。

　それでも、自分の目で見てみないことには信用しきれなかった俺は、一人で街に行き街の様子を探ってくることにした。

　皆で行くと間違いなくはぐれるからな。

　お互いの姿も見えなくなるんだし。

　街に行くと、街の人は爺さんとばあちゃんが魔人と戦った話と、俺たちが魔人の集団を殲滅したという話で盛り上がっていた。

　店舗には『アルティメット・マジシャンズ魔人討伐記念セール』と書かれた横おう断だん幕まくがあちこちに掲げられていたし、ウォルフォード商会は、俺がオーナーの店として大だい繁はん盛じようしていた。

　特にエクスチェンジソードとジェットブーツは飛ぶように売れていた。

　通信機があるので、連日の作戦の様子がアールスハイドに報道されていたのだろう。

　エクスチェンジソードはともかく、ジェットブーツが広まるのはいいことだ。

　この騒動が完全に終息したあとに、皆に娯楽を提供できるかもしれないからな。

　そして、自宅にも様子を見に行ったのだが……。

　家には近付けなかった。

　家の前の通りは全て人で埋まっており、完全に通行止めになっている。

　なんて近所迷惑な。

　警備隊の人たちが出張ってきていて、交通整理がされている。

　門の前で立ち止まらないように、そしてこれ以上通りに人が入らないように制限されている。

　遠目に見ると、門の前でアレックスさんたち警備担当者の皆さんが、必死に対応していた。

　申し訳ないけど、頑張って！

　その後も街をブラブラし、マークとオリビアの実家の店などを覗いてみたりしたが、俺たちを責める言葉は一つも聞こえてこない。

　それどころか、俺たちが魔人を討伐したことに対する賞賛の声だけしか聞こえてこなかった。

　その民衆の間に流れている話を簡単に整理すると。

　俺たちが魔人を取り逃がしたのではなく、どうやってか襲撃を事前に知って逃げ出した魔人を、爺さんたちが察知し討伐したという話になっていた。

　爺さんたちが魔人の襲来を察知したのは、賢者様だから、という理由で皆納得していた。

　詳しい理由は分からないけれど、賢者様なら迫る魔人を察知する力があってもおかしくない。

　そんな感じだった。

　英雄信仰が行き過ぎて、爺さんたちならなんでもアリだと思ってるな、コレ。

　先走った者がいたこと。

　俺たちがそれに気付かず、魔人を取り逃がしたこと。

　その後の追跡でミスを犯しまくったことなどは、民衆には、一切伝わっていない。

　民衆に不安を植え付けるのではなく、その不安を取り払うためにわざとそういう風に説明したんだろうな。

　こうやって民衆は、噓ではないけど真実ではない話を聞かされていくのか。

　最終的な結果は同じだが途中経過が違うことでまったく印象が違ってしまう。

　これが情報操作か……。

　街での情報収集を終えた俺は、人気のない路地裏でゲートを開き、オーグの部屋に戻った。

「あ！　シンお兄ちゃん、おかえりなさいです！」

　そこにはメイちゃんが来ており、全力の熱烈歓迎を受けた。

「ゲフッ！　ひ、久しぶり……メイちゃん」

「はいです！」

　満面の笑みで挨拶するメイちゃん。

　お兄さんの俺は、ここで膝をつく訳にはいかない。

　たとえ、メイちゃんの魔法技術が上がり、身体強化されたタックルを受けたとしても！

「お久しぶりですわ、シンさん」

「あ、ああ。久しぶりエリー」

　オーグの婚約者であるエリーも来ており、俺はメイちゃんを抱え、膝をカクカクさせながら挨拶を返す。

「どうだった？　大丈夫だろう？」

「ああ、大丈夫だけど大丈夫じゃないような……」

「どういうことだ？」

　オーグの問いかけに、俺は今街で見てきたことを話した。

　すると皆は、段々ゲッソリとした顔になっていった。

「そ……そんな騒ぎになってんの？」

「もう、本当に街歩けないじゃん！」

　マリアとアリスの言葉が全てだろう。

　前から出歩き難くなってはいたけど、今回の件でダメ押しな感じだ。

　懸念していたこととは違うけど、もう気軽に出歩けないかも。

「情報操作って恐ろしいな……罵ば倒とうされることを覚悟してたら英雄に祭り上げられてたよ」

「み、店は？　うちの店はどうでした？」

「石いし窯がま亭てい？　大行列だったよ。そんで皆、オリビアがいなくてガッカリして店出てくるんだよ。戻ってきたばっかりですぐに店に出てる訳ないのにな。店から出てきた客は悔しいんだろう、並んでる客にはそのことを伝えないで、どんどんガッカリな客が増えるという……」

「それって……私が店に出ないといけないってことですか？」

「そうだな……オリビアがあそこの店の娘でウエイトレスやってるって、皆知ってるからな……」

　公に所在が明らかになっているのはオリビア位だ。

　だから皆集まってきていたんだな。

　近くにあったビーン工房は、いつもより賑にぎわってたけど、それほどでもなかったもの。

「オリビア……がんば！」

「うふふ、頑張れぇ。オリビア」

「アリスさんもユーリさんも、他人事だと思ってえ！」

　これは、少しの間だけでもオリビアには店に出てもらわないと客が騒ぎ出すかも。

　でも混乱が大きくなるようなら、もう店には出ませんって告知してもらわないといけないな。

「ゲートを覚えておいて良かったな。まさかここまでの騒ぎになるとは思いもしなかった」

　オーグがしみじみとそう呟くと、エリーが神しん妙みような表情で呟つぶやいた。

「そうなると……私だけ浮いてしまいますわね……」

　エリーが何か心配事があるような感じで溜め息を吐く。

「どういうことだ？　エリー」

　エリーだけ浮く？

「結婚式ですわ。魔人騒動も終結したことですし、執とり行おこなうでしょう？」

　確かにそういう話になってるけど、エカテリーナ教きよう皇こうにも直々に挨拶したし、なんの問題もないと思うけど……。

「だって、新郎新婦のうち、私だけアルティメット・マジシャンズではないじゃありませんか」

「なんだ、そんなことか」

「そんなことではありませんわ！　皆さまは国の……いいえ、世界の英雄です。それなのに私ときたら……」

　ええ？　そんなこと気にしていたのか？

　いや……王おう太たい子し妃ひになる人に、そんな英雄的要素は皆期待していないと思うけど……。

「エリーさん。気にし過ぎですよ。エリーさんは誰もが羨うらやむ、王子様のお嫁さんになる公こう爵しやく家けのお姫様ではないですか。それだけで十分特別ですよ」

「そ、そうかしら？」

　シシリーの説得でエリーの懸念が払ふつ拭しよくされつつある。

　俺の時もそうだけど、シシリーに諭さとされるとつい納得してしまうんだよな。

「そうですよ。だから堂々と、一緒にお式を挙げましょう」

「シシリーさん……ええ、分かりましたわ。ありがとう」

　あ、説得された。

　それにしても、よくよく考えたら王太子妃だもんな。

　将来は王妃だ。

　今でさえ公爵令嬢なのに、そんな人間が特別でないなんてある訳ないよ。

　ご時世によっては、そちらの御成婚フィーバーが起こってもおかしくない。

　何を心配していたのやら。

　そのまま二人は、ドレスがどうとか、教皇猊げい下かに執り行って頂けるなんて～とか、式に向けての期待をお互いに話しあっている。




「やれやれ、まさかそんな懸念を持っていたとはな」

「俺もビックリした。普通ならそんなこと考えるような立場じゃないもんな」

「色々特殊すぎだな……私たちは」

「何となく分かる」

　自分の婚約者が思いもよらぬ悩みを抱えていたことを知ったオーグは、結婚式についてシシリーと語り合い、はしゃいでいるエリーを見ながらそう言い、俺も予想外のことに苦笑しか出ない。

　それにしても、この国にきた当初はこんなことになるなんて夢にも思ってなかった。

　山奥で育った俺は、世間一般の常識を知るためと友達作りのために王都にきたはずだったんだけどな。

　沢山の友達と彼女まではできたけど……。

「まさか、英雄に祭り上げられるとは夢にも思ってなかった」

「そうか？　英雄の孫なんだから、何か功績を挙げればすぐに英雄視されると思っていたぞ」

　俺の呟きにオーグはそう反応するけど、俺には全て予想外だった。

「俺はじいちゃんたちがそんなに英雄視されてるとか知らなかったから」

「そういうものか」

「まあでも、王都にきた目的はほぼ達成したけどな。友達もできたし彼女もできた。それに大分常識も身についたしな」

「え？」

「え？」

　ん？　あれ？

「シン殿まさか……あれで常識が身についたとか思ってるんじゃないでしょうね？」

　トールが呆あきれたように言う。

　え？

「通信機みたいな非常識な魔道具を作り出し、少し停滞していた感のあった魔法使いや騎士たちの実力を大幅に上げ、魔石の謎まで解明し、世界全体の実力向上に功績を挙げたシン殿が常識を知った？　冗談もほどほどにしてください」

「まったくだな。今までで一番驚いたわ。あまり驚かすな、シン」

「非ひ道どい！」

　トールの呆れたような解説に、心底驚いたという表情のオーグ。

　なんてこった。まだ常識知らずと思われていたのか。

　最近は自重してたんだけどなあ……。

「それよりシン。お前、もう何も作ろうとしていないだろうな？」

「ん？　ん～……」

「あるのか……」

　せっかく店舗と、それに併せてビーン工房が専属で付いてくれてるんだ。

　色々と考えてはいるけど、この騒ぎでじっくり作ることができなかった。

「結婚式ができるようになるまで、大分かかりそうじゃん？　それまでは魔道具の開発期間にしようかなと思ってる」

「……頼むから自重してくれ。国の経済を壊さないでくれ」

「失礼な、それを考えてるから、今はすぐに作成してないんじゃないか」

「その問題がクリアできたら開発はするわけか……」

「おう」

「おう、ではないわ！　やはり常識など身についておらんではないか！」

　やっぱりそうなのか？

　でも、皆の生活が便利になるかもしれない魔道具の作成は、是非やりたいじゃないか。

　ばあちゃんを見てると尚更そう思う。

　皆から感謝され、尊敬されてるばあちゃんは格好いいからな。

　それよりも、結婚式が先になるというのは、今回の結婚式を執り行うのが、エカテリーナ教皇という国家元首だからだ。

　今も作戦は続行中で、まだ完了していない。

　今やっているのは魔物の掃討戦で、最終的に帝都周辺に陣を張れば、一旦終了宣言が出ることになってる。

　作戦行動中に国家元首が結婚式を執り行う訳にもいかないので、終了宣言が出るまでは結婚式はできないのだ。

　いつ頃になるかな？　俺たちが進級するころには終了宣言が出るかな？

　そんなこれからのことを予想していると、何かを思い出したようにオーグから声をかけられた。

「そういえば、もうすぐ冬で年末も近いな」

「そうだな」

「そろそろではないか？」

「なにが？」

「シンの誕生日だ」

「え？　ああ」

　そういえば、夏季休暇が明けてから、魔人領攻略作戦のことで頭がいっぱいで忘れてた。

　もうすぐ秋も終わって冬になるし、そんな時期だったか。

「そういえば、皆の誕生日は？」

　すっかり忘れていたけど、オーグの誕生日兼立りつ太たい子しの儀ぎ以外、他の人の誕生日とか知らないぞ。

「私も年末ね」

「私もです。マリアとは誕生日も近いんですよ」

　マリアとシシリーはもうすぐと。

「あたしは終わったよ！　春先に！」

「私も。春生まれ」

　アリスとリンはまさかの年上だった。

「え？　マジで？」

「フフン！　あたしの方がお姉さんなんだからね！」

「お姉ちゃんの言うことは聞くべき」

　あ、姉？　むしろ妹じゃ……。

「む!?　シン君、なんか失礼なこと考えてない!?」

「え？　そ、そんなことは……」

「「じーっ」」

「あ、あはは」

　アリスとリンのジト目を愛想笑いで誤魔化していると、トールが助け舟を出してくれた。

「自分も終わりました。夏季休暇中です」

「拙せつ者しやも終わったで御座る。拙者は夏季休暇前で御座った」

　トールとユリウスも終わってたか。

「僕は年明けだねえ」

「私もぉ」

「あ、私もです」

「自分はもうすぐです」

　トニーとユーリとオリビアは年明けで、マークはもうすぐか。

「私は春だったです！」

「私は夏季休暇が終わってすぐでしたわ」

　メイちゃんは春でエリーは夏季休暇明けすぐか。

「そういえば、誕生日とか全然祝ってないな」

　教えてもらってなかったし。

「今年は特別だ。魔人が現れたり、戦争が起きたり、魔人の集団が攻めてきたり……皆派手な祝い事や催しは自じ粛しゆくし身内だけで祝う家庭がほとんどだった。貴族ですらそうだったな」

　そうか。ご時世ってやつか。

　ん？　でも俺の婚約披露パーティーは派手にやったぞ？

「そういえば、シン君のお誕生日はいつなんですか？」

「え？　ああ。年末の二十日が誕生日……ってことになってる」

「え!?　二十日ですか!?」

「ホントに!?　シン？」

　シシリーとマリアがメッチャ驚いてる。

「それ……シシリーの誕生日と一緒よ」

「え？　マジで!?」

「はい。本当です」

　マジか!?　ビックリした！　あ……でも……。

「本当の誕生日は知らないんだ。じいちゃんに拾われたのが年末の二十日だったってだけで……」

「あ……そうだったわね……」

　皆は俺の生おい立たちを知っているので、ちょっとしんみりした空気が流れたのだが、それを払拭するかのようにシシリーが声をあげた。

「で、でも！　その日にお爺様に命を救われるだなんて、やっぱりすごいです！　運命です！」

　確かにシシリーの言う通りかもな。

　俺が爺さんに命を救われたのがシシリーの誕生日だってことは、何か運命的なものを感じる。

　実際に俺がちょうど一歳くらいだったから、その日を誕生日にしたんだろうし。

「これは、決まりだな」

「何が？」

　シシリーとの運命的な絆を感じていると、突然オーグがそう言った。

「今年のシンの誕生日は、シンとクロードとメッシーナの三人合同で派手にやろうではないか」

　え？　三人合同？

「殿下！　それいいです！」

「是ぜ非ひやりましょう！　楽しみです！」

　マリアとシシリーは即座に賛成した。

　というか、むしろ嬉しそうだ。

　俺も、シシリーは大好きな婚約者だし、マリアはシシリーの幼おさな馴な染じみで俺の大事な仲間だ。

　一緒に誕生日を祝うことは何の問題もないし、むしろ楽しそうだ。

　でも、なんで急にそんな盛大に誕生日を祝おうとするのか？

　それが分からず、その理由をオーグに尋ねた。

「さっきも言っただろう。今まで派手なパーティーは自粛していたんだ。戦時中だからな」












「それなんだけどさ、俺の婚約披露パーティーは結構派手にやったと思うけど……」

「お前は魔人を討伐した英雄になっていたではないか。お前の吉事を盛大に祝うことで、民衆の不安を払拭しようとしていたんだよ。現に世間では結婚式など行われているが、せいぜい身内のみ。お前以外の盛大な御お披ひ露ろ目めやパーティーは行われていない」

「うっそ。マジで？」

　初めて知ったわ。

「という訳で、シンの婚約披露パーティー以来久々のパーティーだ。シンたちの誕生日は派手にやるぞ」

『おお！』

　オーグの宣言に皆が応えるけど、さっきの話だと誕生日が近い人間がもう一人いたはずだ。

「ちょっと待って。マークは？　もうすぐだって言ってたけど」

「やめて下さいッス、ウォルフォード君。自分はアルティメット・マジシャンズにいるだけでも満足ッス。家族でこぢんまりとやるッスから勘かん弁べんして下さい！」

　一人だけ仲間外れにする訳にはいかないし、マークも一緒に合同で誕生日をやらないかと思って言ったのだが、当のマークから涙目で断固拒否されてしまった。

　なんでそんなに嫌がっているのだろうか？

　そう思っていると意外にもトールがその理由を指摘した。

「オリビアさんとイチャイチャできませんもんね？」

「何よマーク、そうなのお？」

「え!?　あ、いや……」

　トールの指摘を聞いたマリアの追及にしどろもどろになるマーク。

　図星かよ！

「以外とエロいな、マーク」

「いや！　そうじゃなくて！　アルティメット・マジシャンズ主催だと、とんでもない人が来そうで……」

　慌あわてたマークは合同での誕生日会をしたくない理由を話した。

　とんでもない人？　……ああ、ディスおじさんとかか。

　そりゃ遠慮したいわな。

　オーグもその理由で納得したのだろう、今回マークは自分の家族だけでこぢんまりと誕生日を祝うことになり、俺たち三家合同誕生日会の具体的な話をし始めた。

「会場はどうする？　シンの家でいいか？」

「いいんじゃないか？　多分、ディスおじさんとかくるだろ？　ウチの使用人さんたちなら慣れてるから、それが一番いいと思う」

「よし。それではシンの家に行くか。事情を話して準備を進めてもらわないとな」

　今回、俺たち三家合同の誕生日会の開催にオーグが凄くやる気になり、率先して行動しようとしている。

　普段、あまり見せないはしゃいだ様子は、まるで何かを振り払うかのように見えた。

　作戦の最後に冷静さを失って、判断ミスを繰り返したことを相当気にしてるな。

　結果としてその失敗を不問とされ、代わりに英雄として賞賛されたが、オーグに限って失敗を忘れたり、反省しないってことはないだろう。

　全て飲み込んだ上で、落ち込まないように無理にはしゃいで明るく振る舞ってるんだろうな。

　そんなオーグの心情が分かってしまい、俺はつい生温かい目で見てしまった。

「ああ！　シンさんがアウグスト様を愛おしそうに見つめている!?　そんな、ちょっと目を離した隙に！」

「エリーは、いい加減その妄想やめろよ！」

　いつまで引っ張ってんだよ!?

「冗談ですわ。それくらい、もう分かってましてよ」

　なんだと……？　なら今までのは全てわざとだったのか!?

「じゃあ、もうやめてくれ……そのネタを出される度に精神が擦り減る……」

「あら、残念。もう少しからかおうかと思いましたのに」

「オーグの真似はしなくていいよ！　なんだ!?　その夫のやることを尊重しますみたいな態度！」

「妻になる身としては当然のたしなみですわ」

「え？　私には無理です……シン君みたいな規格外になるなんて」

「シシリーは何の心配をしてるんだよ！」

　シシリーまで乗っかってきてるんじゃないよ！

「フッ、クッ、ククク。アハハハハ！」

　エリーとシシリーの相手をしていると、それを聞いていたオーグが笑い出した。

　いや、笑ってないでエリーのこと窘たしなめろよ。

「よかった……ようやく普通に笑って頂けましたわ……」

「え？」

　エリーが、俺とシシリーにしか聞こえないくらいの小さい声で、そうポツリと呟いた。

「作戦から戻ってきたアウグスト様は、先程まで平静を装よそおっておられました。無理をされているのが分かって、見ていて辛くて……」

　そうか。俺が気付く位だ、幼馴染みで婚約者であるエリーが気付かない訳ないか。

「でも、ようやく普通に笑ってくれました。これで安心ですわ」

　そう言うエリーの顔は、本当にオーグのことを心配していたのだろう、立ち直ったことで嬉しそうな笑みを浮かべていた。

「はあ……何か久々に笑った気がするな。エリー、私が許す。これからもシンをからかってくれ」

「そんな許可出してんじゃねえ！　っていうかそんな許可、初めて聞いたわ！」

　なんだよ？　俺をからかう許可って！

「はい！　分かりましたわ！」

「エリーも了承してんじゃねえよ！」

　もうやだ！　このカップル！
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　オーグの提案による三家合同誕生日会を、ウチで行うことになった。

　そのことをウチの使用人さんたちに伝えて準備をしてもらうために、皆で俺の家にゲートで移動した。

「お帰りシン。意外に早かったのう」

「なんだい、大勢引き連れて」

「ただいま、じいちゃんばあちゃん」

　家に着くと、リビングにいた爺さんとばあちゃんが俺たちを出迎えてくれた。

「はい、お帰り。それはそうと殿でん下か。ウチの前なんとかならないかい？　これじゃあウチの使用人たちも外に出られやしないよ」

　そう言ってばあちゃんが窓の外を見ると、さっき俺が見た光景がある。

　ウチの前に沢山の人だかりができており、門から外に出ることができない。

　使用人さんたちは、基本裏口から出ていくけど、どうもそこにも人が大勢集まっているらしい。

「分かりました。至急対処します」

「後でいいから、頼んだよ。それで、こんなに大勢でどうしたんだい？」

　王太子であるはずのオーグに、ばあちゃんが依頼を出すという、知らない人が見たら異様な光景の後、なんで俺たちがゾロゾロと連れ立って家にきたのか聞いてきた。

「来月さ、俺の誕生日あるじゃない」

「ああ、あるねえ」

「シシリーがさ、俺と誕生日一緒なんだって。マリアも近いっていうし、なら一緒にやろうかって話になって」

「へえ、そうだったのかい」

　ばあちゃんはシシリーが俺と同じ誕生日であったことに驚いている。

「で、多分ディスおじさんとかミッシェルさんとかトムおじさんとかくるでしょ？　ならウチでやった方が良いと思ってさ。準備に時間が掛かるだろうからお願いしとこうって話になったんだ」

「ウチは別に構いやしないけどねえ。アンタたちは家でやらなくて大丈夫なのかい？」

　ばあちゃんは、ウチで誕生日パーティーをやるのはいいとして、シシリーとマリアの家は大丈夫なのかと聞いた。

　貴族だし、自分たちで誕生日会を開かないと周りから色々と言われたりするんだろうか？

　するとシシリーが、さも当然といった顔で答えた。

「大丈夫です。というか、シン君と同じ誕生日でそれをウォルフォード家で祝って頂けるのに、こちらを選ばなかったら逆に奇き異いの目で見られてしまいます」

「そうですね。多分、羨うらやましがられると思います」

「それに、シン君の誕生日ですから陛下は間違いなく来られますよね。ウチの使用人たちには少々酷こくかと……」

「ウチもそうです。陛下をお迎えするプレッシャーに耐えられません」

　そういえば、俺の誕生日には毎年ディスおじさんが来てた。

　毎年欠かさずだ。

　ということは今年も間違いなく来る。

　シシリーとマリアの家にディスおじさんを迎えることは、使用人さんたちにとって相当大きなプレッシャーになるらしい。

　その点、ウチには本当にしょっちゅうディスおじさんがいる。

　使用人さんたちも随分慣れてしまい、たまにぞんざいな扱いを受けていることもある。

　でもディスおじさんは怒ったりせず、気にするそぶりすら全く見せない。

　ここには、完全に気を抜きにきてるよな。

　風呂上がりに冷蔵庫でキンキンに冷やしたエールを呑のんで、酔っ払ってリビングのソファーで寝てる姿もよく見る。

　だから、どうしても親しん戚せきの叔お父じさん以外の何者にも見えないんだけど、他の人にとってはそうではないらしい。

　アールスハイドという大国のトップ。国を富ませ、それを自分たちの私欲のために使うのではなく、民衆に還元し、さらに発展させている名君。

　というのを王都にきて初めて知った。

　山奥の家でも今と同じようなグダグダしているディスおじさんを見ていたので、その話を聞いたとき、思わず聞き返した覚えがある。

　うん。

　信じられなかったんだよ。

「というわけで、ウチならディスおじさんがきても大丈夫でしょ？」

　ウチで合同誕生日会をすることになった理由を伝えると、ばあちゃんは深いため息と共に呆れた声を出した。

「まったくあの子は。ウチを休憩所かなにかと勘違いしてるんじゃないかい？」

「も、申し訳ございません……父にはきつく言っておきますので」

　ばあちゃんの呆あきれた様子は、できの悪い生徒に頭を悩ませる先生のようだ。

　その様子にオーグが思わず謝罪している。

　それにしても、一国の……それも大国の国王をあの子扱いか……。

　魔法師団長のオルグランさんもばあちゃんに頭が上がらない様子だったし、今の様子を見るにオーグもそうだ。

　ひょっとして、この国でばあちゃんに逆らえる人間なんていないんじゃないか？

「それにしても、ディスおじさんってウチで気を抜きすぎだよね」

「あの子とは、もう二十年以上の付き合いになるからねえ。遠慮なんてあるはずもないよ」

「ばあちゃんも、遠慮ないよね？　いくら昔一緒に旅をしてたって言っても、普通王族の人にはもっと気を遣うもんじゃないの？」

　俺がそう言うと、皆ギョッとした目で俺を見た。

　え？　何？

「シ、シン君！　お熱！　お熱はありませんか!?」

「これは重症だな。クロード、シンを寝室に寝かしつけてこい」

「はい！　分かりました！」

「まったく、具合が悪いならそう言え。無理をするな」

「ちょっと待てえ！　何？　シシリーまで何言ってんの!?」

　オーグだけでなくシシリーまで!?

　具合が悪いってなんだ!?

「だって……シン君が王族に気を遣うって……そんなところ見たことないです！」

「まったくだな。シンと一緒にいると自分が王族だということを忘れそうになるというのに」

「アウグスト様。それはそれで問題ですからね？」

　そういうことか。

　普段王族に気を遣ってない俺が、王族には気を遣うものだって言ったから熱があるんじゃないかと思われたと。

　……それは非ひ道どい……。

　俺のディスおじさんたちに対する態度って理由があるのに。

「いや、俺とじいちゃんたちとは出発点が違うじゃん。だから言ってんの」

「出発点？」

「そう。俺はさ、去年の誕生日までディスおじさんが王様だって知らなかったからね？　たまに遊びにくる親戚の叔父さんだと本気で思ってたんだ。ディスおじさんもそういう接し方してきてたし」

　俺はずっと、ディスおじさんとそういう付き合い方をしてきた。

　だから、今さら実は王様でしたって言われても態度なんて変えられないし、そのおじさんの子供だというオーグやメイちゃんのことも従い兄と弟こにしか思えない。

　でも……。

「でも二人は違うじゃん？　会った時には王太子だったんだろ？　ディスおじさん」

「そういうことか。驚かすな」

「勝手に驚いたのそっちだからな!?」

「私も心配しました。シン君が病気になっちゃったって……」

　うん。心配してくれるのは嬉しいけど、その判断基準はどうなの？

　確かに、王族であるディスおじさんやオーグへの態度を見てるとそう思われるかもしれないけどさ。

　そんなことを考えていると、ばあちゃんがディスおじさんのことを話し出した。

「最初はねえ、アタシの住んでる国の王太子だし、それなりの対応をしてたんだけどね。一緒に旅をする内に、アタシのことを師匠って呼ぶようになってから、今みたいな関係になっちまったのさ」

「ああ。だから、ディスおじさんはばあちゃんのことを『メリダ師』って呼ぶんだ」

「そういうことさね」

　ん？　でもそうなると……。

「何でじいちゃんのことは『マーリン師』じゃなくて、『マーリン殿』なの？」

「ワシは昔、人にものを教えるのが苦手でのお。一緒に旅をしておった子らの指導は全部メリダがしておったのじゃよ」

「へえ、意外。俺にはちゃんと教えてくれたのに」

　そう言うと、ばあちゃんがため息を吐いた。

「この爺さんはねえ、昔教えを請われた時に『魔力を大量に集めて、適当にイメージしてブッ放せ！』って言いやがったからねえ」

「じいちゃん……」

「ほっほ……若わか気げの至りじゃ……」

　爺さんが気まずそうに視線を逸そらす。

「で、でも、シン君を教えたのはお爺様ですよね？　やっぱり凄いです！」

　シシリーが爺さんをフォローしてる。

　フォローしてもらえた爺さんが感動してるな。

「気を遣ってくれてありがとう、シシリーさん。まあ、シンは赤子から育てたからの。一から順番に教えることで、ワシも教え方を学んだのじゃよ」

「そうだったんだ」

　ある程度育ってる人を教えられるようになったのは最近なのか。

　それよりも、その前に何か気になることを言ったな。

「『子ら』って？　一緒に旅をしてたのってディスおじさんだけじゃないの？」

「最初付いてきたのはディセウムだけだったよ。でも途中で二人ほど拾ってねえ。一緒に旅をしながら鍛えてあげてたのさ」

「へえ」

　それも初耳だ。

　どんな人と一緒に旅をしていたのか気になって尋たずねようとしたが、ばあちゃんからその話題を打ち切られた。

「さて、昔話はこれくらいにして誕生日会のことを決めようかね」

　むう、残念。

　ばあちゃんにこの話題を打ち切られたら、たとえオーグやディスおじさんであろうと続きは聞けないだろう。

　オーグもそう思ったのか、若干名残惜しそうにしながらもばあちゃんの話を引き継いで誕生日会の打ち合わせを始めた。

「そうですね。さっきもシンが言いましたが、場所はこの家のホールを使わせてもらうということで」

「ああ、それは構いやしないよ」

「三家合同の誕生会ですから、それなりの規模になると思います。ですので招待客の選別もしないといけません」

「招待客なんざ呼ばないよ」

「え？」

　オーグが招待客の選別をと言ったことに対して、ばあちゃんは真っ向から反対した。

　っていうか、招待客ってなに？

「シン。アンタは心配しなくてもいいさね。招待客を呼ばないといけないのはお貴族様の話だ。アタシらみたいな平民はそんなことする必要はありゃしないよ」

「そうなんだ。よかった」

「もし、招待客を呼ばないといけないなら、この話はなしだよ。それでもいいのかい？」

　あ、そうか。シシリーとマリアは貴族だ。招待客を呼ばないとマズイか？

「構いません。あまり知らない人が大勢くるのは、正直苦手でしたし」

「それでも愛嬌を振りまいてないといけないから面倒なのよねえ」

　シシリーは大勢の人間に囲まれるのは苦手そうだから分かる。

　マリアのは……面倒くさいだけだろう。

　でも当の本人たちはいいとしても、家としてはどうなんだろ。

「セシルさんたちが困ったことにならない？　大丈夫？」

「お婆様が招待客を呼ぶことに反対しているとなれば、皆さん納得しますよ」

「そうね。誰も文句言わないと思うわ」

　……ばあちゃんの影響力ってどんだけすごいんだろ……。

「それじゃあ、本当に身近な人間だけ呼ぶことにして、それ以外の招待客はなしでいいね？」

「は、はあ……ではそのように」

　オーグが簡単に押し切られた。

「と言っても、ウチは知り合いが少ないからねえ。ディセウムとジークにクリス、後はミッシェルとトムくらいかねえ」

　結局、去年の誕生日と同じメンツだな。

「それで十分凄いですけどね……」

「シシリー、ウォルフォード家に普通を求めちゃだめよ」

　マリアが失礼なこと言ってる。言っとくけど、元は爺さんとばあちゃんの知り合いだからね。

「私のところは親族だけにします。その面メン子ツで失礼があってはいけないので」

「ウチもそうするわ」

　シシリーとマリアに気を遣わせちゃったけど、俺の知り合いって、ここにいる面子を除くとそれくらいだからなあ。

　ウォルフォード商会を切り盛りしているロイスさんはシシリーのお兄さんだし。

　あ、そうなるとアリスのお父さんのグレンさんも呼ばないと。

「それでも結構な規模になるねえ。大丈夫なのかい？　そんなに派手に祝い事をやって」

　ばあちゃんが言っているのは、昨今のパーティー自じ粛しゆくの流れについてだろう。

　今は派手なパーティーは皆自粛しているのに、三家合同誕生日会なんて派手なことをやってもいいのかと懸け念ねんを示した。

「問題ないでしょう。最大の脅威である魔人は討伐しました。残る魔人に交戦の意思はないみたいですし、残っているのは増えた魔物の間ま引びき位です。そろそろ祝い事も解禁し始めるでしょう。我々が先陣を切ってパーティーを行えば他の者たちもやりやすくなるでしょうし」

「ならいいんだけどねえ」

　なんだろう？　ばあちゃんのセリフには、派手な祝い事以外の懸念があるように感じられた。

「ばあちゃん。なにか心配事でもあるの？」

「ああ……いや、考えすぎならそれでいいんだけどねえ……」

　ばあちゃんが言いよどむなんて珍しい。

　そのことを皆も感じたのか、視線がばあちゃんに集まる。

　その雰囲気を察したのか、すこし考えた後、ばあちゃんが口を開いた。

「魔人は……シュトロームは本当に攻めてこないのかい？」

　ばあちゃんは、魔人の脅威は去ったという、派手なパーティーをしてもいいだろうという根本的な理由について疑問を呈した。

　そのばあちゃんの疑問について、そう判断した理由をオーグが改めて話す。

「討伐した魔人は確かにそう言いました。シュトロームは帝国を滅ぼした後、やる気をなくしたと」

「シュトロームの目的は帝国を滅ぼすこと。それを達成した後は目標がなくなった……か」

　理由を聞いてもばあちゃんの言葉は歯切れが悪い。

「それで本当におとなしくなるのかねえ……」

　……確かに、それは希望的な憶測も含めての判断だ。

　周囲に対して侵略の意思があった魔人は全て殲せん滅めつした。

　後に残っているのは敵意のない魔人たち。

　ならばこれ以上の混乱は起こらないだろう……という。

　確証はない。

　だけど。

「確かに、もうこれ以上魔人が攻めてこないという確証があるわけではありません。しかし、今回の一連の騒動にはシュトロームは関わっていなかった。それも事実です」

　オーグの説明したとおり、各国を襲撃した魔人にシュトロームは関わっていない。

　これは、あの離り反はん魔ま人じんが言ったことの裏付けになると思う。

「確かにそうなんだろうけどね……」

　それでも信用しきれていない感じだな。

　ひょっとして……あのことと関係があるのだろうか。

「ばあちゃん。ひょっとしてさ、過去の魔人のことで何か気になることがあるの？」

　俺が気になったのは、過去の魔人のこと。

　アールスハイドに迫っていた魔人を討伐した後の様子だと、過去の魔人について爺さんとばあちゃんは何か知っているようだった。

　今の懸念も結局そこに行きつくんじゃないだろうか？

　そう思って尋ねると、ばあちゃんだけでなく爺さんも暗い顔をした。

「そうさのう……もう話してもいいのかもしれんの」

「そうだね……知っておいた方がいいのかもしれないね」

　爺さんとばあちゃんはそう前置きした。

　それって……。

「もしかして……」

「ああ」

「過去の魔人のことじゃ」

　やっぱり。

「……話してくれるの？」

「うむ。こういう事態になった以上、過去の魔人について知っておくべきじゃろ」

「そうさね。過去の魔人と今の魔人。その違いを知っといて損はないだろ」

　今まで、爺さんが過去に魔人を討伐したという話は聞いたことがある。

　けど、その魔人がどういう存在だったのかまでは詳しく聞いたことはない。

　それを話してくれるということは、何か思うところがあるのかもしれない。

　俺はそう思って神しん妙みような気持ちで聞く態勢に入ったのだが、周りはそうではなかった。

「お二人の英えい雄ゆう譚たんを聞かせて頂けるんですか!?」

　今まで書籍や舞台でしか知らない話が本人から聞けるとあって、マリアがメッチャ食い付いてる。

　他の皆も興きよう味み津しん々しんの様子だ。

「ちょいと落ち着きな！　あんなこっ恥ずかしい話なんざするわけないだろう」

「あ……そうなんですか……」

　物語を直接聞かせてもらえると思っていたマリアは、ちょっとガッカリしたような顔になった。

　ほかの皆も声には出さないが、概おおむね似たような反応だ。

「話すのは、過去の魔人の話だけだよ」

　だが、魔人の話ということで、皆の顔がピリッとした。

　やっぱり、アールスハイド国民にとって、魔人とはいまだに脅威らしい。

　皆が真剣に聞く態勢になったのを見て、ばあちゃんから話し始めた。

「アタシらが倒した魔人はねえ、物語でも書かれている通り、人も街も関係なく見境なしに暴れ回った」

「周りの全てを滅ぼすことが目的に見えたのう」

「湧き出る魔力は、この世の全てを憎んでいるかのようにも思えたね」

「実際に相対すると分かるもんじゃ。奴は憎しみに心を奪われているとな」

　物語でしか語られない魔人と、直に対峙した二人の言葉に、皆息を呑んだ。

　っていうか、俺はその本読んだことがないから知らないけど、魔人の描写って書かれてないのか？

「物語ではそこまで詳しくは書かれていませんでしたね……」

「憎しみに溢あふれる魔人かあ……」

　トールの言葉で納得した。アリスは、物語に出てくる魔人が憎しみの魔力を放出しているところを想像したのだろう、ちょっとブルッと震えていた。

「これはいけないと、倒さなければいけないと……心の底からそう思ったもんじゃ」

「それほどの脅威を、過去の魔人からは感じたのさ」

　昔、爺さんから話を聞いた時は、そこまで詳しく教えてくれなかった。

　実際は、色んなことを考えながら戦っていたんだな。

「今回現れた魔人もね、どうやら帝国への『憎しみ』を持っていたみたいだねえ」

「帝国を滅ぼすことが目的だったそうですから、恐らく帝国に強い憎しみを持っていたのだと思います」

　憎しみ。

　オーグの言う通り、シュトロームの目的が帝国の支配ではなく殲滅であったことから、相当に強い恨みや憎しみを持っていたことが想像できる。

　その内容までは分からないけど。

　そして、過去の魔人も相対するだけで分かるほどの憎しみの魔力を放っていたという。

　そうか。

　その共通点があるから、ばあちゃんは強い憎しみを持った者が魔人化するのではないかと推測したのか。

「シュトロームは、確かに今は帝国への恨みを晴らしたことで目的を見失い、大人しくしているかもしれない」

　ばあちゃんは皆を、特にオーグを見ながら話している。

「だけどねえ。過去の魔人と『何かを憎む』という点で共通点があり、その破壊衝動を帝国全土に向けた……帝国は一般市民に至るまで虐ぎやく殺さつされたんだろう？」

「……はい」

「いくら憎しみに心を囚とらわれたといっても尋じん常じようじゃない。だけどね、シュトロームはその尋常じゃないことを実行した」

　ブルースフィア帝国数十万の民全員の大虐殺だ。

　人がどんなに冷酷になっても、とてもではないが実行できるようなものではない。

　だけど……シュトロームはやった。

「そんなことをするシュトロームが、帝国に向いていたその憎しみを、今度は世界に向ける可能性がないと言い切れるのかい？」

「それは、確かに……」

「アタシが心配しているのはそこさ。シュトロームと過去の魔人とは違うのかもしれない。けどね、共通点もあるし……人を人とは思わない大虐殺はしているんだよ」

　共通点があり、人を殺すことに躊躇ためらいがない。

　そんな存在に対しての警戒を緩めるべきではないとばあちゃんは言う。

　そういえば……以前シュトロームと相対した時、人間など心底どうでもいい存在だと言っていたな……。

　帝国を壊滅させた後は行動を起こしていないという事実から楽観視してしまったのは間違いない。

　そもそも、シュトロームはどういう行動理念で動いているんだ？

　魔人についての事例が少なすぎて、何一つ結論が出せない。

　なんてもどかしいんだ。

「もう少し、何か判断材料があればいいのに。分からないことが多すぎて検証もできないよ」

「何か分かること……かい」

「そうさのう……」

　俺がもう少し考える材料が欲しいと愚ぐ痴ちをこぼしたら、ばあちゃんと爺さんが少し考え込み、二人で顔を見合わせた。

　そして、何かを決意したように話し始めた。

「皆、昔魔人になった『人間』がどういった人物だったのか知っているかい？」

　ばあちゃんは、そんな質問を皆に投げかけた。

「いえ、それは……」

「物語では語られてないですからぁ」

　オーグが困惑顔で答えるが、その理由はユーリの返事で分かった。

　物語では魔人の詳細には触れていないらしい。

　二人の返事を受けて、なぜ詳細が語られていないのか、ばあちゃんがその理由を話した。

「そうだろうね。なんせアールスハイド魔法師団が必死に隠いん蔽ぺいしてたからね」

「じゃから世間には、どういった人間が魔人化したのかは知られておらんのじゃ」

「隠蔽したということは……」

　ばあちゃんと爺さんの言葉でトールが気付いたらしい。

　というか俺も気付いた。

　過去に魔人になった人間とは……。

「元アールスハイド王国魔法師団所属の魔法使いだったのさ」

　皆もうっすらと予想していたのだろう、息を呑む音が聞こえた。

「そうなんですか？　殿下？」

「い、いや。私も初めて聞いた……」

　マリアの質問に、自身も初耳だと言うオーグ。

　そういえば、ディスおじさんは高等魔法学院在学時に魔人討伐の学がく徒と動どう員いんに駆り出されたらしいから、詳細は知っていたはずだ。

　それをオーグには話してなかったんだな。

　確かに魔法師団……というかアールスハイド王国としては、身内から魔人が出たとは知られたくないことだろう。

　でも……。

「どうしたんだい？　シン」

「いや……それってそこまで必死に隠蔽するようなことなのかなって思って」

　確かに元魔法師団所属のアールスハイド国民だったというのは驚いた。

　だけど、そこまでして隠さなきゃいけないことなのか？

　そう思ってると、ばあちゃんがその理由を話し出した。

「魔人になった人間は非常に優秀な魔法使いでね、実力だけならこの爺さんとタメを張ってたんだ」

「け、賢者様とタメ!?」

「それは凄い！」

　マリアとトールが超驚いてる。

　爺さんと同格の力を持っているというのは相当凄いことらしい。

「その実力者をねえ、当時の魔法師団の部隊長が正当に評価しなくてねえ。それどころかその魔法使いの功こう績せきを自分のものにしちまってたんだよ」

　うわあ。どこにでもいるんだ、そういう上司って。

「それが原因での、奴は組織内での正当な評価を得られなかったんじゃ」

「世間ではね、当時、ハンターやってたこの爺さんが当代最強の魔法使いだのなんだの言われててね。同じ実力を持ってたはずのその魔法使いは、組織で出世できずにくすぶっていたのさ」

　同じ実力を持っているのに、片や最強の魔法使いと言われ、片や上司に手柄を持っていかれ、出世することも世間に名を知られることもなかったと。

　確かに非道い話だ。

　魔法師団としては、組織内の腐ふ敗はいを表おもて沙ざ汰たにすることになるし、王国としてはそういった魔法師団の腐敗に気付かなかったことを公表することになる。

　そりゃ隠蔽したくもなるわな。

　それにしても……。

「じいちゃんもばあちゃんも、随分その魔法使いのことに詳しいね？」

　俺がそう言うと、二人の顔に影が差した。

「その魔法使いっていうのがねえ……」

「……ワシらの昔からの知り合いだったんじゃよ」

「え……」

　誰が発した言葉だったのか、小さい驚きの声があがる。

　俺も驚いた。

　爺さんとばあちゃんの過去については、ほとんど何も聞かされていないから。

「ワシとは、中等学院から高等魔法学院までずっと一緒じゃった。良き友であり、良きライバルじゃったよ」

「アタシは高等魔法学院からだね。当時この二人はいつも一緒に行動していてねえ。天才ウォルフォードに秀才マクリーンと言われて、随分と目立ってたよ」

「じいちゃんとばあちゃんの高等魔法学院時代……」

　やばい、超気になる。

　だが、トールは別のことが気になったようだ。

「マクリーン……というのですか？」

「そう。カイル＝マクリーン。勢いとカンで魔法を使う誰かさんと違って、理論立てて魔法を使う男でねえ。アタシも随分と参考になったもんさ」

「おい。ワシは？」

「アンタの説明は感覚的過ぎてよく理解できなかったよ。本当に、よくシンがここまで成長したもんだ」

　俺の時は分かりやすく教えてくれたんだけど……色々勉強したんだな、爺さん。

「話が逸れたね。高等魔法学院を卒業した後、アタシらはハンターに、カイルは魔法師団に所属してね」

「当時のワシは若かったからの。組織に束縛されることが嫌だったのじゃ」

「その点、カイルは真面目だったからね。自分のことより国の為に働きたいと考えたのさ」

「ハンターになったワシらのことは周りが勝手に評価しおった。良くも悪くも実力主義な世界じゃからの」

「ところが魔法師団は組織だ。一人突出した実力を持っていたとしても、そうそう評価されるもんじゃない」

　魔物ハンターは、実力があれば評価されるし収入も多いんだろうけど、実力がなければその日の暮らしにも困る博打な商売だ。

　魔法師団という、いわば公務員になれば評価はされにくいかもしれないけど、安定した収入が得られる。

　どっちがいいのか。良し悪しだよな。

「組織の一員になることで、自分一人の手柄や成果は上げにくいというのは最初から分かっておった。それでもカイルは魔法師団に入ることを選んだ。個人主義のハンターと違って、魔法師団に所属するということは国民を守ることになるからの」

「だけどねえ……その時の上司ってのが小こ狡ずるい男でね。部下の手柄を自分のものにするような奴だったのさ」

「うわあ……サイテー」

　マリアはそのカイルさんの上司に対して憤りを感じているらしい。他の皆からも同じような感情が伝わってきた。

「組織とはいえ、その組織内での評価ってものがある。上司に手柄を持っていかれたカイルは魔法師団で評価されず、段々とその不満を募らせていったのさ」

「カイルは魔法師団の中で中々評価されないという不満を持っておった。その理由までは知らなかったんじゃろうな……よく朝まで愚痴に付き合ったもんじゃて」

　その時のことを思い出しているのだろう、二人は当時のカイルさんの様子を苦笑しながら話してくれた。

「それで？　カイルさんはそのことを恨んで魔人化したの？　それはちょっと理由としては弱い気が……」

　今のところ、そのカイルさんが恨みを持ちそうなのは中々昇進できなかったということしかない。

　しかも爺さんの話では、カイルさんは評価されなかった理由を知らなかったっぽい。

　現状の境遇に不満を持ったから魔人化した？

　それなら、世の中はもっと魔人で溢れているはずだ。

　俺がその疑問を口にすると、爺さんとばあちゃんからもの凄い怒気が発せられた。

「じ、じいちゃん？　ばあちゃん？」

「……あのクソ野郎はのう……」

「あろうことか、自分のミスをカイルに擦なすり付けたんだよ!!」

　こ、こんなに怒っている二人は初めて見た。

　数十年前の話なのに、いまだに怒りが治まっていないんだろう。

　強い口調で当時のカイルさんの上司を罵ののしった。

　その怒りの強さに、俺たちは誰も声を出すことができない。

　ピリピリした空気を作っていた二人だったが、やがてその怒りを抑えた。

　次に二人がしたのは、悲しみの表情だった。

「その結果……カイルは憲兵に捕縛されての……」

「……その後だよ……カイルが魔人になったのは……」

　それでカイルさんは強い恨みを持ったのか……。

　でも……。

「じいちゃん、ばあちゃん、怒らないで聞いて。言っちゃあ悪いけど、そういった手柄の横取りとか、責任の擦り付けあいとか、組織とかだと割とある話なんじゃないの？」

　あくまで前世の記憶だけど、会社という組織で手柄を取られ罠に嵌はめられ地位を追われる……褒ほめられた行為じゃないけれども、そういうのは割とよく聞く話だ。

　そうした状況からの復讐劇とか逆転劇とかがよくドラマにもなっていたし。

　すると、二人は顔を見合わせた後言い辛そうに話してくれた。

「実はのう……カイルには婚約者がおったんじゃが……」

「その婚約者を魔法師団の先輩に寝取られちまったのさ」

　うわあ……寝取られとか、俺の一番嫌いな鬱うつ展てん開かいだ……。

「しかも、その現場を目撃したらしくての」

　最悪……でも……。

「なんで目撃したって分かったの？」

「……カイルが魔人化して、最初の犠牲者がその二人とカイルを自宅まで連行した憲けん兵ぺいだったのさ」

　これは……憲兵に捕縛されるほどのミスの擦り付けに加えて寝取られか……。

　キツイな……聞いてるだけで胸がムカムカする。

　皆も同じようだ、怒りと胸糞の悪さで顔を顰しかめている。

「確かにシンの言う通り、力を妬ねたんでの妨害や謀ぼう略りやくなど、組織では日にち常じよう茶さ飯はん事じじゃろう。それに恋愛のトラブルもな。ただ……タイミングが悪かったんじゃろうな……」

「今となっちゃあ分からないけど、他の理由もあったかもしれないけどね」

「他の理由？」

「ああ、確かにカイルの身に起こったことは胸糞の悪い出来事さ。だけど、アンタやマーリンの言う通り、別にカイルだけに起こった特別な不幸じゃない、割とよく聞く話さ」

　胸糞は悪いけどね。

「それでもカイルは魔人になった。ひょっとしたら、これが全ての原因かもしれないし、他にも理由があるのかもしれない。正直、詳しいことはまるで分かっていない。けどね、魔人化したのは間違いなくカイルだったんだよ」

「ワシは戸惑った。幼いころから知っておる親友が人類史上初めての魔人となり、世界に憎悪を撒き散らしていることに。そして……それを倒さねばならんことにな」

　魔人になったとはいえ、元は親友だったんだ。

　爺さんはそれを討伐したのか……。

　そういえば、さっきから一言も『討伐』とは言ってない。

　……当時も色んな葛かつ藤とうがあったんだろうな……。

「カイルは温厚で真面目。周囲に敵意を向けたことなど一度としてなかった。じゃがあの時……カイルは間違いなく周囲に憎悪を撒き散らしておった。そこでカイルの身に起こったことを調べたところ……」

「例の不正が発覚したと？」

「うむ。それが魔人化した直接の理由かどうかは分からんが、魔法師団の腐敗は発覚した。それが公表されれば魔法師団の権威は地に落ちる」

「それで必死に隠蔽したのさ」

　当時の魔法師団、最低だ。

　すると、爺さんとばあちゃんの話になぜかオーグは納得したように頷うなずいている。

「なるほど……騎士団と魔法師団の服務規程が大幅に改定された時期と重なります。そうか、これが原因だったのか……」

　どうやら今はそんなことはないらしい。

　一度痛い目を見てから直すとか、どの世界でも変わらないな。

　そして、爺さんとばあちゃんは、今までの話を踏まえた上で、自分たちが危き惧ぐしていることを教えてくれた。

「カイルは国のことを、国民の幸せのことを思う優しい男じゃった」

「そんな男が魔人化したとたんに、その国を滅ぼさんばかりの勢いで暴れだした。アタシらはねえ、あんな真面目な男が魔人化したらあんなことになっちまうのを、この目で見てるんだ」

「シュトロームがどういう経緯で魔人になったのかは分からんが、じゃからこそ余計に楽観視はできんのじゃよ」

　魔人に関する事例が少なすぎるから、過去の魔人の記憶しかない二人には、今の状況も安心できる状況じゃないのか。

「だからねえ。目的を達成した魔人は安全だなんて思わずに、警戒は緩めないでおいてほしいんだよ」

「本当に、何があるか分からんからのう」

「分かりました。父上にそう伝えます。それに、父上なら先ほどの話の一部くらいは知っているかもしれませんし、納得してくれるでしょう」

　爺さんとばあちゃんの話を、沈ちん痛つうな面おも持もちで聞いていたオーグが、ディスおじさんに警戒を解かないように進言すると約束した。

　他の皆も、今まで聞いたことがなかった話に、戸惑っている様子だった。

「なんか……これから英雄物語を読む時に、素直に楽しめない気がします」

「自分もです」

「あたしも……」

　マリア、トール、アリスは、今まで楽しく読んでいた物語の裏を聞かされ複雑な表情をしていた。

　今まで、完全な悪として描かれていた魔人が、実は同情すべき点が色々とある人物だったとすれば、そりゃそうなるよな。

「皆の夢を奪ってスマンのう。じゃがの、今回の騒動を検証するためには、過去の魔人の正確な情報が必要じゃと判断したんじゃ」

「カイルが魔法師団で冷れい遇ぐうされていたのは事実。それ以外の要因があったのかもしれないけど、恨みや憎しみが根底にあるのは明白だ。シュトロームも、その出自を調べれば何か分かるのかもしれないねえ」

　確かにその通りだけど、帝国が根こそぎ滅ぼされちゃった今となってはなあ……。

「調べるにしても、調査する帝国はもうない訳ですし……難しいかもしれませんね」

「帝国があるうちに気付いていればよかったんだけどねえ……」

　もう無理か。

　結局、シュトロームがどういう行動に出るのか予測はつかないとし、警戒は継続すべきとの結論でばあちゃんたちの話は終わった。

　それにしても、衝撃的な話だったな……。





　　　　　◆






「まさか、魔人がお二人の知り合いだったとはな」

「本当に……物語の見方が根底から覆くつがえった気分です」

　爺さんとばあちゃんの話を聞き終わった俺たちは、執事長のスティーブさんとメイド長のマリーカさんに誕生日の件を伝え、俺の部屋にやってきていた。

　そして、部屋に入るなりオーグとトールの発した感想がそれだ。

　皆は、爺さんたちの物語を読んで育っているから、衝撃も大きかったんだろうな。

　チームの人間にエリーとメイちゃんも含めた十四人もいると部屋が狭く感じる上に、さっきの話の余よ韻いんもあるので空気まで重くなっている気がする。

　こんな重たい空気だけど、俺はさっきの話を聞きながら少し気になっていたことを、皆に聞いてみた。

「あのさ、今の世間の評価ってその……俺を持ち上げるような結果になってるじゃない？　皆に不満はないのかなって、ちょっと思ったんだけど……」

　魔人となったマクリーンさんは、爺さんと同等の実力を持ちながら魔法師団で評価されていなかった。

　そのことに不満を持っていたそうだけど、それって今の俺たちにも当てはまらないかな？

　リーダーという位置づけだからだと思うけど、アルティメット・マジシャンズの中で持ち上げられるのはいつも俺だ。

　その辺、皆はどう思っているんだろう？

　そう思って聞いてみると、皆「は？」みたいな顔をして話し出した。

「何言ってんのよ？　そんなのある訳ないでしょ？」

「そうで御座る。この中で規格外の強さを持っているのはシン殿のみで御座る」

「正直、僕らがこんなに評価されていること自体、不思議なことだよねえ」

「褒ほめ称たたえられすぎて気持ち悪いッス！」

「私もです」

　マリアは、そんなことはある訳がないと言う。

　ユリウスの言葉には多少引っかかるが、トニーとマークとオリビアは、自分たちが評価されていること自体予想外のことらしい。

「お前は変な奴だな。マーリン殿の話は、相手が同格だったから評価の差に妬ねたみを持ったんだ。お前一人だけ飛び抜けているこの状況で、我らがどう嫉しつ妬とするのだ？」

　変な奴は言い過ぎだと思う。

　けど、良かった。

　皆の中に悪感情を持っている人はいないみたいだ。

　そう思って安心していると、マリアから思わぬ指摘を受けた。

「ああ、でも、世間にはシシリーと結婚することで妬む輩やからが沢山いるかもね」

「え？　やっぱそうなの？」

「そうよ。シン、あなたシシリーがどれだけモテてたか知らないでしょ？」

「婚約披露パーティーの時に、何人かに視線で射殺されそうなくらい睨にらまれたのは覚えてる……」

　あれは怖かった。

　ディスおじさん公認の婚約披露パーティーだったので、面と向かって批判はされなかったけど、そうでなかったらシシリーとの婚約を反対する男たちによって混乱が起きていただろう。

　だが、マリア曰いわくそれどころではないらしい。

「甘いわね。中等学院の時のシシリーの人気といったら……学院中の男どもが狙っていたと言っても過言じゃないわね」

「そ、そんなにか……？」

「ええ、そんなによ。隣に……私もいたのにね……」

　うわ。マリアがどんよりしながら暗い笑みをこぼしている。

　マリアも美少女なのに、男に縁がないのは男子生徒の視線を全部シシリーに持っていかれていたからか……。

　不ふ憫びんすぎて声もかけられない。

　俺だけじゃなくて、誰も声をかけられないのでマリアから漂ただようオーラがどんどんどす黒くなっていく。

　メイちゃんがドン引きだ。

「マリアおねえちゃん、怖いです……」

「ちょっと、マリアさん。メイが怖がってますから、その笑いを止めてくださいまし」

「……いいわねえ……お相手のいる人はぁ……」

「ひいっ！」

　マリアの矛ほこ先さきがエリーに向き、エリーが恐怖のあまり悲鳴をあげている。

　そんなふうにマリアが周りに恐怖を振りまいている時、座る場所がなかったので一緒にベッドの上に座っていたシシリーが俺の袖そでをクイッと引っ張った。

「ん？　どうした、シシリー」

「あ、あの！　誰とも付き合ってませんから！　シ、シン君が初めてですから！」












　なんか必死になって……ああ、さっきマリアが、シシリーは学院中からモテてたって話をしたから、自分は潔白だって言いたいのか。

　真っ赤になって涙目になって、必死にアピールしてるシシリー。

　可愛すぎる。

「そんな心配してないよ。むしろ、そんなにモテモテだった女の子を彼女に出来て、なんかスゲエ優越感を感じてる」

「え？　あぅ、そ、そうですか……エヘヘ」

　シシリーを安心させるように頭を撫なでてやりながらそう言うと、シシリーはホッとしたのか、笑みを浮かべてこんなことを言った。

「シン君は中等学院に行ってなくてよかったです」

「なんで？」

「だって……多分沢山モテてたと思います。それで……色んな女の子とつきあ……付き合って……」

　なんか、自分の言葉で悲しくなったのかまた涙目になってきたシシリー。

　俺が別の女の子と付き合っている姿を想像しちゃったのか。

　でもなあ……。

「そんなにモテはしないだろ」

「モテますよ！　だって、こんなに格好いいのに！」

「てい」

「わぷっ」

　俺が格好いいとか大声で言うから、頭を抱きしめて口封じしてやった。

「恥ずかしいからそういうこと言うな」

「うー、格好いいのに」

「まだ言うか！」

「きゃう！」

　しつこく言い募るシシリーをそのままベッドに押し倒した。

「まだ言うなら、お仕置きしちゃおうかな」

「えぅ……」

　真っ赤になってるシシリーに、どうしてやろうかと思ったその時。

「おい。まさか公開でするのか？　私は別に構わないが……」

　そこでハッと気が付いた。

　この部屋に、他の皆もいたことを。

「あ、あううう！」

　シシリーは恥ずかしさのあまり、シーツを頭から被り、閉とじ籠こもってしまった。

「相変わらず、すぐに周りが見えなくなるんですから」

「仲いいわねぇ」

　トールとユーリから生温かい視線と言葉を頂戴してしまった。

「この……よくも独り身の私の目の前で！」

「「ひっ！」」

　いまだ黒いオーラを発しているマリアさんのお怒りの言葉を甘んじて受けていると、トニーがポソッと。

「ひょっとしたら、マクリーンさんは、色いろ恋こい沙ざ汰たの恨みもあったのかもしれないねえ」

　そう言った。

「色恋沙汰？」

　トニーが、俺たちのやり取りを見ていてどう思ったのか分からないけど、そんなことを言った。

「そう。人間が恨みを持つことって、不当な扱いを受けることとかもあるけど、恋愛感情のもつれって、時々事件が起きる程の恨みを持つことがあるじゃないか」

「ああ……トニーはそれの一歩手前まで行ってたもんな」

　その危機に瀕していたトニーの言葉は、妙に説得力があるな。

「ちょっと、やめてくれるかい？　今は一人に絞ったんだから」

「……余計に危ない気がするのは気のせいか？」

　選ばれなかった女の子が逆恨みして……。

「……ありそうだから、本当にやめてくれないかい……」

「悪い。いじりすぎた」

「まったく……話を戻すけど、魔人になったカイルさんは賢者様と導師様と学生時代から一緒だったんだろう？」

「そう言ってたな」

「で、賢者様と導師様はご結婚されたと」

「そうだな」

　……まさか……。

「ばあちゃんを巡って……ってことか？」

「その可能性はあるんじゃないかい？」

　ばあちゃんを巡って色恋沙汰が起きる……。

「駄目だ。全く想像できないし、したくない」

「そりゃあ、シンは家族だし、今のお二人しか知らないからねえ」

「昔の絵姿などを見ている自分たちには、容易に想像がつきますよ」

「導師様の昔の絵姿、美しいものねぇ」

　身内の色恋沙汰。それもばあちゃんを巡ってということに、俺の脳は拒否反応を起こしてしまっているが、マリア、トール、ユーリの話だと、昔の絵姿を見て育った者としては、ありえる話らしい。

「お、お婆様は、それは美しく、気高く、凜りんとした女性の憧れ。そしてお爺様を支え続けた、男性にとっても理想の女性像なんです」

　シーツから頭を出して、ようやく復活してきたシシリーも会話に加わる。

「怖くておっかない……の間違いじゃなくて？」

「まあ……実際のメリダ様を知ってから、少し印象は変わったけど……」

「シン殿相手だから仕方がないのでは御座らんか？」

「あはは！　それもそうだ！」

「間違いない」

「さらっと悪口に移行してんじゃねえよ！」

　実際に見てから印象が変わったというマリアの意見はともかく、あまりにも自然な流れで俺イジリに移行したユリウス、アリス、リンにはビックリするわ！

「でも、確かにトニーさんの言うことは納得できるッス」

「あれだけ美しいお方の高等学院時代ですから、相当モテたんでしょうね。カイルさんも、導師様に恋心を抱いていてもおかしくはないんじゃ？」

　マークとオリビアは、トニーの意見に賛同らしい。

　っていうか、俺以外の全員が賛同している。

「カイルさんは、導師様が好きだった。けど、賢者様とご結婚なされた。そこに何かしらの感情が芽生えたとしてもねえ」

「おかしくはないか」

　皆にとっては、易やす々やすと想像できることらしい。

　過去を想像して、どんどん話を膨らませていく。

「だとしてもさあ。高等学院時代だよ？　そんないつまでも引きずるもんか？」

　学生時代の恋心とか、就職したりして新しい環境になれば思い出に変わっていくもんだろ？

　そう思っての発言だったのだが、マリア、アリス、リンにはお気に召めさなかったようで……。

「これだからリア充は……」

「ムカつくよね！」

「初恋が実った恋愛勝者に、そんなことを言う資格はない」

「だから、なんでチョイチョイ悪口言われんの!?」

　俺が何したっていうのさ!?

「まあ、普通は学生時代の恋心なんて卒業と同時に吹っ切れたり、別の人と恋愛したりして忘れていくもんだと思うけどね」

　まだ学生のくせに、達たつ観かんしたこと言いやがるな、トニーは。

「修しゆ羅ら場ばを潜り抜けてきた男は、言うことが違うな」

「ちゃんと調整してたから修羅場ってないってば」

「それはそれでどうなのよ？」

「ほら。シンが余計なこと言うから、矛先がこっち向いたじゃないか」

「俺のせいか？」

　なんか話が脱線しまくってる気がする。

「まあ過去のことだし、それが正しかったからどうしたって話だけど。そういう可能性もあるんじゃないかってことさ」

「まあな」

　大事なのは過去ではなく、今現在進行形で存在する魔人のことだよな。

「でも、そうなると先程の導師様のお話ではないですが、シュトロームがなぜ魔人になったのか気になりますね」

「トール。中等学院時代のことで、何か思い当たることはないか？」

「ありませんよ。接点なかったんですから」

「拙せつ者しやもないで御座る」

「まあ、奴が本当のことを喋っていたとも思えんし、中等学院で調査するだけ無駄なことか」

　そういえばオーグ、トール、ユリウスの三人は中等学院時代のシュトロームを知ってるんだよな。

「シュトロームってどんな教師だったんだ？」

　前に、結構生徒から人気があったって聞いたことがある。

「どんなと言われてもな。魔法を教えるのが上手かったらしいというのは前に言った通りだ。教えを請こう者全てに分わけ隔へだてなく教えていたから余計に胡う散さん臭くさく感じたな」

　オーグはとにかくシュトロームが胡散臭く見えてしょうがなかったらしい。

　まあ、結果としてその感想は間違ってなかった訳だけど。

「でも、それだと普通面倒見のいい先生って感想を持たないか？」

「元帝国貴族だぞ？　平民を同じ人間として扱っていない国の貴族が、富ふ裕ゆう層そうとはいえ平民を見下さずに接すると思うか？」

　あ、そうだった。

　帝国では、平民は貴族に搾さく取しゆされるだけの存在で、貴族は平民を同じ人間として見ていなかったらしい。

　そんな元帝国貴族の人間の行動に違和感を覚えたのか。

　ん？

　でも、待てよ？

「シュトロームって、帝国を滅亡させたいくらい憎んでいたんだよな？　貴族優遇の国で貴族だったのに」

　帝国では相当優遇されてきたに違いない。

　仮に後継者争いに敗れたとしても、恨みの矛先は親族に向くはずだ。

　帝国そのものには向かないと思うんだけど……。

「それが分からんから、苦労しているのではないか」

「それもそうか」

　ああ、もう。結局分からないことだらけじゃないか。

　結局その日は、何も結論が出ないまま解散となった。





　　　　　◆






「何も分からないまま放置って……気持ち悪いなあ」

　次の日、俺は用事があってディスおじさんと会っていた。

「ははっ。シン君は昔からそうだったね。分からないことがあると、分かるまで徹底的に調べないと気が済まない」

「ディスおじさんもさ、魔人のことで何か知ってることはないの？」

「マーリン殿とメリダ師がおっしゃった以上のことは知らないなあ」

「そうなの？」

「あまり自分の気持ちを吹ふい聴ちようして回るタイプの人じゃなかったらしい。マーリン殿にもメリダ師にもね」

　自分の気持ちを押し殺しちゃうタイプの人か……。

「でも、何も分かってないのになんで魔法師団はマクリーンさんが魔法師団所属であることを隠したの？」

　マクリーンさんが魔人になった理由は誰にも分からないという。

　なのに魔法師団は、魔人化した人間が魔法師団所属の魔法使いであったことを隠蔽した。

　これはなんでだ？

　そう尋ねると、ディスおじさんは苦い顔をした。

「シン君は、マクリーン氏の境遇を聞いたかい？」

「ああ、上司に手柄を持っていかれて、ミスを押し付けられたって」

「魔人となった者が魔法師団に所属していたことが知られれば、その経歴なども調べられる。そうしたら魔法師団の腐ふ敗はいが世間に知られてしまう」

「自分たちの保身のために隠蔽したの？」

「保身というか……公表すべきだという意見もあったんだけど、当時は魔人のせいで軍の体制が滅茶苦茶になっていてね。これ以上余計な混乱は避けるべきだということで公表されなかったんだ」

　まあ、事情は分かる。

　当時、魔人を倒したとはいえ国は相当な混乱にあったんだろう。

　そんな中で、組織の一つである魔法師団の信用が落ちることは避けるべきだと判断されたと。

　組織ぐるみの隠蔽って、どこの世界でもあるんだなあ。

「それが元で、魔法師団も騎士団も厳しい監査が入るようになったね。不正や不当な評価がないように」

「そういえば、オーグがそんなこと言ってたな」

　こうやって、すこしずつ組織が浄化されていったのか。

　全てが順調に見えるこの王国でも、昔は色々と苦労があったんだな。

「それよりも、なんだい？　話って」

　ディスおじさんの言葉で我に返る。

　本題を忘れるところだった。

「え？　ああ、そろそろ通信機を一般向けに販売しようかと思ってさ」

「ふむ」

「そのために、大規模な設備投資と人材確保が必要なんだ。それを国にお願いできないかと思ってさ」

「ほう？　どういうことだい？」

「今の通信機って対の通信機同士でしか通信できないじゃない？　それを交換所を作って色んな通信機に繋げられるようにしたいんだ」

　俺が考えているのは、通信機を電話みたいに運用することだ。

　通信機には、俺たちの無線通信機のように個別の番号を与える。

　通信機から発信すると、まず交換所に繋がり、交換員が個別の番号に繋げるというものだ。

　本当なら、通信機から直接相手の通信機へ繋げたいんだけど、流石にそのシステムを作るのには相当な時間がかかる。

　なので交換所を作って交換員を雇わないといけないのだけど、施設が大規模になるのとインフラの整備もしなくてはいけない。

　しかも扱うのは通信相手というとびきりの個人情報だ。

　こんな大事業、一商会でできるわけがない。

　なので、通信事業は国に任せてしまおうと考えてディスおじさんにお願いをしたのだ。

「通信が繋がっている時間を記録して、その時間に応じて料金を請求する。機材はウチで、運営は国営でやってほしいんだ。通信料も入るから利益になるよ？」

　どうだろう？

「ふむ。初期投資にある程度の資金は必要だが、その後は回収するのみか……シン君、上手い商売を考えたね」

　実際必要なのは設備投資と人件費、それと時間が経った後の保全費用くらいだからな。

　後は通信という目には見えないものに料金が発生する。

　考えてみれば、情報通信産業ってボロい商売だよな。

「それにしても、いいのかい？　ウォルフォード商会で運営まですれば莫ばく大だいな利益が出るのに」

　俺が提案した事業が相当な利益を生むことはディスおじさんにも容易に想像できたようで、本当にいいのかと念押しされた。

「そんなに儲もうけても使い道がないよ。通信事業の利益配分についても、この騒動が終わったら、娯楽提供にでも使おうかと思ってるよ」

「贅ぜい沢たくな悩みだね」

　本当にな。

　王都に来たばっかりの頃は小遣いしかもらってなくて、新しい剣を作ることもできなかったのに。

「それに誰が誰と通信していたか分かるんだよ？　そんな情報、一商会が独占してると変な誤解を生んじゃうよ」

「その通りだな。十分な利益も生みそうだし、運営は国家が担になうと約束しよう」

「ありがとう。お願いするね」

「ふふ。礼を言うのはこちらの方さ。こんな莫大な利益を生む提案をしてもらったんだからね」

　ディスおじさんは上機嫌でこの提案を受け入れてくれた。

　後は、通信機に着信を知らせる機能を付けることと、交換所の設備を開発するだけだ。

「という訳で親父さん。これから通信機の改良と交換所の設備を開発するからよろしくね」

「お、おう。それはいいけどよ……」

「なんですか？」

　声をかけたビーン工房の親父さんが言いよどんでる。

　どうしたのかと思っていると、俺の肩を摑つかみ顔を寄せて小声で話しかけてきた。

「なんでそんな国家プロジェクトの話に俺が同席してんだ!?」

「だって。そのプロジェクトの設備を作るのは親父さんでしょ？」

「そうだけど！　それなら発注だけでいいじゃねえか！」

「概要も聞いてもらってた方が開発しやすいでしょ？」

「そ、それもそうだな……じゃなくて！」

　なんだろう？　他に何かあるのか？

「なんでその説明場所がウチの工房なんだよ！」

　実は、さっきからディスおじさんと話をしていたのはビーン工房の一室だ。

　親父さんも、ずっと俺とディスおじさんの会話を聞いていた。

　なんでこんなことになっているかというと、いつものようにディスおじさんがウチに顔を出したので、丁度いいやと思ってビーン工房に連れて来てさっきの話をしたのだ。

　結局親父さんにも同じ話をするし、ここで話をした方が手っ取り早いのだ。

　ということを説明したら、親父さんが頭を抱えた。

「手っ取り早いって……陛下だぞ!?　国王陛下だぞ!?　なんでそんな扱いなんだ!?」

「ああ、工房主。シン君と私はあんまり気を遣わない間柄なのだ。だから気にするでない」

「は！　はは！」

　おお、強面のビーン工房の親父さんが超恐縮してる。

　こういうのを見ると、ディスおじさんって王様なんだなと、ちょっと実感してしまう。

「話はこれで終わりかい？　ならそろそろウォルフォード家に連れて行ってもらってもいいかい？　風呂上がりの冷たいエールが飲みたいんだよ」

　やっぱり、ディスおじさんは親戚の叔父さんだ。

　どうにもウチでの威い厳げんがない。

「いいけど。そういえば、いつもウチにいるよね？　ジュリアおばさんとか放っておいていいの？」

「ああ。アレは今日はメイを連れてクロード領に行ってるよ」

「シシリーんとこ？」

「あそこに王族の別べつ邸ていがあってね。アウグストにゲートで連れて行ってもらっているよ。なんでも温泉が肌にいいとか言って」

　オーグもタクシーに使われてんのか……。

　ゲートが使えると、どうしてもそういう扱いになるよな。

「じゃあ、親父さん。また後で詳細を詰めに来ますから」

「はあ……分かったから。早く陛下をお連れしろ。お待たせするんじゃない」

「ではな工房主。よろしく頼む」

「は！　畏かしこまりました！」

　ディスおじさんを連れてゲートでウチに帰る。

　ウチに着くとディスおじさんが「さっきは話せなかったが……」と話を切り出した。

「魔ま石せきの採掘がね、検証結果を裏付けるのに十分なほど採掘されたよ」

「あ、そうなんだ」

「そうなんだって……世紀の大発見だよこれは？　……まあ、自分で魔石が作れてしまうシン君には分からないか」

　というか、最近まで魔石の存在すら知らなかったからなあ。

　どれだけ希少な物かもピンとこない。

「この検証結果を魔法学術院を通して全世界に発信するよ。これで魔道具開発が一気に進むだろう」

「そうなってくれるといいけどねえ」

「あ、ばあちゃん、ただいま」

「はい、おかえり」

　ディスおじさんと魔石の話をしていたら、家にいたばあちゃんが会話に加わった。

　魔道具開発の第一人者だし、魔石が安価で手に入るとなると、気になるものなのかな？

「どうにも、今の魔道具界は現状で満足している気がするね。その証拠に、ここ最近じゃあシンの発明した魔道具以外新しい発明がない」

　ばあちゃんは、今の魔道具界に不満をもっているらしい。

「それなら魔石も流通し始めるし、ばあちゃんもまた魔道具開発する？」

　過去に人類の生活を大幅に快適にしたばあちゃんだ。

　魔石をふんだんに使えるとなると、また新しい魔道具が生まれるんじゃないだろうか？

　そう思って聞いてみたけど、ばあちゃんは即行で否定した。

「アタシがかい？　冗談はよしとくれ。アタシみたいな老人が出張ったところで魔道具界は発展なんてしやしないよ。若いもんが何とかするもんだ」

「そういうもん？」

「若手の旗はた頭がしらが何を言ってんのかね？　アンタが若い魔道具士を引っ張っていかなきゃならないんだよ？」

「俺が？」

「……やっぱりナシだ。アンタが若手を引っ張ったら、魔道具界がどうなるか分かったもんじゃない」

「ちょっと！　どういう意味さ!?」

「そのまんまの意味だよ！　アンタ……また突とつ拍ぴよう子しもない魔道具を作ろうとしてんじゃないだろうね！」

　なんだよ、若手を引っ張っていけって言ったり、やっぱり止めろって言ったり。

　でも、本当は前世で便利だった道具はこちらでも再現したいんだよな。

　考えていた中で電話の代わりになる通信機は開発できた。

　それ以外でいうと……。

「移動用の二輪と四輪……かな」

「はあ、やっぱり考えてたかい。言っとくけどそれを作るんじゃないよ。馬を生産している牧場や業者が破産する」

　今の交通手段は馬車が主流。

　馬の体力を回復させる魔道具があるものだから、自動で走行する乗り物を作ろうという発想がない。

　で、馬車が主流ってことは馬の生産者がいる。

　それを扱っている業者がいる。

　自動車を作ると、その人たちが路頭に迷ってしまう。

「さすがにそれ位分かるよ。それより、根本的なことを忘れててさあ」

「根本的なこと？」

「強力なブレーキがなかった」

　馬車だって動いているんだから、馬車を止める際にはブレーキを掛ける。

　ただ、馬車のブレーキって車軸に鉄の棒を擦って止めるものしかなかった。

　ディスクブレーキか、せめてドラムブレーキがないと怖くて自動二輪や四輪なんて作れない。

　流通させないなら自分用に作りたかったのになあ。

「……それがあったら、作る気だったね？」

「うん。あ……」

　やべ。

　ついウッカリ、うんって言っちゃった。

　なんて巧たくみな誘導尋問！

「アンタは……いい加減その思考にブレーキをかけな！」

「うまい！」

「うまくない！　ホントにアンタって子は！」

　うおお。今日もばあちゃんがおっかない。

　こんなおっかないばあちゃんを取り合ったとか考えられない。

　それとも、若いころは違ったのかな？

「な、なんだい。じっと見て」

「え？　あ、いや」

　気になって、怒られている最中だというのにばあちゃんをガン見してしまった。

　でも、本当のところはどうなんだろ？

「昨日の話が気になるんですか？」

「あ、シシリー。ありがと」

「陛下も、どうぞ」

「おお、すまんなシシリーさん。頂こう」

　ばあちゃんが俺の視線に気付いて説教が止まったタイミングで、シシリーがお茶を淹いれてくれながら会話に加わった。

「昨日の話？」

「うん。昨日、俺の部屋に行ってから皆で話してたんだけど……」

　ディスおじさんに、トニーが推測した恋愛感情のもつれの可能性について話すと、ばあちゃんは困惑したような表情になった。

「さあ……カイルからそんなことは聞いたことはなかったねえ……」

「じいちゃんは？」

「ワシも聞いたことはなかったのう……」

　二人とも、マクリーンさんからはそんな話を聞いたことがないという。

　やっぱり。皆の考え過ぎだって。

「じゃが……」

「何？　じいちゃん」

　心当たりがないと言った爺さんが言葉を続ける。

「カイルは自分の感情をあまり周りに吹聴する奴ではなかったからのう。もしかしたら、心に秘めた想いがあったのやもしれん」

「え？　マジで？」

　自分の想いを口に出さずに胸に秘める……。

　ひょっとしたら、カイルさんって悩みとか不満を溜め込んじゃうタイプの人だったのかな。

　それで限界がきて……。

　そんなことを考えていると、爺さんが意外なことを言った。

「この婆さんは、今でこそこんなにおっかないが、昔はもうちっと可愛げがあったし、それなりにモテておったんじゃ」

「へえ……意外だ」

「後輩の女の子に『お姉さま』とも呼ばれておったのう」

「お姉さま！」

　ヤバイ、超ウケる。

「シ、シン君……」

「え？」

「アンタたち……」

　ばあちゃんが昔、後輩の女子からお姉さまと呼ばれていたことが意外すぎて爺さんと盛り上がっていると、地を這うようなばあちゃんの低い声が聞こえてきた。

　あ、怒りでプルプルしてる。

「いい加減にしなあ！」

　やっぱりおっかないじゃん！

　可愛げがあったなんて信じられないよ。
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　自分の祖母が若いころはモテていたという、身内にはキツイ話題が展開された数日後。

　俺たちアルティメット・マジシャンズは連れ立って、トールの実家の領地であるフレーゲルの街にやってきていた。

　俺、シシリー、マリアはほぼ同時に、マークはそれより早いが誕生日がやってくる。

　魔人が現れて以降自じ粛しゆくされていた祝しゆく宴えんを実施するとあって、皆はそれに見合ったプレゼントを購入したいと言い出した。

　しかし、ここで問題が一つ。

　皆の王都での知名度が爆上がりし顔も知られているため、王都で買い物をすることが困難になってしまったのだ。

　買い物に行きたいが街に出られない。

　そんな事態に陥おちいった時、気付いた。

　ゲートで他の街に行けばいいじゃん、と。

　皆、王都在住なので王都では顔まで知れ渡っている。

　だけど、これが他の街となると名前の知名度はあるが顔まではバレてない。

　写真もテレビもないから当たり前だ。

　なので、他の街ならゆっくり歩いて買い物ができる。

　この提案をしたところ女性陣が飛び付き、すぐに訪問する街を選び始めた。

　シシリーの領地とユリウスの領地は観光地で、観光客向けのお土産みやげが多いとのことで除外。

　マリアのところは、港町で風ふ情ぜいもあるけど、これといった名産品がないらしい。

　貿易品とかはあるけど、輸入品ばかりで地元の物があまりないんだそうだ。

　そしてトールの領地は、生産が盛んな街だと聞いていた。

　フレーゲルの街の工芸品はそれ自体がブランドだと。

　木工、金かな物もの、装飾品に衣服、雑貨など。

　そのほぼ全てにおいて有名なブランドがここフレーゲルの街にはあり、女性陣はプレゼント選び以外にも是ぜ非ひ訪れたい街なんだそうだ。

　買い物をするために訪れる街を選ぶなら、最初からここ以外に選択肢はなかった感じだけど……ここにきて俺はこの街を選んだのは失敗だったんじゃないかと思うようになった。

　なぜなら……。

「女の子たちは、街全部を回るつもりなんだろうか……」

「トール。なんて迷惑な街を作ったんだ」

「殿でん下か、さすがに非ひ道どすぎませんか？」

「すまない冗談だ。しかし、この街に滞在している間は女性陣と別行動を取りたいところだが……」

「無理ッスよね……」

　俺たち男性陣が戦せん々せん恐きよう々きようとしている理由。

　それは、王都でも有名なブランド品の本店が立ち並ぶフレーゲルの街を前にした女性陣の鼻息が荒いのだ。

　有名な店が軒のきを連つらねるフレーゲルの街。

　店を次から次へとはしごしていく姿が容易に想像できる。

　その光景を想像し、俺たち男性陣は戦々恐々とした面おも持もちで女性陣を見つめていた。

　そんな女性陣に、今回さらに三人もの女性が加わった。

「トールちゃん。一緒に回りましょうね。案内してくれる？」

「カ、カレン姉さん、皆の前ですからちゃん付けはちょっと……」

　トールの婚約者で、クレイン男だん爵しやく家けの令れい嬢じよう、カレン＝フォン＝クレインさん。

　彼女は俺達より二つ年上で、薄茶色でウェーブが掛かった髪が腰まで伸びている色っぽいおねえさんだ。

　そんなおねえさんは、幼少の頃のちんまりしたトールに心を奪われ、かなり積極的にトールとの仲をすすめていったらしい。

　トールも幼少の頃から可愛がってくれるおねえさんを慕したっているし、大変に仲が良さそうだ。

　トールは小さい頃の癖くせでいまだに姉さんと言っているし、カレンさんは成長してもあまり大きくならずちんまりしたままのトールが可愛くて仕方がないらしい。

　さっきからカレンさんがトールの後ろから抱き着き、ずっとイチャイチャしている。

　皆の前でイチャイチャすることが恥ずかしいのか、トールはずっと顔を赤くしている。

　ちなみに、顔を赤くしているのは、イチャイチャしているからだけではない。

　実はトールとカレンさんでは、カレンさんの方が大分背が高い。

　背の低いトールの後ろから抱き着くと、あるモノがトールの後頭部に当たるのだ。

　イチャイチャするのは恥ずかしい。

　けど後頭部の嬉し恥ずかしいその感触に、トールは大きな声で文句も言えずモジモジしていた。

「トールも男だったんだな……」

「シ、シン殿、どういう意味ですか？」

「フフ、意外だったねえ。しっかり者のトール君が、こんな甘えん坊さんだったなんて」

「フ、フレイド殿！　からかわないでください！」

「うふふ。皆仲がいいのねえ。トールちゃんと仲良くしてくれてお姉さん嬉しいわあ」

　トールが赤くなっていることをからかっていると、カレンさんから嬉しそうな声がかかった。

「トールちゃんって、殿下の側付きでしょう？　殿下の側を離れる訳にもいかないから対等の友人なんてできないと思ってたの」

「非道いな、オーグ」

「ちょっと待て。なぜ私が責められる」

「い、いえ！　殿下に文句がある訳では御座いません！」

　俺がオーグを非難すると、不満そうな声を漏らした。

　その様子に、カレンさんは慌あわててオーグに対して思う所がある訳ではないと必死に弁明する。

　どれくらい慌てていたかというと、カレンさんの体勢はトールを後ろから抱きしめた格好のままだった。

　変な光景だ。

　途中でその体勢に気付いたカレンさんが、さらに慌ててトールから体を離し、臣しん下かの礼をとった。

「トールちゃんのお役目も十分に理解しております。ですから、得られないと思っていた対等な友人がこんなにもできたことが嬉しくて」

「カレン姉さん。そんなに畏かしこまらなくても大丈夫ですよ。殿下は心が広いですから」

　王太子の不ふ興きようを買ったと思ったのか、必死に弁明するカレンさんに、トールが心配ないと告げる。

　こんな言い方されたら、さすがに怒れないよな。

　トールも中々策士だ。

「……シン。トールはこんなことを言う奴ではなかったんだぞ？　どうしてくれる」

「なんで最後の着地点はいっつも俺なんだよ……」

「そうすると収まりがいいのだ」

「そんな理由!?」

「プッ……フフフ」

　いつもいつも俺をオチに使う理由が判明したところで、カレンさんが噴き出した。

　何かおかしなことしたか？

「凄いわねえ、ウォルフォード君。殿下とそんな風に話せるなんて」

「そうですか？」

　だってオーグだし。

「貴方に出会えたお蔭ね。トールちゃんに気安い友人ができたのも、トールちゃんが国の英雄とまで言われるようになったのも」

「友人はそうかもしれませんけど、実力はトールが自分で努力して手に入れたものですよ」

「フフ。そういうことにしておくわ。でも、私は貴方に感謝している。そのことは忘れないでね」

「はあ……」

　友人の婚約者からお礼を言われてしまった。

　どうにもむず痒がゆいな。

「カレン様の言う通りです。わたくしも、ウォルフォード殿には感謝しております」

「サラさんまで」

　すると、さらにもう一人会話に加わった女性がいた。

　その人が新たに加わった二人目の女性。

　なんと、ユリウスの婚約者であるキャンベル伯爵家令嬢、サラ＝フォン＝キャンベルさんである。

　金髪を頭の上で結わえ、切れ長の青い目をしたモデルみたいな体型のお嬢さんである。

　キャンベル家は代々優秀な騎士を輩はい出しゆつする家系らしく、サラさんは武門の女子としての教育を受けている。

　だからだろうか、夫となる男性を立て、自分はユリウスの少し後から付いていくという姿勢を見せている。

　その姿勢だけを見れば、昔の武士とその奥方のようにも見える。

　二人とも金きん髪ぱつ碧へき眼がんな上に、ユリウスはゴリマッチョ、サラさんはモデルみたいだから違和感がハンパないけど……。

「我が夫君となられるユリウス様が、ここまでの勇名を轟かせることができたのは間違いなくウォルフォード殿のお蔭。感謝してもしたりませぬ」

　武士の奥方か！　と突っ込みを入れたいのを必死に我慢した。

　それにしても、ユリウスといい、脳筋のミッシェルさんといい、騎士の人は変な人が多いのだろうか？

「いやあ。まぁ俺としては、ユリウスを導く方向を間違えた気がして仕方ないんだけどね……」

　本当なら、クリスねーちゃんとかミッシェルさんの指導を受けて、騎士にしてあげられれば良かったんだけど、ユリウスが通っているのは魔法学院だ。

　なので教えるのはどうしても魔法がメインになる。

　結果、マッチョな魔法使いという、違和感の塊が出来上がってしまった。

「そ、それは、その……、願わくば騎士として大成してほしかったところではありますが……」

「あ、やっぱり？」

「しかし、それはわがままというもの。本来の目標と違っているとはいえ、英雄と称たたえられるまでになったのです。ならばその手段など、些さ末まつなことで御座います」

「本当にこれで良かったの？」

「はい」

　よかった。感謝してくれているらしい。

　どうにも堅いのは気になるけど、もうちょっと砕けて話してって言ったら困惑してしまったし、これが彼女の素なのだろう。

「これ、サラ。あまりシン殿を困らせるでない」

「申し訳ありませんユリウス様」

「うむ。シン殿、申し訳ない」

「いや、別に気にしてないけど……」

　やっぱり武将の夫婦っぽい。

　そのやり取りが余計に違和感を増幅させる。

　皆は、お堅いなあ、という感想しか持たないらしい。

　だが、俺にはどうしても金髪碧眼の外国人が時代劇を演じているという風に見えてしまってしょうがない。

　これはこういうもの、これはこういうものと自分に言い聞かせ、ユリウスとサラさんのやり取りを見ることにした。

　そんな違和感バリバリの会話を聞いていると、

「あ、あの！　な、何で私はここにいるんでしょうか!?」

　最後の三人目の女性が声をあげた。

「だって、リリアだけ除のけ者ものって可か哀わい想そうじゃないか」

「トニー君!?　今日はお買い物に行くって聞いてたんだけど!?」

「お買い物だよ？」

「そ、それはそうかもしれないけど！　こ、こんな人たちと一緒なんて聞いてないんだけど!?」

「こんな人で悪かったな」

「ヒッ！　ち、違います！　違います殿下！　こんな『凄い』人たちという意味ですう！」

　トニーが連れてきた彼女、リリア＝ジャクソンさんがオーグに土下座して「御ご勘かん弁べんを！」と涙目になっている。

「冗談だ」

「殿下、あまり彼女をからかわないであげて下さいねえ。彼女、正真正銘の一般人なんですから」

「むう。最近、この面メン子ツだと自分が王族だと忘れがちになるな」

「ですから、それはそれで問題ですからね？」

　自分が王族だと忘れ、一般人のリリアさんをからかってしまったことを反省しているオーグ。

　そりゃあ、王族にそんなことを言われた日には手打ちも覚悟してしまうだろう。

　本当に感覚が麻痺してやがる。

「安心してくださいなリリアさん。アウグスト様の悪ふざけですから」

「ほ、本当ですかあ？」

「ええ。後でよく言い聞かせておきますから、ホラ、お立ちになって」

「あ、ありがとうございます、エリザベート様ぁ！」

　ガクブルして本気泣きしているリリアさんに、エリーが手を差し伸べた。

　グスグスと鼻を鳴らしながら立ち上がったリリアさんに、さすがに女の子を本気で泣かせたのは悪いと思ったのか、オーグが謝罪した。

「すまなかったなジャクソン。この面子ではいつものやり取りだったのでな。つい、いつも通りの対応をしてしまった。許せ」

「め！　めめめめ滅めつ相そうも御座いません！　おおおお気になさらないで下さい」

　こういう反応は新鮮だなあ。

　普段、オーグが王族として敬うやまわれている所を見ないからな。

「でもリリアさん。リリアさんも慣れておいた方が良いですよ？」

「こ、今度は聖女様!?　え？　慣れた方がいい？」

　王太子にその婚約者の公爵令嬢、そして止めは今や全世界で聖女と認識されているシシリーに声をかけられ恐縮しきりなリリアさん。

　で、シシリーがなんで話しかけたかというと、この状況に慣れておけという。

「だって、学院を卒業した後もアルティメット・マジシャンズは続くんですよ？」

「は、はあ……」

「リリアさんがトニーさんと結婚したら、私たちとも、つ、妻同士の交流が生まれるじゃないですか」

「け！　けけけ!?」

「け？」

「結婚!?」

「ええ」

　妻って所で、ちょっと恥ずかしくなって言い淀んだシシリー可愛い。

　じゃなくて。

　そうか、その内この面子と関わり合いになるのだから、今の内に慣れておいた方がいいのか。

「そ、そんな、結婚なんて！　私、まだ学生です！　早すぎます！」

　まあ、これが普通の反応だよな。

　学生のうちに結婚を考えることなんて貴族でないとないことだ。

　トニーもリリアさんも平民だし、今までそんなこと考えたこともないのだろう。

　だけど、トニーはちょっと普通とは違うんだよな。

「そうですか？　トニーさんならもう結婚して良いのでは？　アールスハイドの英雄ですし、例の武器の収入が凄いって聞いてますけど」

「え？　そうなんですか？」

「シン君、毎月幾らくらいの収入があるんですか？」

「さあ？　最近、口座見てないわ」

「シン君……」

　あ、シシリーに呆あきれられてしまった。

「もう。もうちょっと自分の資産に興味を持って下さい。貯め込んでいるだけではいけないんですよ？」

「そうなの？」

「そうです」

　作る方が楽しくて、収入については一切興味がなかったからなあ。

　使う予定も暇もなかったし。

　これから通信事業も立ち上げるんだし、その辺も考えないとな。

「それでトニーさん。どれくらいですか？」

「一般的な年収位だねえ」

「ほ、ほら！　やっぱりまだ早いじゃないですか！」

　ん？　一般的な年収があれば十分結婚生活は送れると思うんだけど。

　最初にシシリーが凄い収入って言ったから変な思い違いをしてるっぽいなあ。

「それは年で？」

「月で」

「え？」

　シシリーが何かに気が付きそれは年収なのかと聞いたら、月収だという答えが返ってきた。

　へえ、そんなに入ってきてたのか。

　あ、月収が一般的な年収位あるって聞いてリリアさんが固まった。

「耐久性を落とした量産品だからねえ。毎月結構な量の納品があるらしいんだよ」

「そうなのか？」

「シン君……」

　また呆れられてしまった。

「ですから、結婚することに支障はないはずですよ」

「で、でも……結婚なんてまだ先の話だと思ってましたし……急にそんな……」

　まあ、普通そうだよなあ。

「シシリーさん。私たちと一緒にしてはいけませんわ。彼らには彼らのペースがあるんですから」

「あ、そうですねエリーさん。最近エリーさんとそのような話ばかりしてましたから、つい……」

　最近よく一緒にいるエリーは自分と一緒に式を挙げる仲間だから、ウエディングドレスはあれがいいとかこれがいいとかよく楽しそうに話している。

　身近にいる女子と普段からそういう会話をしているから、他の女子も同じような目で見ていたのだろう。

　リリアさんが戸惑うのも分かる。

　高等学院に行かずに自立した者は十代で結婚するケースもあるみたいだけど、それもレアケース。

　どんな職業に就いても、最初はやっぱり給料が少ない。

　通常、結婚を意識し出すのは二十歳前後が多いと聞く。

　まだ十五か十六のリリアさんにとって、結婚はまだまだ先の話なのが一般的なのだ。

　それに、リリアさんは高等経法学院生だという。

　将来、キャリアウーマンとして生きていく未来もあるのだ。

　見た目も、赤い髪をポニーテールにし、眼鏡めがねをかけて真面目っぽい。

　チャラそうなトニーと並ぶと似合わないことこの上ないな。

　これは、委員長が不良とくっついちゃう的なあれか？

　と、リリアさんの容姿について考えていると、エリーがその見た目からあることを推測した。

「リリアさんは、見た目からしてキャリアを積むことを望んでいるようですし」

「見た目？」

「メリダ様の模も倣ほうでしょう？　その格好」

「ばあちゃんの？」

　どういうこっちゃ。

「は、はい！　その通りです！」

　さっきまで恐縮したり、困惑したりしていたリリアさんが、急に嬉しそうに肯定してきた。

　急にテンションの変わったリリアさんに、今度は俺の方が困惑していると、エリーが追加情報をくれた。

「経法学院の女子生徒に多いですわね。ポニーテールに眼鏡のスタイル。特に赤髪の子はほとんどそうだと伺いますわ」

「はい！　赤髪でラッキーです！」

「あ、それってばあちゃんの真似なの？」

「え？　ウォルフォードさん、知らなかったんですか？」

　俺の発言に、リリアさんが何で知らないのか？　という表情をした。

　ウチのばあちゃんは怖い、ってことしか知らねえよ。

　っていうか、皆は知りすぎだと思う。

「シンはねえ、賢者様と導師様が英雄だったことすら知らされてなかったんだよ。普通の祖父と祖母として育てられたのさ」

「へえ、そうだったんだ」

　そうなんです。

　トニーの説明に、ようやく納得したという感じのリリアさんは、ばあちゃんについて目を輝かせて語りだした。

「導師様は、女性でありながら民衆の生活を豊かにするための魔道具を沢山お作りになり、アールスハイドだけでなく、世界中から尊敬を集めています。将来社会進出を考えている女子の憧れの的なんです！」

「そこでも憧れられてるのか」

「はい。その導師様が特にご活躍されていた頃の絵姿というのが、赤い髪をポニーテールにして眼鏡をかけた大変に凜りんとしたお姿で描かれています」

「へえ」

「へえって……それすら見たことないんですか？」

　ばあちゃんについて熱く語っていたリリアさんが、今度は呆れたような顔になった。

　だから知らないって。

　ん？　でも、待てよ。

「あー……そういえば、どこかで一回見たような……」

「クルトの書店で見ましたよ。その後騒ぎになったので覚えてないかもしれませんけど」

　ああ、そうだった。シシリーの補足で思い出した。

　書店の軒のき先さきに、誰だコレ？　っていう絵が飾られてた。

　あまりにも俺の知ってる爺さんとばあちゃんとかけ離れてたから、それが二人を描いた絵だと認識してなかったわ。

「せめて見た目だけでもあやかろうとして、導師様と同じスタイルにする女子は多いんです」

「目が悪くないのに、伊達眼鏡をかける人もいるらしいですわ」

「リリアさんも？」

「私のには度が入ってます！」

　リリアさんのは伊達眼鏡なのかと聞いたら、メッチャ怒られた。

　度が入ってるかいないかは重要なことらしい。

「私は赤髪で眼鏡にも度が入ってます。これはもう、私が導師様の後継者と言っても過言ではありません！」

「いや……目の悪い赤髪の子ってどれだけいると思ってるんだよ……」

　ばあちゃんをリスペクトし過ぎだろ……。

　超恐縮から始まって、困惑、熱弁とテンションが変わっていったリリアさんは、最後はばあちゃんへの尊敬の念に溢あふれて目を輝かせていた。

　だが、そんなばあちゃん信者のリリアさんに向けてアリスが特大の爆弾を放り投げた。

「後継者？　そういえば、ユーリって『導師様の後継者』って言われてるよね？」

「ど、導師様の後継者……？」

　ギギギ……と、リリアさんが油の切れたロボットみたいな動きでユーリの方を見た。

　その眼からは光彩が消えていた。

「あ……あはは……えーっと、そう言われちゃってるかなぁ？」

　若干ヤバめの視線を受けて、ユーリもドン引きだ。

　そしてリリアさんは、その答えを聞きガックリと膝ひざをついた。

「そ……そんな……私こそ……私こそ導師様の後継者と言われるはずだったのに……」

　呆ぼう然ぜん自じ失しつといった感じだ。

　ユーリにばあちゃんの後継者の称号を持っていかれたのがそんなにショックなのだろうか？

「ユーリは魔道具制作に才能がある。導師様もお認めになってる。今、魔人領の魔物討伐に貸し出されてる攻撃用魔道具もユーリが作った。後継者で間違いない」

　リンがリリアさんにトドメを刺した。

　そんなに懇こん切せつ丁てい寧ねいにトドメを刺さなくても……。

　するとその言葉を聞いたリリアさんが、ガバッと起き上がり俺に詰め寄ってきた。

「うおっ!?」

　ビ、ビックリした！

「ウォルフォードさん！　なんでウォルフォードさんが攻撃用魔道具を作らなかったんですか!?　お孫さんで、すでに一杯称号持ってるウォルフォードさんなら、導師様の後継者の称号は与えられなかったのに！」

「なんで俺に責せき任にん転てん嫁かしてんだよ！」

　必死すぎて引くわ！

　そして、俺が攻撃用魔道具を作ればよかったのにというリリアさんの言葉に対しての皆の反応は……。

「ウォルフォード君が攻撃用魔道具を作ったら……想像したくない」

「そんなもの、一般兵に貸し出せる訳がないじゃないですか」

「今度は、その魔道具を手にした者が世界征服を企むようになるぞ。そんなモノ、作らせる訳にはいかないし、ましてや貸与など考えられん」

「そ、そんなにですか？」

　リンは考えることを拒否し、トールは何を馬鹿なことをと言い放ち、オーグは新たな危機が起こると警けい鐘しようを鳴らした。

　その意見に、リリアさんが目を白黒させている。

　っていうか、皆の認識が非道い。

「リリア。シンが攻撃用魔道具を作るということはね……世界を滅ぼすほどの大規模破壊兵器を作るのと同意義なんだよ」

「だ、大規模破壊兵器……」

　トニーが、自分の彼女に諭さとすように説明する。

　その説明を聞き、息を呑のむリリアさん。

「そんなもん、作らねえよ！」

　ああもう、信じちゃったじゃないか！

「『作れない』ではなく『作らない』なのですね……」

　トールが俺の言葉を読み解いてしまった。

「おいシン。本当にやめろよ？　これはフリじゃないからな。フリじゃないからな！」

　そして、ここ最近よく見る必死なオーグをまた見てしまった。

　大規模破壊兵器。

　作れるか作れないかっていえば。

『作れる』

　俺のなんちゃって科学知識でここまで絶大な威力が出せる魔法。

　であるならば禁断の武器も作ろうと思えば作れる。

　しかも、イメージだけで爆発に指向性を持たせるという現象も起こせる。

　絶対に使ってはいけない禁忌の兵器だが、対象を制限することができれば使うことができるかもしれない。

　だけど……。

　これを作ってしまうと、本気で『破壊の魔王』の称号を得てしまうかもしれない。

　指向性を持たせることができたからといって、その破壊力は想像を絶する。

　もしこの兵器が世に出回り使用されてしまえば、冗談ではなく本当に世界を破壊してしまう。

　だから『作れる』けど『作らない』。

　これは、心に決めていることだ。

「安心しろよオーグ。俺がその魔道具を作ることは絶対にない。絶対に」

「信じてるからな」

「ああ」

　オーグに誓ったことで、この話題は終了だ。

　あまり外でしていい話題でもないしな。

　そんな危ない話題の終了を感じたのか、リリアさんが悔しそうな顔で呟つぶやいた。

「くそう……そりゃ魔道具制作者の方が有利よね……魔法使いとしての才能がない自分が憎い……」

「あ、あはは……」

　ユーリも苦笑いしか出てこない。

　最初の反応を見る限り、リリアさんって普通の人っぽかったのになあ……。

「そ、それで皆さんどうしますか？　やはり男性陣、女性陣で分かれますか？」

「私はトールちゃんと一緒よ」

「わ、分かりましたよカレン姉さん。それで、皆さんは？」

　変な空気になってしまったのを軌道修正しようと、街を回るメンバーを決めようというトール。

　トールはカレンさんと一緒に回るらしい。

　ここはトールの実家の領地だし、できれば案内して欲しかったんだけど、仲のいい婚約者と一緒のところを邪魔するのも悪い。

　ここは大人しく行かせてあげよう。

「私は……シン君にはプレゼントの中身は内緒にしたいので、別行動を取りたいです」

　シシリーは俺と別行動希望と。

　そうなると。

「なら私がシシリーと一緒に回るわ。毎年、お互いのプレゼントを一緒に買いに行ってるしね」

　マリアはシシリーと一緒がいいらしい。

「なら私はアウグスト様と回りますわ。メイもいらっしゃい」

「ハイです！」

「そ、そうか。メイも一緒か」

「何かご不満でも？」

「いや。大丈夫だ」

　オーグの奴、女子二人に振り回される未来を予想したな。

　先日は、ジュリアおばさんとメイちゃんのタクシーに使われたらしいし、最近エリーの尻に敷かれている気配もする。

　やっぱり、この国の女性は強い人が多いのだろうか？

　筆ひつ頭とうがばあちゃんだし……。

「自分らも二人で回るッス」

「マークのプレゼントも一緒に買うので」

　オリビアはプレゼントを当人と一緒に買いに行くらしい。

　なんか、お付き合い上級者って感じだな。

「今日は悪いけど二人がいいなあ」

「トニー君……」

　トニーはリリアさんと一緒と。

「拙せつ者しやも、久方ぶりにサラと街を巡るで御座る」

「ユリウス様……嬉しゅうございます」

　ユリウスもサラさんと一緒と。

「あたし達は三人で回るよ」

「それでいい」

「フフ。攻略作戦の時と同じねぇ」

　アリス、リン、ユーリが一緒になる。

　となると……。

「あれ？　俺、あぶれた？」

　俺が一人あぶれてしまった。

「ウチのグループに入れてあげよっか？」

「いや、女子ばっかのグループは少し気疲れしそうだし、変な誤解を生んでも困るからな……」

　アリスに誘われたけど、女子三人のグループに男が一人混じってるとあらぬ誤解を生みそうなのでお断りした。

「な、ならシン。私と共に行かぬか？」

「いやあ、俺が割り込んじゃうとエリーに悪いよ。メイちゃんもたまにはオーグに甘えたいだろうし」

「フフ、シンさん、お気遣いありがたく受け取りますわ」

「今日はお兄様にたくさんおごってもらうです！」

　何とか俺を引き込もうとしたオーグの提案を、エリーとメイちゃんを理由にして断る。

　っていうか、言い訳じゃなく、俺が割り込むとエリーの機嫌がどうなるか分かったもんじゃない。

「シン……お前……」

「悪いなオーグ。俺にそこに割り込む勇気はない」

「くっ……」

　オーグが悔しそうな顔をする。

　女子二人に振り回されるがいい。

　でもそうなると、後はカップルばっかりなので、俺の身の置き場がない。

「しょうがない。一人で回るか」

　たまには身軽でいいかもしれないな。

　工芸の街だというし、何か魔道具のヒントになるものがあるかもしれないしな。

「シンを一人でこの街に放つのか……」

「心配ですわ。また良からぬ魔道具のアイデアを思いつきそうで」

「シン殿、自重して下さいね！　街の職人から仕事を奪わないで下さいね！」

　オーグとエリーはともかく、トールが必死に自重を求めてくる。

「安心しろって。そんなことにはならないように気を付けるから」

「なんですか!?　その信用ならない言葉は!!」

　そんなに心配しなくても、最近はその辺もちゃんと考えてるって。

　街を回る割り振りを決めた後は、合流についても確認した。

　その間も、トールがしつこく念を押してきていた。

　トールは心配性だな。

　よし、話もまとまったことだし、早速街に出てみることにしよう。

「じゃあねシシリー、また後で。プレゼント楽しみにしてて」

「あ、はい！」

「シン殿！　絶対、絶対自重して下さいよ！」

　カレンさんに抱き留められて追いすがれないトールの叫びを聞きながら、その場を後にした。

　さて、プレゼントと魔道具のアイデアを探しに行きますか。

「シン殿おおおお！」

　なぜか叫んでいるトールの声を聞きながら、俺はフレーゲルの街へ繰り出した。




　皆と別れてから、俺はフレーゲルの街をあっちへフラフラ、こっちへフラフラ散さん策さくしていた。

　色んな店を冷やかしていたけど、実はここでプレゼントを買うつもりはない。

　色々と見て回って、まだ世に出回っていないものを自作してプレゼントしようと思っているのだ。

　作るのはビーン工房の職人さんだけどね。

　なんか最近、俺のわがままに付き合ってもらってばっかりだ。

　親父さんが、もうすでに去年の数倍利益が出てるから気にするなと言ってくれるから、つい甘えてしまう。

　やっぱり、工房のプロが作ると仕上がりがキレイなんだよな。

　でも作ってもらってばっかりじゃ申し訳ないから、後で商品として販売できるようなものがいいな。

　よし、では今のところ世に出回っていないもので、後々工房の利益になるようなものを作るために色々とリサーチしよう。

　この街には王都に『支店』を持つ工房が多いとのこと。

　王都にきたばかりの頃、あちこち散策をした際に割と高級そうな店があったのを見たのだけど、それが支店なんだそうだ。

　このフレーゲルの街にはその支店を上回る規模の『本店』があちこちに立ち並んでいる。

　一応気になって店に入ってみると、まだ王都で販売されていない最新の服や靴、カバン、アクセサリーなどが売られていた。

　一流ブランドの王都未発表作。

　女性陣は歓喜しているだろうなあ……。

　結局、全員女性同伴で街に繰り出してるから、合流した時の男性陣の疲労具合が面白そうだ。

　ちなみに、全員無線通信機を持っているので、合流場所はそれで連絡を取り合うことになっている。

　新規参入組の三人がそれを見た時、目を丸くしていたのが印象的だった。

　リリアさんは「こんなものが作れるなら大規模破壊兵器も納得できます……」とか言ってたな。

　それはさておき、魔道具店をいくつか見て回る。

　一般の魔道具店で売られている商品を見てみないと、世の中にどんな魔道具があるのか分からないしな。

　いくつかあった魔道具店のうち、適当に選んだ店に入ると、色んな魔道具が置いてある。

　その様子は、さながら家電量販店のようだ。

　今や、どの家庭にも置いてある給水の魔道具やコンロの魔道具、そして一般家庭に風呂を普及させた給湯の魔道具など。

　こういった生活を向上させる為の魔道具はほとんどがばあちゃんの発明だという。

　皆の生活向上の為にその力を使ったばあちゃんのことが改めて誇らしくなった。

　と、そんなことよりプレゼントを決めないとな。

　改めて店内に置かれている魔道具を見ていたのだが、ふとある商品に目が止まった。

　これは、一般家庭に大抵一個はあるモノだしウチにもある。

　しかし、その発展型はこの店にもウチにもなかった。

　正直、俺が必要性を感じていなかったこともあり、前の世界では当たり前にあったあるものに発展させることをすっかり忘れていたのだ。

「何かお探しですか？」

　その魔道具の前で思案していると、店員さんが声をかけてきた。

「ああ。ええっと、この魔道具ってここに置いてあるだけですか？」

「これは……ええ、そうですね、これだけです。それが何か？」

「いや……これってよく売れるんですか？」

「いやあ、正直に申しましてそんなにしょっちゅう出る物ではないですね。すでに各家庭に一つはありますし、一つあれば十分ですし」

「なくても困らないし？」

「まあ、左さ様ようで」

　なるほど。ということは、これの発展型を作っても問題はないか。

　コレを専門で作っても儲もうけはないだろうから、専門業者はいないだろう。

　そうだな、シシリーとマリアのプレゼントはコレにするか。

「すいません、変なこと聞いて。ちょっと他も見て回りますんで、失礼します」

「あ、はい。またのお越しをお待ちしています」

　結局冷やかしただけになっちゃったな。

　でも参考になった。

　後はマークへのプレゼントなんだけど、実はこれは前から決めてあったりする。

　マークはアルティメット・マジシャンズの一員として活動するようになってから、ビーン工房を継がなくてもいいと親父さんに言われたそうだ。

　マークの子供に期待するからと。

　オリビアという相手がすでにいるからこその発言だな。

　だが、ずっと工房の跡継ぎとして色んなものを作っていたマークは、跡継ぎとしての修行をしなくなっても、趣味としての物づくりは続けていた。

　最近では、オリジナルのアクセサリーなんかを作り、それを魔道具にしたりしている。

　その際、彫刻刀の様な刃物でゴリゴリ模様を彫っているのだが、その作業を簡単に行える工具をプレゼントしようと思ってる。

　工具って、男子の心をくすぐる何かがあるよね？

　昔、使い途もないのにウン万もする工具セットを購入しようか真剣に悩んだ時期もあったし。

　新しい工具ならマークも喜んでくれるだろう。

　プレゼントを手にした三人が喜ぶ姿を思い浮かべ、一人ニヤニヤしていると、馬車が横を通り過ぎて行った。

　馬車……か……。
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　シンがプレゼントを早々に決め、馬車を見て何かを思い付いていた頃、婚約者であるカレンと久々にデートをしているトールは、ずっと落ち着きなくソワソワしていた。

「もう、トールちゃん。久し振りに会ったのに失礼よ？」

「あ、ごめんなさいカレン姉さん。シン殿をこの街に野放しにしてると思うと気が気でなくて……」

「そんなに心配しなくても大丈夫じゃない？」

「甘い。甘いですよカレン姉さん！　シン殿は常に我々の想像のちょっと先を蛇行しながら走ってるんです！　今度は何を思い付くのやら想像もできません！」

「へ、へえ……そうなの？」

　何気に非道いことを言っているなとカレンは思ったが、トールが友人に対して遠慮のない感想を述べていることを嬉しくも思った。

　先程、全員が集まっていた時のやり取りを見る限り、トールのこれは陰口ではなく日頃本人に対しても言っているのだろう。

　シン＝ウォルフォードという少年は、本当にトールにとって気の置けない仲間なんだなと、改めて感じていた。

　そのトールはというと。

「シン殿なら、空飛ぶ乗り物を作っても不思議じゃありません」

「そ、空!?」

　突然、空想上の乗り物の話をしだした。

「ええ。シン殿自身、浮遊魔法は使えますからね。ということは、付与もできるということです」

「……噂は本当だったのねえ……アルティメット・マジシャンズは空も飛べるし瞬間移動もできるって。瞬間移動はさっき見せてもらって本当に驚いたけど……」

「ゲートの魔法はアルティメット・マジシャンズの人間なら全員できますよ。でも、浮遊魔法は未だにシン殿しかできないんです」

「そのゲート？　の魔法が使えるだけでも凄いと思うんだけど……」

「シン殿の説明は理に適っていて分かりやすいですからね。ゲートの理論を聞いた時は目から鱗うろこが落ちました」

「フフ、大絶賛ねえ」

　シンの凄さを語るトールは、さっきの愚ぐ痴ちをこぼしていた時とは違い、尊敬の念が見てとれた。

　その様子をカレンにからかわれたトールは、照れたように言葉を続けた。

「そ、そんな常人では計り知れない思考をする人ですから、何を思い付くのか心配でしょうがないんですよ」

　そんな素直ではない態度を取るトールに、カレンは内心で身み悶もだえしつつも自分の考えを口にした。

「ウォルフォード君も自身で商会を経営しているのだし、そうそう軽はずみな行動はしないと思うわよ？」

「そうですかねえ……」

「そうよ。だからホラ！　今はちゃんとエスコートしてね？　もう少ししたら私が嫁ぐ領地なんだから」

「あぅ……わ、分かりました」

　耳元でもうすぐ嫁いでくると言われたトールは、真っ赤になりながらカレンをエスコートしていった。

　そんなトールにキュンキュンしてしまったカレンは、トールを抱きしめたい衝動に駆られたが、トールを見つけた領民たちから次々に声をかけられた為、その行動を何とか自制した。

　自分の領地の跡継ぎが英雄となったことを、領民たちは当然知っていた。

　そんな我が領地自慢の跡継ぎが街に現れて、領民が放っておく訳がないのだ。

　次々と称しよう賛さんの声をかける領民たちに少しはにかみながら応えるトールを見ていたカレンは、後で絶対に撫なでくり回そうと心に決めた。

「ん？　今、何か寒気が……はっ！　まさか、シン殿が何か思い付いたのでは!?」

　トールは、見当違いの予感にとらわれていた。
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　ユリウスとサラの武家カップルにとって、二人きりで街を散策することは初めての体験であった。

　マッチョな魔法使いのユリウスは、中々イメージしにくいが侯爵という高位貴族の跡取りであり、その婚約者のサラも伯爵令嬢である。

　二人きりで出歩くなど、今までは考えられないことだった。

　しかし、ユリウスがアルティメット・マジシャンズに所属し、常人を遙かに越える力を持ったことで、護衛は必要ないと判断された。

　むしろ、侯爵家のどの護衛よりも強くなっている。

　そんな訳で、生まれて初めての二人きりのデートなのだが……。

「これ、サラ。横に来ぬか。少し後ろを歩かれると喋りにくい」

「しかしユリウス様。女子が男子と並んで歩くなど、はしたなくはありませぬか？」

「いつの時代の話をしておるのだ。いいから、横に参れ」

「はあ……し、失礼致します」

　普段は御座る口調だが、あれは敬語であったらしい。

　敬語が必要ないサラ相手では、殿様のような口調になっていた。

　そしてサラは、武門の女子としてとにかく男を立てる。

　なので、ユリウスの隣を歩くことは不敬で破廉恥だと考えていた。

　サラの家もかなり独特な感性の家のようである。

「それにしてもユリウス様。随分と楽しげで御座いましたわね」

　サラは、先ほど皆で集まっていた時のユリウスの姿に大変驚いていた。

　なので思わず聞いてしまったのだ。

「フム、そうだな。皆と……特にシン殿と一緒におると退屈せんな」

　同級生の男子のことを楽しげに語るユリウスというのを、サラは初めて見た。

　実家は王国内有数の高級リゾート地を領地に持つ大貴族。

　加えて自身は、第一王子の側近。

　肩書きだけでも比類する者がいないのに、その見た目と口調から、ユリウスにはアウグストとトール以外の同い年の知り合いはいなかった。

　大貴族の子弟とはそういうものだと言われてしまえばそれまでだが、友人ができるに越したことはない。

　そしてサラが驚いたのはそれだけではない。

「エリザベート様も随分と馴染んでおりましたね」

「そうであるな。実際エリー殿が一番楽しんでおるのではないか？」

　アールスハイドの貴族は大抵幼おさな馴な染じみだ。

　なのでエリーとも顔見知りだった。

　そして、知り合いだからこそエリーの様子には驚きよう愕がくした。

　肩書きで言うならば、アウグストを除けばエリーが最上位だ。

　実家は貴族の最高位であり準王家である公爵。

　なおかつ本人は王太子の婚約者。

　正直、アールスハイドの最重要人物のひとりだ。

　物々しい護衛がついていてしかるべき存在である。

　そんな存在が、アリスやリンたち平民にからかわれ、笑い合い、実に楽しそうにしていた。

　さらには、王太子であるアウグストがいくら英雄の孫とはいえシンと実に気安いやり取りをしているのである。

　にわかには信じられなかった。

　一瞬、同じ名前で同じ容姿の別人たちなのではないかと思ったほど。

　しかし、しばらくその空気に触れることで、サラも何となく理解してきた。

　この集団の中心にいるのはシンだ。

　賢者と導師という、アールスハイドだけでなく世界の英雄という存在を祖父母に持ち、自身は『魔王』『神の御み使つかい』と称されるほどの魔法使い。

　しかし、その称賛に対して傲ごう慢まんになるのではなく恥ずかしがってしまう謙虚さ。

　そんな人物が中心にいるからこそ、こんな身分の垣根のない集団になってしまっているのだと。

　そんな集団の中にユリウスが入っている。

　その事実がサラには嬉しかった。

　そして、自分はユリウスの婚約者だ。

　自分もその輪の中に入れる。

　そう思うと、不意に笑みがこぼれた。

「む？　どうしたのだ？　サラ。急にニヤニヤしおって」

「いえ。何でもありませぬ」

「ふむ？」

　楽しい未来が待っている。

　その予感に、サラは笑みを隠しきれなかった。
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「はあ……」

「どうしたんだいリリア、溜め息なんか吐いて」

「ようやく解放された気分だもの、溜め息だって吐きたくなるわよ」

「そうかい？」

「トニー君は慣れてるかもしれないけどね、異常だよ？　あの集団」

「ええ？」

　最近付き合い始めたトニーに買い物に行こうと誘われたのでホイホイ付いていったら、とんでもない集団の中に放り込まれた。

　その集団から離れ、ようやくトニーと二人きりになれたリリアは安あん堵どの溜め息を吐いたのだった。

　高等魔法学院に入学した時からずっと同じ面子でつるんでいるトニーは、慣れすぎてしまって自覚がない。

　そのことも溜め息の原因である。

「王侯貴族に英雄の孫だよ？　どんな集団よ」

「……ああ、言われてみれば確かにそうだねえ」

「言われるまで気付かないって……どんだけよ……」

「そうは言ってもねえ。殿下のことは気を付けてるつもりだけど、殿下とシンのやり取りを見てると王族って感じがしなくてねえ」

「はあ!?　何言ってんの？　王太子だよ!?　次期国王様だよ!?　何で忘れられんのさ!?」

　一般市民からすれば、王族とは雲の上の存在であり直接その顔を見られればラッキーで、声をかけられれば末代まで語り継げる。

　そんな存在と先程トニーは実に気安く会話をしていた。

　その様子を見ていたリリアは、トニーが不ふ敬けいを働いたといって手打ちにされないかヒヤヒヤしていたのである。

　それなのに、当の本人はアウグストが王族であったことを忘れていた節さえある。

　心配を返せと言いたくなるリリアであった。

「まあ、殿下があんな風になっちゃったのは、間違いなくシンのせいだと思うけどねえ」

「ウォルフォードさんの？」

「そう。シンは殿下だけじゃなく、陛下にもあんな態度だからねえ。陛下のこと『ディスおじさん』って呼んでるんだ」

「お、おじさん!?　大丈夫なの!?」

「それが、陛下は自分が国王だと伏せて親しん戚せきの叔お父じとしてシンに接してたらしくてね」

「……ウォルフォードさんってどんな人なの？」

　至し尊そんの冠を頂く国王陛下をおじさんと呼び、次期国王の王太子と気安いやり取りをする。

　リリアの目には、シン＝ウォルフォードという人物が異様な存在に見えた。

「どんな……と言われると困るなあ。良い奴だよ？　ホント」

「それは何となく分かるけど……」

「ただ、思考がぶっ飛んでるというか……本人は自重してるつもりができてないというか……」

「プッ……なにそれ？　褒ほめてるの？　貶けなしてるの？」

　良い奴だと言いつつ、ぶっ飛んでるという言い草に、思わず吹き出してしまうリリア。

　笑われてしまったトニーは、頭を掻きながら言葉を繋ぐ。

「何ていうかねえ、人間としては間違いなく良い奴なんだ。ただ、思い付く魔法や魔道具のアイデアが僕たちとずれてるんだよ。導師様にもしょっちゅう怒られてるねえ」

　そう言いながら歩いていると、いつの間にかリリアが横からいなくなっていた。

　どうしたのかと後ろを振り返ったトニーが目にしたのは、その場に立ち尽くし固まっているリリアの姿。

「あれ？　どうしたんだい？　リリア」

「トニー君……導師様って……」

「え？　ああ、シンの家にはしょっちゅう行ってるからねえ。導師様とも顔な……じ……みぃい!?」

　突如ダッシュしたリリアは、トニーの胸ぐらを摑つかんだ。

「ズルイ！　ズルイズルイズルイ！　トニー君だけ導師様とお知り合いになってるなんて！」

　リリアの目がヤバい。

　メリダを尊敬してやまない自分を差し置いて知り合いになっているトニーを、心底妬ねたんでいた。

「うぐっ……お、落ち着いて……しょうがないじゃない……か」

「私も導師様とお知り合いになりたい！」

「な、なれるんじゃ……ないかい？」

「え？」

　メリダと知り合いになれる。

　その言葉でようやく落ち着いたリリアは摑んでいた服を放した。

　ようやく解放されたトニーは言葉を続ける。

「ごほっ……あー、今度のシンたちの誕生日会にリリアも来るでしょ？　シンの家でやるから導師様ともお話しできるよ、きっと」

「え、ええー！　ウソ!?　どうしよう!?　私、何喋ればいい!?」

「あー、何でもいいんじゃないかい？」

「ああ、夢みたい……導師様と会えるなんて！」

　さっきまで嫉妬に狂った目をしていたのに、今はキラキラと輝いている。

　その変へん貌ぼうぶりを見て、トニーは苦笑いが浮かんでくる。

「こんなことなら、勇気を振り絞らなくても導師様に会わせてあげるって言えば付き合ってくれたかな？」

「失礼な！　でも、否定はできない！」

　念願叶ってようやく彼女になってくれた少女の意外な一面に、トニーは戸惑いを隠せない。

「……っていうか、メインはシンたちの誕生日なんだけどねえ」

　目を輝かせながらメリダに会えると浮かれている彼女を見て、溜め息を吐くトニーであった。





　　　　　◆






「うーん、さすがはフレーゲルの街ね。目移りしちゃうわ」

「そうだね」

「あ！　あれ新作のバッグじゃない!?」

「ちょ、ちょっとマリア。自分の買い物に来たんじゃないんだよ？」

　幼馴染み二人で街を散策しているマリアとシシリー。

　誕生日の近いマークと、今度一緒に誕生日会を行うシン。そして毎年お互いに贈りあっているプレゼントを買いに来た……はずなのだが。

　マリアは有名ブランドの本店で、王都でまだ発表されていない新作のバッグを見かけ、ついフラフラと吸い寄せられてしまった。

「あ、ゴメンゴメン。つい」

「もう」

「うう……でも、新作のバッグ……」

　シシリーの言葉で本来の目的を思い出したマリアであったが、やはり王都未発表の新作という言葉にどうしても惹ひかれてしまう。

「しょうがないなあ。プレゼントを選び終わってからだよ？」

「やった！　でも、シシリーだって気になるでしょ？」

「え？　えと……ちょっとだけ……」

「やっぱり王都未発表ってのは惹かれるよねえ。周りがまだ誰も手に入れてないものを手に入れるチャンスなんだもん」

「そうだね。それに……」

「それに？」

「新しいお洋服をシン君に見せたいなって」

「……この超リア充が!!」

「きゃあっ！」

　女子として、ただ単純に人よりも早く新作を手に入れたいと願うマリアと、まだ見せたことがない新しい服をシンに見せたいというシシリー。

　新しいものを手に入れたいという願望は同じだが理由が違う。

　一向に春の訪れる気配のないマリアが、まさに人生の春を謳おう歌かしているシシリーに嫉しつ妬とをぶつけた。

　美少女二人がじゃれ合っている光景は道行く人々の目を大いに引いた。

　そんな視線に気付かない二人は、じゃれ合いながらも会話を続ける。












「そういえば、シンのプレゼントは何にするの？」

「えっと、実はもう決めてあるんだ」

　自分はまだ何も決めていないマリアが何気なく聞いてみると、シシリーはもうシンへのプレゼントを決めているらしい。

「へえ、何をプレゼントすんの？」

「あのね……」

　シシリーがプレゼントの内容を告げると、マリアは納得した。

「なるほどね、そういうのって恋人同士ならではだなあ」

「そ、そうかな？」

「そうだよ。あー、私はなんにしようかな？　全く決めてないや」

「私はもう決まってるから、ゆっくり付き合うよ」

「うん。ところで、私とマークのは？」

「……あ」

「忘れてたのかあ!!」

「ご、ごめーん！」

「ゆるさーん！」

　普段はシンにすらあまり見せないシシリーの砕けた態度。

　生まれた時からの幼馴染みというマリアに対して、相当心を許しているのだろう。

　そしてマリアもシシリーに対して遠慮がない。

　久し振りに街で買い物をする解放感。

　しかもその相手が、一切遠慮をする必要のない幼馴染み。

　二人ともが相当に浮かれていたのだろう。

　周りが自分たちをどう見ているのか、全く考えていなかった。

「ねえねえ君たち、見ない顔だけど他の街から来たのかな？」

「もしよかったら俺たちが街を案内しようか？」

「「え？」」

　二人でじゃれていたら見知らぬ男たちに声をかけられた。

　ここ最近、街を自由に歩き回ることがなかった二人は、まさか声をかけられるとは思ってもみなかった。

　思わず声をかけられた方を見た二人。

「うわっ！　メッチャ可愛いじゃん！」

「ホントホント、見たことないくらいの美少女じゃん！」

　声をかけた男たちは、振り返ったシシリーたちを見て興奮して声をあげた。

「ねえ、買い物してるの？　よかったらおすすめの店とか紹介しようか？」

「あ！　ズルいぞ、お前！　俺の方がいい店知ってるから一緒に行こう！」

「え？　あの……」

「遠慮すんなって！　こういうのは地元民に任せるのが一番だから！」

「そうそう、安心していいって！」

「……ねえ」

　興奮した勢いのまま捲まくし立たてる男たちに対して、元々人見知りで男性が苦手なシシリーは戸惑ってしまった。

　その様子を怪しまれたと思った男たちは、多少強引に街を案内しようとさらに捲し立てる。

　その言葉の裏には、下心が丸見えである。

　そしてマリアは……。

「いやあ、ホントに可愛いな。こんな子に出会えるなんて、なんてラッキーなんだ！」

「ちょ、お前どっか行けよ。この子は俺が案内するから」

「は？　なに言ってんの？　最初に声かけたのは俺だぞ!?」

「んなもん関係あるかよ！　いいからどっか行けよ！」

「……ちょっと」

　声をかけてきた男たちは、どちらが街を案内するかで勝手に揉めだした。

　シシリーはあまりの展開についていけない。

　そしてマリアは……。

「この子をエスコートすんのは俺だって言ってんだろうが！」

「ああ!?　俺だよ！」

「やんのかコラ！」

「上等だテメエ」

「……アンタたち」

「っていうかなんだよさっきから！」

「邪魔しねえでくれるかな!?」

　争いを始めた男たちは、声をかけたマリアに対して悪あく態たいをついた。

　そう。

　先ほどから男たちが争っているのは、どちらがシシリーをエスコートするかで揉めていたのである。

　その場にはマリアもいるのだが、シシリーを一目見た瞬間から、二人はシシリー以外目に入らなくなってしまったのである。

　そして始まったシシリー争奪戦。

　マリアは完全に蚊か帳やの外そとである。

　あまりに非道い扱いに、マリアの怒りは計り知れない。

　怒りに震えるマリアの周りには、一般人にも感じられるほどの高密度の魔力が集まっていた。

「ひっ！」

「な、なななな」

　その怒りの表情と、凄まじい勢いで集まっている魔力に腰を抜かす男たち。

　今にも失禁しそうである。

　このままでは街中で惨事が起きる。

　周囲で見ていた者は、消し炭にされる男たちを幻視した。

　だが、それを収めるべく動いたものがいる。

「駄目だよマリア！　街中での魔法は禁止！」

　シシリーの放ったその一言で、冷静になったマリアはそれ以上の魔力を集めることをやめた。

　そのマリアの様子にホッと胸を撫で下ろしたシシリーは、今度は男たちに向き合った。

「あの」

「「は、はひっ！」」

　マリアの圧力に気おされていた男たちは、シシリーの語りかけに間抜けな声を出してしまった。

「最初に言っておけば良かったんですけど……」

　そう言ったシシリーは、左手薬指の指輪を見せて。

「私、婚約者がいるんです」

　そう言った。

　それを聞いた男たちは、マリアに対する恐怖心とシシリーを婚約者にしている男に対して羨うらやましい気持ちから、なんとも情けない顔をした。

　その顔を見たマリアが、ニヤリと笑って男性たちに近付いていく。

「ひっ……」

「く、くるな！」

「あら、私程度にビビっててよくこの子に手を出そうとしたわね」

　男たちはその言葉に戦せん慄りつした。

　マリアはこう言った。

『私程度に』と。

　男たちは魔法使いではないが、目の前にいるマリアが並の魔法使いではないことくらい分かる。

　そのマリアが『私程度』と言うことは、コレを超える者がいるということ。

　そして、その口振りからすると、その者は先ほど取り合っていたシシリーの関係者ということになる。

　そして、それを肯定するようにマリアは言葉を重ねる。

「良かったわね。この子の婚約者が近くにいなくて」

　やっぱり。

　男たちの脳裏に浮かんだことばはそれだった。

「もし、アイツがこの状況を見てたら……」

　マリアはそこで溜ためを作る。

　あまりの緊張感に男たちが息を呑む。

　そして……

「アンタたち、塵ちりも残ってなかったわよ？」

「「ひっ！　ひいぃっ!!」」

　非常に悪そうな笑顔でマリアがそう告げると、シシリーをナンパしようとしていた男たちは、一いち目もく散さんに逃げだした。

　余談だが、彼らは数日間シシリーの婚約者を恐れて家から一歩も出られなくなった。

　そしてこれ以降、街を歩く際は周囲を警戒するようになってしまったらしい。

　男たちをそんな状況に追い込んだマリアは、逃げていく男たちを見ながら「フン！」と鼻を鳴らした。

「ああもう、ムカつくなあ！　こうなったらヤケ買いしてやる！」

「マリア……ヤケ買いってなに？」

　ヤケ食いなら聞いたことがあるのにと、シシリーはちょっとズレたことを考えていた。

　周りの人々は、あまりに苛か烈れつなマリアと、それを見ても動揺した様子のないシシリーを見て。

「な、なんだったんだ？　あの子たち……」

　可愛らしい見た目とギャップのある二人が、じゃれ合いながら雑踏に消えていくのを呆然と見送っていた。





　　　　　◆






「ほええ、色んな店があるね！」

「多すぎて決めにくい。もうちょっと少なくていい」

「そんなこと言っちゃだめだよぅ、リン」

　先日の魔人領攻略作戦の際に同じ班になって以来、一緒に行動することが多くなったアリス、リン、ユーリの三人は今日も一緒に街を回ることになった。

　初めて訪れたフレーゲルの街を見て、色んな店が立ち並んでいることに素直に驚くアリスと、店がありすぎてどこで買い物をすればいいのか分からないというリン。

　ユーリは、フレーゲルの街の存在意義を揺るがす発言をするリンをやんわり窘たしなめる。

「でも、リンの言う通りだよね。お店が多すぎてどこに入っていいか分かんないよ」

「そんなことないよぉ。買うものが決まっていれば入るお店は決まってくるからぁ」

「じゃあ無理じゃん！」

「なんでぇ？」

「だって、まだ何買うか決めてないもん！」

「アリスぅ……」

　元々何を買うかは、お店の商品を見てから決めようと思っていたアリスだったが、まさか入るお店が決まらないとは思っていなかったのだ。

　そんなアリスに対して、ユーリは情けない声を出した。

「じゃあ、とりあえずお店のショーウィンドウを見てみようよ。そしたら、なにかピンとくるものがあるかもしれないしぃ」

「それしかないかあ」

「面倒くさい」

「リン……」

　ユーリの意見に賛同したアリスはともかく、なんとも女子力の低い発言を繰り返すリンに対して、ユーリはまたも情けない声を出した。

　出だしで躓つまずいたものの、三人は立ち並んでいるお店のショーウィンドウを見て回り始めた。

　何軒かのお店を回った時、アリスが今回のプレゼント選びの難しさについて発言した。

「正直さあ、シシリーとマリアのプレゼントは何となく決められそうなんだよ」

「そうねぇ」

「一番難しいのはシン君だよ。良かれと思ってプレゼントしたのに、実はもっと良いもの持ってましたとかありそうじゃん」

「あぁ、確かにぃ」

「ウォルフォード君ならありえる」

「でしょお？　どうしよっかなあ？」

　アリスの意見に対して同意するユーリとリン。

　三人がそう思うのも無理はない。

　なにせシンである。

　今までも、自分たちが想像もしていなかった魔道具を次々に発明し、ついには自分の商会すら設立してしまった。

　そんな人間に、どんなものを贈ればいいのか？

　悩んで当然である。

「じゃあぁ、ウォルフォード君が普段扱わないようなものを選べばいいんじゃない？」

「普段扱わないもの？」

「うん。ウォルフォード君って、基本的にビーン工房で物作ってるよねぇ？」

「そうだね」

「あそこってぇ、元々金属加工がメインの工房でしょぉ？　だからぁ金属製品以外のものを選べばいいんじゃないかなぁ？」

　ユーリのその意見に、アリスとリンも納得した。

「そっか。今まで作ったのって、剣とかブーツとかトイレだもんね」

「そういえば、アクセサリーを作った記憶がない。付与も既製品に対して行ってるだけ」

「じゃあ、シン君のプレゼントは、金属製以外のアクセサリーでいいんじゃない？」

「それでいいと思う」

「ウォルフォード君のプレゼントの方針が一番に決まっちゃったねぇ」

　ユーリの提案により、一番難しいと思われていたシンへのプレゼントの方針が一番に決まる。

　そうなると、今度はシシリー、マリア、マークの三人だ。

「マークのプレゼントもシン君と同じ方針だよね。ビーン工房の息子だし」

「となると、後はシシリーとマリア」

「そうねぇ、男子二人の分が早々に決まっちゃったから、逆にちょっと凝こったものにしたいよねぇ」

　ここで女子二人の分もすぐに決めてしまったら、もう買い物の目的がなくなってしまう。

　それはそれでつまらないと感じたアリス、リン、ユーリはちょっと凝ったものをプレゼントしようとさらに街を彷徨さまよい始はじめた。

　そして、何軒かのお店を回った時、ある店を見つけてしまった。

「リン」

「アリス」

「ええ？　ここぉ？」

　その店の前で顔を見合わせるアリスとリン。

　困惑を隠せないユーリは二人に問いかけた。

「これをプレゼントするのぉ？」

　見ているお店は洋服店。

　それだけならユーリが困惑するような要素はない。

　だが、店頭にディスプレイされていた服は……。

「着ぐるみだよぉ？」

　着ぐるみというか、動物を模したロングパーカーだった。

　様々な動物を模したパーカーが並んでおり、フードにはそれぞれを模した動物の耳が付いている。

　これを女子が着れば非常に可愛らしいだろう。

　だが、贈る相手はシシリーとマリアである。

　貴族の令嬢相手にコレを贈るのは正直どうなのかと思ったユーリだったが、アリスから返ってきた答えは予想外だった。

「え？　違うよ」

「私たちが着る」

「ええ？」

　誕生日プレゼントにするのかと思いきや、これは自分たち用に購入したいという。

　ユーリは益ます々ます困惑する。

「とりあえず入ろ！」

「分かった」

「プレゼントはぁ？」

　すでに興味がロングパーカーに向かっているアリスとリンは、困惑しているユーリをよそに店に入ってしまい、ユーリもその後を追いかけた。

　店内に入ると、当然ながら普通の服も置いてあるのだがアリスとリンはまっすぐにロングパーカーコーナーに向かっていく。

　そこに陳列されているのは、様々な動物をデフォルメしたパーカー。

　頭部についているケモミミが非常に可愛らしい。

「ふわあ、これ可愛い！」

「これはいいモノ」

「まあ、確かにアリスとリンには似合うかもぉ」

　本来の目的はそっちのけで、動物パーカーを選び出す。

　そして、散々迷ったあげく、アリスが選んだのは犬。

　リンはネコと、ド定番のパーカーを選択した。

　試着したところ非常に気に入ってしまった二人は、せっかくなのでそのまま街を回ることにした。

「そろそろ本命を買いに行こうよぉ」

　会計を済ませた二人にユーリが声をかける。

　だが、アリスとリンはユーリの両脇に回って再度ロングパーカーコーナーに連れていった。

「ええ？　なに？」

「実はさあ、さっきユーリに似合いそうなの見つけたんだ！」

「きっと気に入る」

「え、ええ!?」

　アリスとリンの見立て。

　ユーリの脳裏に浮かぶのは、二人にそそのかされて際どい水着を購入させられたエリーの姿。

　それを思い出したユーリは必死に二人の提案を拒否した。

「わ、私は別にいいよぉ！」

　そんなユーリの発言に対して、アリスとリンはユーリに囁く。

「三人で一緒に行動してるのにさあ、一人だけ違う格好してたら浮いちゃうよねえ」

「逆に不自然」

「だからさあ、ユーリも一緒にコレを着た方が恥ずかしくないって」

「一人だけ仲間外れは可哀想」

「ここの代金はあたしが払うからさ」

「さあ、一緒に」

　二人に色々と説得され、最後は自分で買わないのなら別にいいかとなんとなく思わされ、結局ユーリも動物ロングパーカーを着ることになった。

　アリスが選んだのは、白いウサギ。

　耳には針金が入っているのか、割とピンと立っている。

　だが、特筆すべきはそこではない。

　パーカーを着ると、裾すそから出ているスカートが不格好になりスカートは脱いだ。

　上も不自然になるのでインナー以外は脱いだ。

　結果……。

「……ちょっとやりすぎた？」

「大丈夫、ちょっとエロいだけ」

「え？　なぁにぃ？」

　ロングパーカーはユーリの膝上十五センチで止まっており、美脚が惜しげもなくさらされている。

　そして上半身だが、一番大きいサイズでもユーリの胸は収まりきらず、若干谷間が見えている。

　端的にいってエロい。

　そんなユーリの姿を見て、アリスが思わずやりすぎたかと呟くが、リンはあまり気にしていない。

　二人の会話は脱いだ服を異空間収納に片づけていたユーリには聞こえず、結果自分がどれだけエロい格好をしているのか気付いていない。

「もう満足したぁ？」

「う、うん！　大満足！」

「これで皆の前に出るのが楽しみ」

「それじゃぁ、今度こそプレゼント買いにいこうねぇ」

　ユーリはそう言って、店を出ていく。

　後ろ姿もちょっとエロい。

　すると、その姿を見たアリスが何かを思いついた。

「あ！　そうだ、これにしよう！」

「なに？」

「なぁにぃ？」

「あのね……」

　リンとユーリにさっき思いついたことを告げるアリス。

　リンはそのアリスの提案を聞いて。

「それいい。面白そう」

　と、すぐに乗った。

「ええ？　本気ぃ？」

　ユーリは先程と同じくあまり乗り気ではなさそうだ。

「絶対面白いって！」

　アリスの提案するプレゼントの内容自体は、問題ないとは言わないが許容範囲だろう。

　問題は……。

「この格好で買いに行くのぉ？」

　動物ロングパーカーを着た状態で、ソレが売っている店に入ることであった。

「大丈夫だよ！」

「問題ない」

「二人はそれでいいかもしれないけどぉ」

　結局、アリスとリンに押し切られ、ソレが売っているお店に行くユーリ。

　お店の雰囲気と相まって、終始気まずそうにしているのだった。

「にしし、二人の驚く顔が目に浮かぶね！」

「きっと気に入る」

「そうかなぁ……」

　何を選んだのか。

　それは誕生日当日まで内緒なのであった。





　　　　　◆






「お兄様！　これ美味しいです！」

「良かったわねメイ。あら、クリームが付いてますわ。ちょっとじっとしてなさい」

「わぷ」

　アウグストに買ってもらったクリームたっぷりのクレープを食べて上機嫌なメイ。

　そして、そのクリームを顔に付けてしまったメイの顔を、持っているハンカチで拭うエリザベート。

　街に繰り出して早々にプレゼントを選んでしまったアウグスト、エリザベート、メイの三人は、この面子では初めてとなる街歩きを満喫していた。

　普段、シンたちと一緒に行動しているアウグストは王都でも街歩きすることは多い。

　もっとも、ここ最近では街が騒ぎになるのでしていないが。

　だが、戦闘能力をもたないエリザベートと、魔力制御ができるようになったとはいえまだ幼いメイは自由に街歩きなどできない。

　王太子の婚約者である公爵令嬢。

　王女であるメイ。

　そもそも、自由に街歩きをするということ自体が許される存在ではない。

　もし街に出るのであれば、事前に店舗に連絡をし、多数の護衛を連れていくのが常識である。

　だが、今三人の周りには誰一人護衛はいない。

　事前に通達などもしていないので、街の人間も今目の前を通り過ぎていったのが、この国の王太子とその婚約者と妹であることなど微み塵じんも感じていない。

　見る人が見ればあまりに異常な光景も、アルティメット・マジシャンズ次席のアウグストがいてこそである。

　今や世界中から畏い敬けいの念ねんを持たれているアルティメット・マジシャンズ。

　規格外の魔法を操り、常人では考えつかない魔道具を次々に作り出すシンに次ぐ実力を持つアウグストは、最早人類最強クラスである。

　そのアウグストがいる以上、余計な護衛は不要。

　むしろ護衛が足手まといになる。

　そんなアールスハイド歴代でも最強の力を持つアウグストは……。

　二人の後ろをグッタリしながら付いて行っていた。

　アウグストは異空間収納が使えるため荷物持ちにはなっていないが、店に入る度にエリザベートやメイからあれはどうか、これはどうかと意見を求められる。

　その全てに対応するのは非常に体力と精神力を使うのである。

　その結果、精神的な疲れから体力まで消費し、グッタリしてしまっているのである。

　そんなアウグストをよそに、目の前を行く婚約者と妹は楽しそうに店頭のディスプレイを覗いている。

　すると、エリザベートがアウグストに声をかけた。

「ア……オーグ様、このお店に入ってもよろしいですか？」

「……また入るのか？」

　店頭ディスプレイを見て気になったのか、その店に入りたいというエリザベート。

　すでに何軒目になるのか分からないその提案に、正直オーグはうんざりする。

　だが、エリザベートも引かない。

「まあ！　普段あまりご一緒できませんのに、少しくらいお付き合いいただいてもよろしいのではなくて？」

「そうです！　今日は一杯付き合ってもらうです！」

　エリザベートとメイの抗議に、普段からあまり構ってやれていない自覚があるアウグストは仕方なく同意した。

　エリザベートは婚約者なので、あまり放置しているのはよろしくないのは分かるが、アウグストは妹であるメイのわがままにも文句を言わなかった。

　シンが見たら、体調が悪いのかと疑うところである。

　それには理由があった。

　高等学院に通う兄が初等学院生の妹といつも遊んでいるというのはあまり一般的ではない。

　だが、メイは王族である。

　クラスメイトには高位貴族が多いので、教室内ではあまり孤独を感じることはない。

　しかし、メイも他のクラスメイトもそうだが、王族や高位貴族はその身を狙われることも多い。

　友達同士でどこかで遊ぶ……ということは現実的ではない。

　結果、一緒に遊ぶのは家族のみということがほとんどである。

　ところが、メイの兄はアールスハイドの王太子であり、アルティメット・マジシャンズである。

　暇な時間などそうはなく、メイはあまり構ってもらえない。

　意地悪されることも多い兄だが、それでも一緒にいると嬉しい。

　自身もそういった孤独を感じていたことがあるため、アウグストとしてもあまり強く出ることができない。

　なので、エリザベートとメイのわがままに渋々付き合っているのである。

「オーグ様、これなんてどうでしょうか？」

「ん？　ああ、似合うんじゃないか？」

「むー、宝石は分かんないです！」

　ショーケースの中のイヤリングを指差し、アウグストに意見を求めるエリザベートだが、メイはまだ王族とはいえ初等学院生である。

　宝石の良し悪しなど分かるはずもなく、退屈そうである。

　今回は義ぎ姉しであるエリザベートが入りたいと言ったので付いてきただけなのだ。

「エリー姉様、他のお店に行きたいです」

「そうね……じゃあ、お洋服を見に行きましょうか」

「はい！　可愛いお洋服見たいです！」

　また他の店に行くのかと、ゲンナリするアウグスト。

　そして、まず入るお店の選定から始まり、ようやく店に入ったかと思えばエリザベートとメイから服に対しての意見を求められる。

　あちこち連れまわされ、疲れ果てていたアウグストは……。

「オーグ様、これなんていかがです？」

「ああ……いいんじゃないか？」












「お兄様！　これも可愛いです！」

「ああ……いいんじゃないか？」

「こっちとこっちでは、どちらがよろしいですか？」

「ああ……いいんじゃないか？」

「……お兄様。このあと、お兄様の奢りでパフェが食べたいです！」

「ああ……いいんじゃないか？」

「メイ、あなたさっきクレープを食べていたでしょう？　太りますよ」

「ああ……いいんじゃないか？」

「お兄様非道いです！」

　壊れたスピーカーのように同じ言葉を繰り返していた。





　　　　　◆






　フレーゲルの街を散策して数時間。

　プレゼントも含めて新しい魔道具のアイデアもいくつか思い付いたし、そろそろ合流するかと無線通信機で連絡を取り合い合流した。

　まずはじめに現れたのはシシリーとマリアだ。

「どう？　楽しかった？」

「お買い物は楽しかったんですけど……」

　そう言うシシリーはちょっと苦笑気味だ。

「ナンパされたわ」

　シシリーの言葉を引き継いだのはマリアだ。

「シシリー、ナンパされたの？　大丈夫だったか？　変なことされてないか？」

　くそう、やっぱりナンパされたか。

　シシリーもマリアも、そこらの男には負けないほどの力を身につけているので、多少強引なナンパにも対処できると思って二人で行かせたんだけど、覚悟していたとはいえ腹が立つし何かされてないか心配になる。

「いえ、特に何もされてないんですけど、マリアが……」

　この流れはなんとなく読めた。

「なんだ、またやったのかマリア」

「またって何よ、またって！」

　男性との出会いに飢えているマリアだが、ナンパで近寄ってくる男には興味がないらしい。

　鬱うつ陶とうしいし、強引な手段に出られるとイラッとくるらしい。

　その結果、ナンパしてくる男は、大抵物理的にマリアに追い返される。

「今日は手を出してないわよ！　……ちょっとお話ししただけで」

　今までの実績があるので、そのお話の内容も怖いな。

「っていうか、シンの代わりにシシリーを守ってあげたんだから、むしろ感謝して欲しいんだけど？」

「そうだな。ありがと、マリア」

「どういたしまして」

「それで、買い物はできたのか？」

「そうそう、見てよこのバッグ！　王都未発表の新作よ！」

　トラブルはあったものの、無事に買い物を済ませたようだ。

　って。

「いや、それ自分の買い物じゃん。マークとかへのプレゼントは？」

「ちゃんと買ってあるわよ。それが終わったから自分の買い物したの」

「そうだったのか」

「そういうシンは？　何か買ったの？」

「いや。プレゼントは元々自分で作るつもりだから、今日はヒントを見つけに行った感じかな」

「ふーん。で？　ヒント見つかった？」

「おう。期待してくれていいよ、二人とも」

　今回思いついたアイデアは、特に女子には嬉しいものだろう。

　プレゼントを渡す当日が楽しみだ。

「へえ、シンがそこまで言うなんて楽しみね」

「私も楽しみにしてます」

　マリアもシシリーも、俺からのプレゼントを楽しみにしてくれているみたいで良かった。

「私もちゃんとプレゼント買いましたから、楽しみにしてて下さいね」

「それは楽しみだ」

　二人とそんな話をしていると、姿を見せたのはオーグたちだ。

　思う存分買い物を満喫したのだろう、満足そうなエリーとメイちゃんに比べて後ろから付いてくるオーグの憔しよう悴すいぶりが非道い。

「お、おい、オーグ。大丈夫か？」

「……ああ、いいんじゃないか？」

　……ヤバい、ちょっと壊れかけてる。

「まあいいか。オーグは置いといて、皆楽しんだみたいだね」

「おい……」

「はい！　楽しかったです！」

　何か言いかけたオーグの言葉を遮り、メイちゃんが本当に楽しそうに答えた。

「私もメイも、思う存分アウグスト様とのデートを満まん喫きつしましたわ」

　エリーも、普段できないことができて満足そうだ。

「良かったねメイちゃん。エリーも、オーグとデートしたのって、前に各国を回った時以来じゃない？」

「アウグスト様が一緒なら問題ないとは思うのですが、中々許可が下りないんですわ」

　そりゃそうだろう。

　なんせ公爵令嬢だ。

　普通に街歩きをしたいと言われても許可なんかできないだろう。

　オーグも王太子だし。

「おい」

「シン殿ぉっ!!」

　またオーグが何かを言いかけたところで、今度は走ってきたトールによって言葉は遮られた。

「よおトール、おかえ……」

「シン殿！　今回は何を思いついたのですか!?　教えてください！　さあ、早く!!」

　次に帰ってきたトールが、もの凄い剣けん幕まくで捲し立ててきた。

　ちょっと必死すぎない？

「っていうか、誕生日まで言える訳ないじゃん。内緒だよ内緒」

「そ、そんな……」

「心配しなくたって、既存の商会を潰すことなんてしないから安心しろって」

「……本当でしょうか？」

「本当だって。そもそも今日は既存の商品と被らないようにリサーチしに来たんだからさ」

　現に思いついたプレゼントは、商会から仕事を奪うものではない。

　そう伝えたのだが、トールの目はそれを信用してない目だ。

「大丈夫だって」

「……信じますよ？」

「だから信じろって言って……」

「いい加減にしろお前らあ！」

　わ！　オーグを無視してたらキレやがった！

「大体シン！　お前が裏切るからこんなことに！」

「失礼ですわアウグスト様。私とデートするのは罰ゲームかなにかですの？」

「い、いや。そういう訳では……」

　女子二人との買い物は大変だったと思うけど、それを本人の前で言っちゃ駄目だよ。

　さすがのエリーも頰を膨らまして怒ってる。

「シンさん。遠慮して下さって感謝致しますわ。お蔭でアウグスト様とのデートを堪能しました」

「私、初めてお兄様と街歩きしました！　楽しかったです！」

　満足したのはエリーだけでなく、メイちゃんも同じだったようだ。

　王族兄妹だもんな。

　むしろ今までに二人で街で遊んだことがあったら驚きだわ。

「そっか。良かったなメイちゃん」

「えへへへ」

　オーグと一緒に買い物をして満足そうなメイちゃんの頭を撫でると、嬉しそうな顔で、ほにゃっと笑った。

　癒いやされるわぁ。

「という訳で、これからも婚約者と妹に付き合ってあげるんだな」

「エリーはともかくメイもか……」

「お兄様非道いです！」

　オーグとメイちゃんのやり取りを見ながら皆で笑っていると、笑っていない人がいた。

「ト、トールちゃん。で、殿下を無視して大丈夫なの？」

「え？　ああ、大丈夫ですよ。割と日常的なことですし」

「これが日常？」

　トールの婚約者のカレンさんは、オーグをないがしろにして俺と話をしていたトールが信じられないらしい。

　そうか。オーグって王太子だったわ。

　やがてユリウスとサラさん、トニーとリリアさんも帰ってきた。

「ただいま戻ったで御座る」

「ただいまあ。あれ？　なんか殿下グッタリしてませんかあ？」

「フレイドか……私はお前を尊敬するよ」

　オーグがなぜかトニーをまぶしそうに見ている。

　今日は相当疲れたのだろう、普段見せない姿を色々と見せている。

　一瞬何を言われたのか分からない様子のトニーだったが、オーグの姿を見て納得したらしい。

「そういうことですか。駄目ですよ殿下。女性の前でそんな態度とっちゃあ」

「アルティメット・マジシャンズ次席の殿下にも弱点があったで御座るな」

「むう……」

　珍しくトニーがオーグを諭し、ユリウスが茶ちや化かしていると、トニーの腕を強引に引っ張っていく者がいた。

　トニーの彼女のリリアさんである。

「ト、トトト、トニー君！　殿下にあんなこと言っちゃ駄目じゃない！　手打ちになっちゃうよ！」

「ええ？　大丈夫だよ」

「ホントに!?」

「あんなので手打ちになってたら、シンなんて今頃小こ間ま切ぎれだよ？」

「そ、そうなんだ……」

　そういう諭し方はどうかと思うぞトニー。

　リリアさんはテンパってトニーをオーグから引き離したけど、サラさんも十分驚いていた。

　そりゃ、自分の婚約者が主君に馴なれ馴れしい態度を取っていたら、武家の奥方は驚愕するよな。

「カレンさん、サラさん、リリアさん。驚いたかもしれないけど、これが俺たちの普通だから今のうちに慣れておいてね。長い付き合いになるんだし」

　今後のことも含めて、新規参入の三人にお願いをしておいた。

「そ、そうね。分かったわウォルフォード君」

「かしこまりましたウォルフォード殿」

「な、慣れられませーん！」

　カレンさんとサラさんはすぐに了承してくれたけど、リリアさんにだけは拒否された。

　まあ、そのうち慣れるか。

　マークとオリビアは特に騒ぎもなく合流。

　やっぱりこの二人は、お付き合いの日数が俺たちより長いので、すでに落ち着いている雰囲気がある。

　買い物中も特にトラブルなどなかったらしい。

　街に出たらなにかと騒ぎになる俺たちとは大違いだな。

　そんな密かに目標にしている二人が合流し、後はあの三人組だ。

　ユーリはともかく、アリスとリンは自分から率先して騒ぎを起こしていく。

　変なトラブルを起こしていませんように。

　そう願っていると、三人が合流場所に現れた。

　その姿を見て、俺だけでなく周りの皆も唖あ然ぜんとした。

「アリスおねえちゃんたち可愛いです！」

　メイちゃんは、ケモミミ付きのロングパーカーを着て現れた三人の姿を見て、素直に可愛いという感想を口にした。

　いや、確かに可愛いよ？

　イヌミミ付きのフードを被ったアリスは、犬っぽいアリスにピッタリだし、ネコミミ付きのフードを被ったリンもよく似合ってる。

　俺たちが唖然としたのは、その後ろだ。

　ユーリはなぜウサギなんだ？

　いや、ウサミミがついたパーカーは可愛いけども。

　そんなことより、大変なのはその下だ。

　ロングパーカーの裾が膝下まできているアリスとリンは問題ない。

　だが、ユーリのパーカーは膝上十五センチくらいまでしか届いてない。

　なおかつ、前面のファスナーが上がりきらなかったのか、胸の上の方は丸見えだ。

　え？　この格好で街を回ってたの？

「……シン君」

「はっ!?」

　底冷えするシシリーの声でハッと我に返る。

　やべ、ガン見してた。

「うふふ。ちょっと見すぎじゃないですか？」

「い、いや！　あ、あの格好で街を回ってたんだとしたら、問題は起きなかったのかって心配になって！」

　あああ、我ながら言い訳にしか聞こえない！

「どぉしたの皆？　やっぱりこれ変？」

「変じゃない！　変じゃないから胸元を引っ張んな！」

　これ以上は本気でマズイ。

　自分では似合ってなくて変だと思っているらしいが、大変よく似合っておりますし、なによりエロいのでございますよ！

　笑顔のまま脇腹をつねるシシリーが怖いんですけど……。

　そんなハプニングがあったもんだから、俺は一番大事なことを聞くのを忘れていた。

　アリスとリンが、一体なにを買ったのかを……。
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　最後に思わぬハプニングはあったが、皆が概おおむね満足したフレーゲルの街での買い物は終了した。

　皆はあの街でプレゼントを購入したようだけど、俺はこれから制作する。

　あそこにはヒントを貰もらいにいっただけだからな。

　王都に帰還して数日後、マークの誕生日に、俺が作った工具をプレゼントした。

　その工具は、なんていうの？

　ペン位の大きさの物の先端に、交換式のアタッチメントが取り付けられるようになってる。

　それが回転することで穴を開けたり削けずったり研けん磨ましたりできるようにしたものだ。

　簡単に実演してみせたところ、色んな加工がしやすくなると、マークは大いに喜んでくれた。

　愛あい想そ笑わらいじゃなくて、心底嬉しそうだった。

　友人のこういう顔を見るのはいいもんだな。

　そして、その工具を作ってくれたのは、ビーン工房の職人さんだ。

　製作をお願いした職人さんから「自分用に作ってもいいか？」と聞かれたので許可したら、工房内にいた職人さんのほとんどが同じ工具を作り出した。

　やっぱ新しい工具って、職人さんにとってはテンションの上がる要素だね。

　これで仕事の効率が上がるとか、もっと凝こった物が作れるとか、職人さんたちのイマジネーションを大分刺激したみたいだ。

　そして、シシリーとマリア用のプレゼントも作成を依頼する。

　職人さん曰いわく、今までにもあったものだけど、こういう形状で作るという発想はなかったらしい。

　皆さん非常に興味を持たれたようで、デザインなども含めて複数人で作成することになった。

　ようやく完成した時、親父さんが「コレ、絶対売れるぜ！」と早速販売しようとしたが、初めは二人のプレゼントとしたかったので、それまで待ってもらった。

　誕生日パーティーが終わるまでにある程度の在庫を作っておく！　とかなり意気込んでいたので、もう販売待ったなしだ。

　それにしても、電化製品の代わりになるような魔道具はあるのに、それ以上発展していないとか。

　ばあちゃんの言うように、魔道具界って閉へい塞そく気ぎ味みというか、頭打ち状態なのかもしれないな。

　ディスおじさんは、魔ま石せきの採掘条件を発表するから魔道具界にも進展があるだろうって言ってたけど……。

　どうなんだろう？

　と、先日の買い物から全く学院生活の話が出てこないが、実は今学院は休校中だ。

　今回の作戦に動員された学生はもう戻ってきているけど、再開は年明けになるらしい。

　戦場を体験した学生たちに死者はいなかったが、精神的に負担が大きかったとの判断でしばらく休みになった。

　時期的に冬とう季き休きゆう暇かがすぐに来るので、キリのいいところで年明けから再開になる。

　なので、その間暇な俺たちは、各々別行動を取っていた。

　シシリーは相変わらず俺んちに来たり、実家で両親に孝行したりとあんまり戦闘とは関係ないことをしてるし。

　マリアはミランダとよく一緒に魔物狩りに行ってる。

　本当に仲がいいらしい。

　その他のメンバーの動向は、実はあんまりよく知らない。

　皆にもプライバシーはあるし、それを一いち々いち詮せん索さくする訳にもいかないし。

　ただ荒野に行けば、大抵何人かは魔法の練習をしに来てたけどね。

　俺は、工房に入り浸ることが多くなった。

　フレーゲルの街で馬車を見て思いついたことを親父さんに相談し、部品だけなら問題ないんじゃないか？　との判断を頂いたので、その開発をしていたのだ。

　一部パーツのみの作成と販売なら、既存の業者の仕事を奪うこともない。

　ばあちゃんには「よく思いつくもんだ」と呆あきれられたが、それを開発すること自体に問題はないとお墨付きを貰ったので、嬉き々きとして工房に入り浸っていたのだ。

「色々と開発するのもいいけどねえ。ちゃんとシシリーの相手もしてやりなよ？」

「え？　してるよ？」

「はい。時々デートに連れて行ってもらってます」

　工房に入り浸っているので、シシリーを放置しているんじゃないかと心配したばあちゃんから小言を貰ったけど、シシリーを放置するとかありえないし。

　家にいる時は、存分にイチャイチャしてるし、時々顔が割れていない王都以外の街にデートに行ったりしている。

　こないだの買い物の時は俺一人だったから、今度はシシリーとデートしたいなと思ってもう一度フレーゲルの街に行ったりもした。

　その時、俺の顔を見た男性が悲鳴を上げて逃げて行くという事例が発生している。

　俺は面識なかったけど、シシリーが苦笑していたので、前の散策の時にマリアに脅された人なんだろうと推測した。

　っていうか、俺の顔見て逃げ出すとか。

　マリアは一体なにをしたんだ？

　そんなここ最近の出来事を思い返していると、ばあちゃんが意外そうに言う。

「いつの間に……」

「っていうか。最近、ばあちゃん温泉に行ってる時間長くない？　しょっちゅう家にいないじゃん」

　なんか、爺さんもばあちゃんも最近家にいないことが多い。

　どこに行ってたのか聞くと、ほぼ温泉だ。

　ふやけるよ？

「まあ、ちゃんと相手してるんならいいさね」

　なんか、話を逸そらされた気がするな。

　二人の行動をとやかく言うつもりはないし、工房に入り浸ることに何も言われないならこれでいいか。

　そんな休日を過ごすうちに、ついに俺たちの誕生日が来た。
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　ウォルフォード家には大勢の人間が入れる大きなホールがあるのだが、そこに立食形式の会場が作られている。

　自分の家なのに、こんな豪ごう勢せいなパーティーの準備をしてるとか知らなかった。

　というか、このホール自体使ってんの初めて見た。

　なんでこんなに豪勢なの？

「ウォルフォード家が開くパーティーです。貧ひん相そうなものなど開ける訳がございません」

　と、メイド長のマリーカさんを始め、使用人さんたちにそう言われてしまった。

　いやウォルフォード家、平民の家ですが……。

　そんな豪華な会場を眺めていると、本日の主役二人が家族と共に現れた。

「わ。何コレ？」

「凄いです」

　マリアも、予想外に豪華なパーティー会場に驚いており、この家にしょっちゅう出入りしているシシリーも、こんな用意がされていることを知らなかった様子だ。

「シシリーも知らなかったんだ」

「はい。皆さん、こんな準備をしてるなんて言ってませんでしたから」

「若奥様は今回のパーティーの主役。ならば当日に驚いて頂こうと内緒にしておりました」

「マリーカさん……ありがとうございます。驚きました」

　嬉しそうなシシリーと、喜んでもらえたことを喜ぶ使用人さんたち。

　本当にいい関係を築いているなあ。

　それはそうと、早めに来た二人は着替えに行かないと。

　身内だけのパーティーだけど、主役が普段着では格好が付かないというので、女子二人はそれなりに着飾る予定なのだ。

　俺はテーラードジャケットにネクタイを締める程度なので、もう着替えは済んでいる。

「じゃあ、シン君。また後で」

「あ、そうだ。髪、セットしないで来てね」

「え？　なんでよ？」

　着替えに向かうシシリーに髪はセットしないで欲しいと告げると、マリアから当然のように疑問がでた。

　気持ちは分かるけど、今は明かせない。

「なんでも。後で理由は説明するから」

「はあ、分かりました。マリア行こう」

「もう。ちゃんと後で理由教えてよ？」

　そうして、二人連れ立って着替えの為の部屋に行った。

　こうして見ると、本当に仲がいいんだな、あの二人。

　生まれた時からの幼おさな馴な染じみだし、姉妹と言ってもいいんじゃないかな。

　そんな二人へのプレゼントだから、どっちかに偏かたよったものにはしたくなかった。

　今回用意したものは二人……というか、親父さんの話では、女子には多分受けると言われている。

　それをお披ひ露ろ目めするために、髪をセットしないでと言ったのだ。

　ちなみに、プレゼントを渡した後すぐに実演できるように、マリーカさんには前もってサンプルを渡しており、メイドさんを相手にこっそり練習してもらっている。

　美容師でもないのに、女の子の髪は触れないもの。

「それは、私たちにも教えてもらえないのかな？」

「アラ。悲しいわあ」

「勘弁して下さい、セシルさん、アイリーンさん。喋っちゃったら驚いてもらえないじゃないですか」

　一緒に来ていたセシルさんとアイリーンさんも、髪をセットしないでという意味を探ってくるが、サプライズなんだから話しちゃったら意味ないじゃん。

「フフ。分かってるよ」

「ちょっと聞いてみただけよ」

「随分と親し気なのだな」

「娘の旦だん那なさんだものね、羨うらやましいわ。本当にウチの子たちは……誰が最初に連れて来てくれるのかしら……」

　セシルさんとアイリーンさんに羨まし気な声をかけたのは、マリアの父親であるアドルフさんと母親であるマルティナさんだ。

　二人とも、俺と気軽なやり取りをするクロード夫妻のことを羨ましそうにしている。

「まあ、ウチも最初に相手を連れてきたのは末の娘のシシリーだからね。上の子たちは何をやってるのか……」

「悩みは同じか……」

　あ、父親二人が揃って溜め息を吐いてる。

　でも、両家とも男子より女子の方が多いのに、娘が嫁に行くことは父親的にはいいのだろうか？

　……もうそんなことを言っている場合じゃないのかもしれないな。

　この世界は結婚が早いし、そろそろ行き遅れそうなのだろうか……恐ろしいから聞かないけど。

　クロード家、メッシーナ家の家長である二人を見ていると、ばあちゃんから声がかかった。

「ちょっと招待してる客を迎えに行ってくるから、先に始めてていいよ」

「え？　誰か呼んでるの？」

「ああ。シンの誕生日パーティーをするって教えたら是ぜ非ひ来たいって言ってねえ。済まないが祝わせてやってくれるかい？」

「そりゃ構わないけど。誰？」

「ほっほ。それは会ってからのお楽しみじゃ」

　爺さんはそう言って教えてくれなかった。

　二人が招待したい客？　誰だ？

　マリーカさんやスティーブさんたちに視線を向けると、自分たちも知らないというように首を振った。

　まあ、あの二人が連れてくるんだから変な人ではないだろうけど。

　気になるな……。

　と、そんなことを気にしていると、続々と人が集まってきた。

　と言っても、基本はチームのメンバーと、関わりのある家族だけ。

　王族は一家総出で来やがった。

「誕生日おめでとうシン君。ところで、マーリン殿とメリダ師はどうしたんだい？」

「あ。なんか招待した人がいるとかで、どっか行った」

「ふむ。招待客か……」

　その言葉にディスおじさんはピンと来たようだ。

「なに？　知ってるの？　ディスおじさん」

「いや。ひょっとして、という程度だね。確証はないよ」

「ふーん」

　ディスおじさんも知ってる人か。本当に誰なんだろう？

「え？　導師様、いらっしゃらないんですか？」

　残念そうな声を出したのはトニーの彼女であるリリアさんだ。

「あのねリリア。これ、シンたちの誕生日パーティーだからね？」

「分かってる！　分かってるけどお……」

　リリアさんはばあちゃんを尊敬している。

　崇あがめていると言っても過言ではない。

　そんな憧あこがれの人物に会えると思って、緊張しながら家に来たら不在でした。

　そりゃ肩透かしもいいとこだよな。

「ごめんなリリアさん。すぐに戻ってくると思うから。それまで待っててくれるか？」

「あ！　ご、ごめんなさい！　あ、あの、お誕生日おめでとうございます」

「ありがと」

　俺が声をかけると、すぐに我に返ってお祝いの言葉を言ってくれた。

　中等学院時代は学級委員長をしていたそうだから、基本的には真面目で良い人なのだろう。

　ばあちゃんが関わった時に壊れるだけで……。

　さて、ほぼ身内だけとはいえ結構な人数が集まってきたな。

　そう思って招待客を見ていると、久し振りに見る顔がいた。

「あれ？　ミランダさん？」

「あ。こんにちはウォルフォード君」

「どうし……ああ、そうか。マリアの招待か」

「うん。マリアとは最近仲良くさせてもらってるから」

「そうみたいだね。なんか、ジェットブーツもかなり使いこなしてるとか？」

「そ、そんなことは……」

　なんかモジモジしだしたな。

「……マリアから教わった、元はウォルフォード君の技だったのに私が開発したみたいになっちゃって……」

「ん？　なんのこと？」

「ジャンプ突き」

「ああ」

　あんなの、遊びの延長だったからなあ。

　それよりも、よくあんな技を実戦で使おうと思ったもんだ。

「別にいいけど、あれ危なくない？　良かったらバイブレーションソード使ってみる？」

「え？　それって、合同訓練の時にウォルフォード君が使ってた剣？」

「そう」

「つ、使いたい！　あ、でも高いんじゃ……」

　ああ、そうか。ジェットブーツもエクスチェンジソードも自分で買ったってマリアが言ってたな。

「いいよ、元々売り物じゃないんだし。マリアの友達だし、あげるよ」

「ほ、本当に!?」

　うお。目の輝きが半端じゃない。

　やっぱり剣士だけあって、新しい武器には目がないのかな。

「あまり、アレに頼り切りになるのは感心しませんけどね……」

「また言ってんのかよ、お前」

　今日はディスおじさんの護衛ではなく、純粋に招待客としてウチに来ているクリスねーちゃんからミランダに声がかかった。

　そのクリスねーちゃんの言葉に呆れたような声をあげたのはジークにーちゃんだ。

　クリスねーちゃんとジークにーちゃんは学生の引率だったからな。

　学生が帰還したのと同時に、一緒に戻ってきてた。

「また言ってるってどういうこと？」

　ジークにーちゃんの言葉が引っ掛かった俺は、どういう意味なのか尋たずねた。

「いやコイツさ、騎士団の剣をバイブレーションソードにしたらっていう俺の意見を、今と同じこと言って了承しないんだよ」

　ジェットブーツは採用したのにな、とジークにーちゃんはいつもの喧けん嘩かというよりはなぜそこまで拒否するのか不思議だといった風だった。

　確かに、ジェットブーツは騎士団、魔法師団両方に採用された。

　けど、バイブレーションソードの受注はなかったんだよな。

「クリスねーちゃん、なんで？」

　純粋に疑問に思ったので本人に直接聞いてみた。

　すると。

「アレの切れ味は、他の剣とは一線を画かくすものです。正直、アレに慣れてしまうと剣けん技ぎが疎おろそかになる気がしてしょうがありません」

　ああ、そうか。

　バイブレーションソードは物を『斬る』のに特別な技術はいらない。

　とにかく当てさえすればいいのだ。

　今まで必死に身につけてきた剣技が無駄になってしまう。

　クリスねーちゃんはそれを危き惧ぐしているんだろう。

「そ、そうなんですか……」

　あ。クリスねーちゃんの意見を聞いてミランダがバイブレーションソードを諦めようとしてる。

　そんなションボリしたミランダに同情したのか、クリスねーちゃんがさらに言葉を続けた。

「……しかしまあ、若いうちから使い慣れていれば、有効な使い方も見出せるかもしれませんね」

「で、では」

「シンがくれると言っているなら貰っておくといいでしょう。ただし、その剣の切れ味に依存して剣の修行を怠らないように」

「はい！」

　クリスねーちゃんにバイブレーションソードを使うことを許されたミランダは実に嬉しそうだ。

　その一連の流れを見ていたジークにーちゃんから、ある指摘が入る。

「なんだよ。結局許可すんなら、最初っから否定なんてすんなよな」

　まあ、結果的にはそうなってるよな。

「別に否定するわけではありませんよ！　いかに良く切れる剣でも、当たらなければ全く意味がないのだから、剣技を疎かにするなと言いたかったのです！」

　ジークにーちゃんに指摘されたのがよほど悔しいのだろう。

　ムキになって怒ど鳴なった。

「シンだってミッシェル様の、それは厳しい稽けい古こを耐え抜いてきたのですよ？」

「け、剣聖様の稽古！　羨ましい！」

「そんなにいいもんじゃないって……」

「あれは……見てるだけの俺でもしんどかったわ」

　ミランダは羨ましがってるけどね。

　ジークにーちゃんの言う通り、あれは地獄だった……。

「そうだな。そんなに特別なことではないな」

「あ、ミッシェルさん……」

　いつの間にか俺の後ろに来ていたミッシェルさんが、俺の肩に手を置きながら話しかけてきた。

　シシリーとの婚約パーティー以来久し振りに会ったというのに、この剣の師匠はとんでもないことを言いやがった。

「シンが王都に来てからすっかりご無ぶ沙さ汰ただからな。久し振りに稽古をつけてやろう」

「いえ、結構です！」

　全力でお断りします！

「はっは。遠慮するな」

「違う!?」

　この脳筋、なんとかしてくれ！

「いいなあ……」

　なんとかミッシェルさんの地獄のシゴキから逃れる方策を思案していると、ミランダのそんな声が聞こえてきた。

　なんという福ふく音いん！

「ミ、ミッシェルさん！　彼女、騎士学院の生徒で、今回の作戦でも大活躍したミランダさん！」

「ほう。君がミランダ＝ウォーレスさんかい？」

「わ！　私の名前をご存知なのですか!?」

「うむ。この度の作戦で、非常に有効な攻撃を編み出した女生徒がいると評判でな。一度会いたいと思っていたのだ」

「か、感激です!!」

「ほ、ほら、どうかな？　彼女、将来有望な騎士候補なんだし、彼女に稽古をつけてあげるってのは？」

「ふむ。それもいいか」

「ほ、本当ですか!?」

　やった！

　ミッシェルさんの興味の矛ほこ先さきをミランダに挿すげ替かえることができた！

　ホッと息を吐いていると、クリスねーちゃんがジト目で、ジークにーちゃんが戦慄した目で俺を見てきた。

「……友達を売るような真似をして……」

「お前……鬼か？」

「い、いや！　ミランダ超嬉しそうじゃん！」

「今のうちだけですよ。まったくこの子は……」

　そんなやり取りをしているうちに、シシリーとマリアの支し度たくも出来たみたいで、二人揃ってホールに入ってきた。

　ホールにやって来た二人は、シシリーが青いドレス、マリアが赤いドレスを身に纏まとい、本当に姉妹のようだった。

「マリア……随分似合っているな……」

「あ。来てくれたんだ、ミランダ」

「うん。けど、いいなあ。アタシはそういうのは似合わないから」

「そんなことないよ。ミランダだって……腕と肩周りを隠せばなんとか……」

「やっぱり似合わないんじゃないか！」

　へえ。こんな冗談が言えるなんて、意外なほど仲良くなってるみたいだな。

　マリアの意外な交友関係に驚いていると、シシリーにクイッと袖そでを引っ張られた。

　上目遣いで、モジモジしながら。

「あ、あの。シン君、どうですか？」

　似合っているかどうか不安だったんだろう。

　そんなの、答えは一つしかない。

「凄く似合ってる。可愛いよ」

「あ、ありがとうございます！」

　ホッとしたような顔をした後、満面の笑みを浮かべるシシリー。

　そのドレスでその表情は反則だ。

「シシリーは何を着ても似合うなあ。似合わない服なんてないんじゃないか？」

「そ、そんなことないですよ。シン君こそ、何着ても格好いいです」

「そ、そうか？」

「はい！」

「ありがと、シシリー」

「シン君……」

「私も主役！　二人だけの世界に入って行くな!!」

　はっ!?

　危ない。

　ミランダとの挨拶を終えたマリアが突っ込んでこなかったら、二人の世界に入り込んでしまうところだった。

「まったくもう！　これじゃあ、私がオマケみたいじゃないのよ！」

「ご、ごめんね、マリア……」

「お、おまけだなんて、そんなこと思ってないぞ？」

「どうだか……」

　ううむ、マズい。

　主役の一人がへそを曲げてしまったぞ。

「ホ、ホラ！　マリア！　さっき決めたみたいに！」

「……もう、しょうがないわね」

　そう言うと、シシリーとマリアの二人が俺の左右に来て、二人で腕を組んできた。

「お、おい」

「いいじゃない今日くらい。本当に私だけ一人にするつもり？」

「さっき二人で話し合って、こうしようって決めてたんです。でも……今日だけですからね？」

　二人で事前に決めていたらしいやり取りだが、それでも今日だけと釘を刺してくるシシリー。

　上目遣いで、キュッと腕に力を入れられたら何も言えなくなった。

　柔ら……。

「……だから！　私を忘れてんじゃないわよ」

「いっ！」

　反対の腕を組んでるマリアが腕を抓つねりやがった。

　痛くて感触を忘れちゃったじゃないか。

「オホン！　シン君、そろそろ始めていいかい？」

「あ。ゴメン。いいよ」

　招待客も揃ったし、ばあちゃんは先に始めてしまっていいと言っていたので、ディスおじさんが音頭を取って始めようとする。

　丁ちよう度どその時。

「ああ。間に合ったかい」

「ほっほ。いいタイミングじゃったのう」

　爺さんのゲートが開き、ばあちゃんと爺さんが出てきた。

「丁度始めようかと思っていたところです。ところで、招待した客とはもしや……」

「ディセウムにはバレたかい。まあ、他の皆には驚いてもらおうかね」

　ばあちゃんはそう言うと、ゲートの向こうに向かって「おいで！」と声をかけた。

　すると、ゲートの向こうから現れた人物を見て……。

『は？』

　皆の目が点になる。

　それはそうだ。

　なんせ現れたのは……。

「フフ。ウォルフォード君とアルティメット・マジシャンズの皆さんはお久しぶりね」

「俺は初めましてやな」

　……なんで？

　ゲートから姿を見せたのは、イースのエカテリーナ教きよう皇こうとエルスのアーロン大だい統とう領りようという、この世界で三大大国と呼ばれている国の国こつ家か元げん首しゆ二人。

　紛まぎれもない、世界のトップだ。

　そんな二人が、爺さんの開いたゲートから何気ない感じで姿を見せた。

「やっぱり二人だったか」

「あら、バレてましたの？」

「まあ、ひょっとして、という程度だがな」

「はは、さすがやな」

　ちょっと待て。

　心当たりがあるとは聞いていたけど、何でディスおじさんにはこの面メン子ツが予測できるんだ？

　そんなヒントあったか？

　俺はそんなことを考えていたのだが、集まった皆はしばらく茫ぼう然ぜんとした後、ハッと我に返ると一斉に両りよう膝ひざをついて手を組み、頭を垂たれた。

　この場にいる皆のほとんどは創そう神しん教きよう徒と。












　その宗教の教皇が現れたらこうなるのは当然か。

　跪ひざまずいていないのは、俺と、二人を連れてきた爺さんとばあちゃん。それにディスおじさんとアーロン大統領だけだ。

「あら、ダメよ。今日は誕生日パーティーで、主役はこの三人でしょ？　だから皆さん立ち上がってくださいな」

　跪いている皆にエカテリーナ教皇さんはそう言った。

　はっ。そうだった。

　これ、俺たちの誕生日パーティーだった。

　あまりの衝撃で忘れかけてたわ。

「せっかくの誕生日パーティーを私たちのせいで台無しにしてしまっては心苦しいわ。私たちは一参加者。そう扱って下さいな」

「フム。それでは気を取り直して、パーティーを始めるとしようか。皆立ち上がってグラスを持て」

　ディスおじさんが未だに跪いている皆に立ち上がるように促し、パーティーを始めようと言った。

　いや……エカテリーナ教皇さん本人の言葉とはいえ、よくすんなり聞き入れるな、ディスおじさん。

　皆もその態度に違和感を覚えているらしいが、相手は自国の国王だ。

　深く詮索することもできず、言われるがままに立ち上がり、グラスを掲げた。

「それでは、救国……いや、救世の英雄とまでなったシン君とその婚約者であるシシリーさん。そして二人の親友であるマリアさんの誕生日を祝して……乾杯！」

『か、乾杯！』

　戸惑いながらではあるが乾杯し、パーティーが始まった。

　一番最初に俺たちに声をかけてくれたのは、エカテリーナ教皇さんだった。

「お誕生日おめでとう、シン君、シシリーさん、マリアさん」

「はぁ、ありがとうございます」

「あ、ありがとうございます！」

「ありがとうございます！　きょ、教皇猊げい下かが私の名前を……」

　シシリーとマリアは自身の信仰する宗教のトップが、わざわざ自分の誕生日にお祝いに来てくれたことに感激しているが、教皇さんと大統領がなんでここにいるのかイマイチ納得しきれない俺は曖あい昧まいな返事をしてしまった。

　本当になんでよ？

「おめでとうさん。こうやって話すんのは初めてやな」

「は、はぁ。そうですね……あの、本当になんでここに？」

「ちょっと事情があるのだけれど、それは後にしましょう。まずは本題である誕生日パーティーを楽しまなくちゃね」

　エカテリーナ教皇さんは、そう言ってウインクするとアーロン大統領とディスおじさんと一緒に爺さんとばあちゃんのところに行ってしまった。

　ひとまず、この世界のトップ三人が俺たちの側を離れたことで、集まっている皆が俺たちのところに来られるようになった。

「おめでとう三人とも。それよりもシン。これは一体どういうことだ？」

「ありがと。っていうか知らないよ。俺も絶賛混乱中だ」

「マーリン殿とメリダ殿の威い光こうは、他国の国家元首すらも動かすのか……」

　オーグが問い質してくるけど、俺にも何が何だか分からない。

　明らかに爺さんとばあちゃんが連れてきたしな。

　何か理由があるんだろうけど、それが分からないんだよ。

　ひょっとして、最近家を空けることが多かったのは、温泉に行っていたのではなく、二人に会いに行っていたのではないだろうか？

「おめでとうシン君、シシリー、マリアちゃん。それにしても……娘の誕生日に教皇猊下がお見えになるとはな……」

「本当に、セシリアやシルビアが聞いたら残念がるでしょうね」

「それって、私だけ参加していたら後から文句言われませんか？」

　セシルさんは感慨深そうにつぶやき、アイリーンさんは作戦行動中で帰還することができなかったセシリアお義ね姉えさんやシルビアお義姉さんが羨ましがるだろうと言う。

　そして、その言葉に、シシリーの兄でウォルフォード商会の専務でもあるロイスさんが戦せん々せん恐きよう々きようとしている。

　どんだけ妹が怖いんだ……。

　その後も、次々と祝いの言葉を頂き、いよいよプレゼントを頂ける段になった。

　マリアには、お洒落しやれ小物系のプレゼントが多く、俺も似たようなものだった。

　というか、一般人が思いもよらない物を自分で作ってしまうから、俺のプレゼントを選ぶのが一番困ったと口々に言われてしまった。

　そう言われても……皆から貰った物ならなんでも嬉しいんだけど、贈る側からするとそうはいかないらしい。

　そしてシシリーなのだが……なぜか皆、ベビー用品をプレゼントに選んで贈るケースが相次いだ。

　皆から次々に贈られるベビー服や、玩具など、あまりにも先走ったプレゼントにシシリーの顔はもう真っ赤っかだ。

「あぅあぅ……」

「ちょっと！　皆、先走り過ぎだろ！」

「そうですか？　もうすぐ例の事態も終息するようですし、そうなればお二人は夫婦となるのでしょう？　すぐじゃありませんか」

　赤ちゃん用のドレスを贈ってきたエリーが、不思議そうな顔をしながらそう言ってきた。

　っていうか……。

「それを言ったらエリーもじゃねえか」

「……そうでしたわ。シシリーさんの恥ずかしがる顔が見たい一心で、すっかり忘れておりました……」

　ウチの女子連中に染まり過ぎだろ、この公こう爵しやく令れい嬢じよう！

　皆を見てみると、生温かい笑顔なんだか、ニヤニヤしてんだか分かんない顔をしてやがるし。

「あ、あのシン君、これどうしましょう？」

　顔どころか首筋まで真っ赤になりながら、皆のプレゼントをどうしようかと尋ねてくるシシリー。

　どうしようって……。

「ありがたく頂いておけばいいんじゃない？　そのうち必要になるだろうし……ね？」

「シン君……はい！」

　真っ赤な顔に潤うるんだ瞳で俺を見ながらにっこり笑うと、贈られたプレゼントを手に取り何やらトリップし始めた。

「最初は男の子？　ううん女の子もいいかも……」

　シシリーの思考は、すでに未来にトリップしてしまったようだ。

　すると、沢山のベビー用品を前にトリップしているシシリーの前に、あの二人が現れた。

　アリスとリンである。

　そういえば……あのフレーゲルの街で何を買ったのか聞くのを忘れていた。

　聞いても内緒と答えるだろうが、この二人からのプレゼントが一番怖い。

　一体何を選んだのか……。

　そう思っていると、アリスが声高に言った。

「未来の赤ちゃんに思いを馳はせるのもいいけどね！」

「そのためには必要なことがある」

「え？」

「という訳で、シシリーには……はい！」

「これでウォルフォード君を誘惑して」












「え？　え？」

　ちょっと待て……。

　赤ちゃんに会うために必要なことって……。

「シシリー開けてみてよ！」

「きっと気に入る」

「は、はぁ……」

　アリスとリンに言われるがままに、差し出されたラッピングされた紙袋を開いていくシシリー。

　さっき、アリスは俺を誘惑してって言った……。

　あ！

「ちょっ！　シシリー！　それここで開けちゃダメ!!」

「え……あぅ」

　俺が感付いてシシリーを制止したときにはもう遅かった。

　紙袋の中から出てきたのは……。

「あぅ、あぅ、あぅ……」

「また過激なもん選びやがって……」

　非常に布面積の少ない女性用の下着だった。

　確かに、赤ちゃんに会うためには、そういうことをする必要があるよ？

　だけど、十六歳になる女の子の誕生日プレゼントがエッチな下着って、どういうセンスしてんだよ!?

　それを言ったら、ベビー用品も一緒だけども！

　エッチな下着を握りしめたまま真っ赤になってフリーズしてしまったシシリー。

　シシリーには刺激が強すぎたみたいだ。

　そう思っていたのだが……。

「こ、これを着てシン君と？　やだ……恥ずかしくて死にそう……でも……」

　うぉい！　満まん更ざらでもないのかよ！

　シシリーの意外な一面に、俺も顔が熱くなってきた。

　だが、マリアからの問いかけに、一気に熱が冷める。

「ねえ……私のにも同じものが入ってたんだけど？」

　ああ……。

　彼氏のいないマリアにとって、このプレゼントは皮肉にしかならない。

　だって、見せる相手が……。

「あ？」

　ひっ！　俺の心を読んだのか、マリアが突然俺の方を向いた。

　怖いよっ！

　一瞬空気が凍ったような感覚を覚えるが、命知らずにもアリスとリンはさらに言葉を重ねる。

「それ着てれば、いつでもどこでも大丈夫でしょ！」

「準備は大切」

　その言葉を聞いたマリアはついに爆発した。

「私を男なら誰でもいい尻軽みたいに言うなあっ！」

「わあっ！」

「なんで怒る？」

「怒るわっ！」

　まったく、アリスのあれは確信犯だな。

　リンは本当に分かっていない可能性もあるけど……。

　呆れながら追いかけっこをしている三人を見ていると、横から声をかけられた。

「凄いですね、ウォルフォードさん。その歳で、アッサリ子供のことまで受け入れるなんて……」

　そう言ったのはリリアさんだ。

　トニーがすでに相当稼いでいると言っても、結婚まで考えられなかった子だからな。

　すでに結婚することは決定で、その流れで子供ができることまで受け入れていることが信じられないんだろう。

　皆同い年だしな。

「まあ、シシリーと付き合うってなった時点で覚悟したからね」

　俺がそう言うと、リリアさんは納得したようだ。

「あ、そうか。シシリーさん貴族の人でしたね」

　貴族は世せ襲しゆう制せいだ。

　となると、貴族には子供を作ることが義務として求められる。

　シシリーは俺のところに嫁入りするので貴族籍からは外れるが、クロード子し爵しやく家けの血が残ることに変わりはない。

　万が一の時は俺の子孫に爵しやく位いが回ってくることもあり得るのだ。

　なので、シシリーと付き合う時に結婚も子供も覚悟し了承した。

　それに、魔人騒動が終息すれば卒業を待たずに結婚することもすでに決まっている。

　そりゃベビー用品貰っても動揺しませんわ。

　むしろありがたいとか思っちゃった。

「そういえばリリアさん、ばあちゃんと話できた？」

　自他ともに認めるばあちゃんファンのリリアさんが、ばあちゃんではなく俺に話しかけてきているので話はできたのかと問うと、残像が見える速度で首を横に振った。

　後で気持ち悪くなりそうだ。

「むむむむ無理ですよう！　導師様のお側には、賢者様と陛下と教皇猊下と大統領閣下がいらっしゃるんですよ!?　なんですか、あの異空間！」

　確かに、賢者に導師と呼ばれる英雄二人に、三大大国のトップ全員がいる。

　なんだあの集団。

　普通の女子学生に、あの場に突撃して挨拶してこいってのは酷な話か。

　本当に、なんでここにいるんだろうな？

「そ、それより、私はウォルフォードさんがお二人に用意したプレゼントも気になります」

「は！　そうでした！　シン殿！　一体何を作ったんですか!?」

　話を逸らしたのか、本当に気になっていたのかは分からないが、リリアさんは俺が用意したプレゼントが気になるという。

　そして、それを思い出したトールに詰め寄られた。

「トール落ち着け。マークにあげたプレゼントだって、変な物じゃなかっただろう？」

「それはまあ、確かにそうでしたけど……」

「二人へのプレゼントもそうだよ。既存の職人の仕事を奪うようなものじゃないって」

「本当ですか？」

「という訳で、二人に用意したのは……」

「ちょっと待って！」

　トールに詰め寄られたタイミングでプレゼントを出そうとすると、マリアからストップがかかった。

「どうした？　マリア」

「いや、私らが先に渡していい？」

「いいけど、なんで？」

「シンの後からは出しにくい！」

　チームの面々は「あー分かる」といった表情で頷うなずいていた。

　他の招待客たちはよく分かっていないみたいだったけどね。

「それじゃあ、私からね。はい、コレ」

　そう言って渡されたのは小さい箱。

　なんでも、革のブレスレットらしい。

「シンってこういうの好きそうじゃない。魔道具でなくていいから、そこそこ素材の良いやつにしといたわ」

「お、マジか。ありがとう！」

「どういたしまして」

「あ、あの……私からも……」

　そう言ってシシリーがくれたのはマリアのものよりもう少し小さい箱。

「ありがとうシシリー。これって？」

「あの……指輪です。シン君からはいくつか頂きましたけど、私からあげたことないなあって思って」

「そっか。開けていい？」

「は、はい！」

　シシリーの了解を貰って箱を開ける。

　中から出てきたのは、ちょっと幅が広めのシルバーリングだった。

「おお！　格好いい！　ありがとうシシリー！」

「喜んでもらえて良かったです。それで、あの……」

「ん？」

　格好いいデザインが気に入りシシリーにお礼を言うと、ホッとした表情をした後に少し言いい淀よどんだ。

「あの……お揃そろいです」

　そう言って、左手の中指に嵌はまっている指輪を見せてくれた。

　俺の物より細いが、デザインは同じ指輪が嵌められていた。

　ナニコレ？　メッチャ嬉しい！

「お揃いか……そういえば、そういうのなかったな。ありがとうシシリー。凄く嬉しいよ」

「えへへ……良かった」

　そう言ってはにかむシシリーは可愛くて、愛おしくて……。

「あっ……」

　俺はシシリーを抱き寄せてしまった。

「ありがとうシシリー……メッチャ嬉しい」

「あ、シン君……」

　自分とお揃いのプレゼントを用意してくれたことが嬉しくて、愛しさが溢あふれてしまった。

　シシリーと見つめ合い、次第に顔が近付いていき……。

「突発的に盛るんじゃないよ！　このお馬鹿！」

「あいたっ!?」

　後頭部に受けた衝撃で我に返ると、いつの間にそこに来たのか、ばあちゃんが拳げん骨こつを握りしめて背後に立っていた。

「こんな大勢いる前で乳繰り合うんじゃないよ！　まったく！」

　やっべ。今日は今までにない位人もいるし、シシリーの両親にお義に兄いさんまでいる。

　そんな中でやっちまったよ！

「はぁう！」

　シシリーは恥ずかしさで周りが見られないのか、俺の胸に顔を埋めてしまった。

　この癖くせはなんとかしなければ。

　その内、街中で『ピー』なことをやりかねないな……。

「えーっと。そ、それじゃあ、俺のプレゼントも受け取ってもらおうかな」

　そう言ってやっちまったことを誤ご魔ま化かし、異空間収納から取り出したのは、二人のものよりも少し大き目の箱。

　中身は両方とも同じものだ。

「ちょっと大きいわね。コレ何？」

「説明するよ。開けてみて」

「は……はい！」

　マリアと、なんとか復活したシシリーがラッピングを解き、箱を開けた。

　中に入っているのは二つ。

「ブラシ？　と……棒？　板？　ナニコレ？」

「使い方を説明するよ。二人とも椅子に座ってくれる？」

　そう二人を促し、椅子に座ってもらう。

「髪をセットしないでって言ったのは、この場でセットするからだよ」

「この場で？」

　二人に贈ったのは『ブラシ付きドライヤー』と『ヘアアイロン』だ。

　風呂が普通に普及しているこの世界に、ドライヤーはある。

　だがそれは設置型で、ただ温風を出すだけのものである。

　ブラシ付きドライヤーやヘアアイロンは存在していなかったのだ。

　なので、一家に一台はあるけどそうそう買い替えるものではなく、それを主産業にしている職人はいないとのことだったので今回はこれを作ることに決めた。

　お洒落にも気を遣う女子二人に、ピッタリだと思ったのだ。

「髪？　ブラシは分かるけど、ブラシを魔道具化したの？」

　やっぱり使い方が分からないらしい。

　マリーカさんに事前にサンプルを渡しておいて良かった。

「若奥様、マリア様。私はシン様よりこちらの使用方法を伺っております。御お髪ぐしを整えさせて頂いてよろしいですか？」

「え？　そうなんですか？」

「用よう意い周しゆう到とうね……じゃあお願いするわ」

「かしこまりました」

　マリーカさんはそう言うと、二人に贈った魔道具を手に取った。

「こちらは起動しますと温風がでます。こちらは、この留め金を外すとこのように髪を挟むことができるようになります」

　魔道具を起動させながら使い方を説明する。

「このブラシ付きドライヤーは、髪を自在にセットすることができるのです。このように……」

　マリーカさんは、まずマリアの髪をブラシ付きドライヤーを使ってセットし始めた。

　さすが女性。

　みるみるうちに、マリアの髪がふんわりとセットされていった。

「わ！　わ！　凄いコレ！　ね、私もやってみていい？」

「ええ、どうぞ」

　マリーカさんからブラシ付きドライヤーを受け取り、自分で髪をいじり始めた。

「おお～！　凄い！　簡単に綺麗にセットできる！」

　マリアは自分で使いながら感動している。

　さて、次はもう一つのヘアアイロンを使ってシシリーの髪をセットしてもらおう。

「こちらはこのコテの部分が熱を持ちます。そして髪を挟んで……」

「あ、髪が……信じられないくらい真っ直ぐに……」

　シシリーも自分の髪がヘアアイロンで真っ直ぐに伸ばされていくことに目を見開いている。

　全体的に真っ直ぐにした後は、髪をアップにし、最後にヘアアイロンでもうひと手間加える。

　横に垂れている髪をヘアアイロンで挟み巻き付けていくと、実に綺麗に巻き髪ができた。

「こ、こんな簡単に！　凄いですシン君！　ありがとうございます！」

「ありがとうシン！　こんな凄いもの、初めてプレゼントされたわ！」

　良かった。二人とも気に入ってくれたようだ。

「これなら全くの新商品だし、既存の業者ともかち合わないだろ？」

「それはそうですが……本当に、シン殿の頭の中はどうなっているのですか？　よくもまあ、次から次へと……」

　これなら問題ないだろうとトールに問いかけたら、別の件で呆れられてしまった。

　頭の中には前世の記憶が詰まっております。

　そんなことは言えるはずもないので、笑ってごまかそうとするが……突如背筋に寒気が走った。

　な、なんだ!?

　そう思って周りを見てみると……。

「シンさん！　なんですの!?　なんですのそれはあ!?」

「ウォルフォード君！　私もぉ！　私もそれ欲しいぃ！」

　目をギラつかせた女性陣に取り囲まれておりました。

「え？　ちょ……ちょっとま……」

　制止する間もなく、女性陣に詰め寄られてしまった。

　こ、こわいよ！

「シン君！　私にも！　私にも頂けないかしらあ!?」

　そして、エカテリーナ教皇さんまで参戦してくんじゃねえよ！

　女性陣の暴走を制御して、改めてエカテリーナ教皇さんと向き合った。

「はあ、ふう……ごめんなさい、取り乱してしまったわ」

「い、いえ……それはいいですけど」

「この魔道具は魅力的だわ！　販売する予定はないのかしら？」

「工房ではすでに量産体制に入ってますよ。まあ、ここで皆さんにあげちゃうと誕生日プレゼントの意味がなくなっちゃうので、皆さんは購入して下さいね」

「いつ!?　いつ発売するんですの!?」

　ゆるふわの髪型をしているからか、さっきからエリーの食いつきが凄い。

「まだ発売前だけど、ここにいる皆には先行で販売するよ。希望者は……じょ、女性陣全員だよね……」

　希望者はのところで女性陣が全員手を上げた。

　ロイスさんの手も上がっている。

　なぜ？

「妹たちの分を確保しておかないと、何をされ……言われるか分からないから……」

　いやいや。あなた、ウォルフォード商会の専務でしょうが。自分の商会で売るんだから……。

　そう思ったが、若干遠い目をしているロイスさんにそんなこと言えるはずもないので、心の内にしまっておく。

　本当にお義姉さん二人が怖いんだな……。

　それにしても、女性には売れると親父さんのお墨付きは貰ってたけど、これは予想以上だったな。

　また工房を拡張しないといけなくなるかも……。

「オホン！　それじゃあ最後に私たちからのプレゼントね」

　そう言ってエカテリーナ教皇さんが取り出したのはラッピングされた小さい箱だった。

「え？　教皇猊下からもですか!?」

「わあ……ありがとうございます！」

　まさか自分が信仰する宗教のトップからプレゼントを貰えるとは夢にも思っていなかったんだろう。

　マリアもシシリーも驚きながらも凄く嬉しそうだ。

「ウフフ。開けてみて？」

「「は、はい！」」

　エカテリーナ教皇さんに催促され、早速プレゼントを開封する二人。

　俺だけ開封しないのもおかしな話なので、俺も一緒に開封する。

　すると、小さい箱から星を象かたどったエンブレムが出てきた。

　首から提げられるようにチェーンも付いてる。

「「こ、これは!?」」

　ナニコレ？

「コレはねえ、私が直接祝しゆく福ふくを与えたエンブレムよ。大切にしてね？」

「エンブレム自体は、俺が用意した最高級の素材で作ったんやで」

「「……」」

　エカテリーナ教皇さんが自分で直接祝福を与え、その素材を用意したのはアーロン大統領だと言われ、シシリーとマリアの二人は声も出ない。

　あ、なるほど。

　このエンブレムって、前世の宗教で言うところの十字架みたいなもんか。

　コッチの世界の宗教で十字架って、確かにおかしいもんな。

　多分、創神教の教会にはこのエンブレムが掲げられているんだろう。

　行ったことないから知りませんけど！

　ということは、コレは教徒なら皆が当たり前に持っている物なんだろうな。

　そう思って二人を見てみると……。

　あ、感激して涙目になってる。

「こんな……こんな素晴らしいものを……」

「ありがとうございます！　一生大事にします！」

　シシリーは、あまりの嬉しさに途中で声が出なくなっていたし、マリアは一生大事にすると誓っていた。

　そんな二人を見ていたら、エカテリーナ教皇さんが残念そうな声を出した。

「……シン君は、あんまり喜んでくれないのね？」

「え？　ああ、いや、そんなことは……」

「この子には、宗教のことは教えなんだからのう」

　正直、このエンブレム自体初めて見たもので、何がありがたいのかいまいちピンと来ていなかった。

　それをプレゼントしてくれた本人に言えるはずもないので、しどろもどろになっていると、爺さんが助け舟を出してくれた。

　これで一安心……と思いきや、ばあちゃんがとんでもないことを言った。

「神様みたいな不確かなもんに頼るより、自分で道を切り拓いてもらいたかったからね」

「し……メリダ殿、不確かって……」

　ばあちゃん……それ、宗教のトップに言っていい台詞せりふじゃないよね？

「信仰自体を否定している訳じゃないさ。人間には精神の拠より所どころが必要だからね。ただ、この子はそんなものにすがらなくても道を切り拓いていけるだけの力と精神力があった。だから教えなかった。それだけさね」

　おおう。なんか、ばあちゃんに全部見透かされてるような気がするな。

　でも、それだけよく見てくれていたってことなんだろうな。

　ちょっと嬉しい。

　ともあれ、これで来てくれた皆からプレゼントは貰い終わった。

　後はパーティーってことで、皆が楽しく過ごしてくれたらいい。

　そういえば、ちょうど一年前なんだよな。

　十五歳の誕生日に俺の人生が変わったんだ。

　本当だったら王都の学院には行かずに、山奥の家から近い街に行くつもりだった。

　正直、その街に行って何をするのか全く考えてなかったけど、きっと爺さんが何か用意してくれていると思っていた。

　だって、それまでの人生は全て爺さんに導かれて生きてきたからね。

　そしたら、爺さんが俺に世の中の常識を教え忘れていたことが判明して……。

　あの時の皆の驚きよう愕がくに満ちた顔は忘れられない。

　その状況を思い出したら自然と笑みが零こぼれた。

「シン君、どうしたんですか？」

　俺が急に笑い出したから驚いたんだろう。

　シシリーがどうしたのかと顔を覗のぞき込こんできた。

「え？　ああ、去年の誕生日のことを思い出してた」

「去年の？」

「うん。本当はさ、去年の誕生日まで俺、王都の学院に通う予定じゃなかったんだ」

「え？」

　そういえばシシリーには言ってなかったっけ。

「十五歳になって成人したら、家を出て近くの街に行って自立しろって、そう言われてた」

「そ、そんな……」

「でもさあ」

　あの時のことを思い出してつい笑ってしまった。

「街に行った後のこと、俺もじいちゃんもなんも考えてなくてさ。そん時に俺、世間の常識をなんにも知らないことが発覚したんだ」

　森の外のことは全く知りたいと思ってなかった。

　なまじ前世の記憶があるからか、森の外にあるのは剣と魔法のファンタジーの世界だと勝手に思っていた。

　その想像から大きくは外れていないだろうと思っていたから、特に知りたいとも思ってなかった。

　許されるなら山奥の家で爺さんとずっと暮らしたいとさえ思っていた。

　ロールプレイングゲームの延長のつもりでいたから、現実感がなかった。

　ところが、森の外の世界は前の世界とあまり変わりがなかった。

　前世の常識と、今の世界の常識に齟そ齬ごがあることすら気付いていなかった。

「俺が世間の常識を知らないことが分かった時、ディスおじさんが言ったんだ。王都にある高等魔法学院で常識を勉強しろってね」

「そうだったんですね……」

　多分あの時、ディスおじさんは俺のそういった歪いびつな部分を見て取ったんだと思う。

　だから、王都の学院に通って常識を身につけろと提案してきたんだ。

「丁度一年前、あの日から俺の人生が変わったんだ」

「人生が？」

「うん。前も話したことあるだろ？　高等魔法学院には友達を見つけに来たって」

「はい」

「見てよ」

　そう言って俺は、今日の誕生日会に集まってくれた皆を見渡す。

　ディスおじさんとミッシェルさんは前回と変わらないけど、それ以外にも沢山の人たちが来てくれた。

「たった一年だよ？　たった一年で俺の周りはこんなに賑にぎやかになった。そのギャップが凄くてさ。つい笑っちゃったんだ」

「そうだったんですね」

　そう言ったシシリーと一緒に、騒いでいる面々を見る。

　オーグはメイちゃんをからかってエリーに窘たしなめられてる。

　本来は護衛であるトールとユリウスは、護衛対象であるオーグを放ったらかしにしてマークやオリビアと談笑してる。

　トニーはあまりの面子に緊張してガチガチのリリアさんに寄り添ってる。

　アリスとリンは、料理の並んでいるテーブルをハシゴしてあれやこれやと頰張って、ユーリはそれを困り顔で見てる。

　マリアは、両親からお前はいつ彼氏を連れてくるのかと問われて、キレている。

　いつもの面々のいつもの光景。

　ほんの一年前まではこんなに皆に囲まれるとは想像もしていなかった。

　まるで夢を見ているような光景。

　去年までが嫌だった訳じゃない。

　爺さんやばあちゃんの愛情を感じながら育ったし、ディスおじさんにミッシェルさん、トムさんにジークにーちゃんやクリスねーちゃんもいた。

　だけど、この状況を経験してしまったら、もう昔に戻りたいとは思えない。

　優しくて、温かくて、楽しくて。

　こんなものを知ってしまったら、もう昔にはもどれない。

「本当に……王都に来て良かったなあ……」

　思わずしみじみと呟つぶやいてしまった。

　すると、俺のことを慮おもんぱかってくれたのだろう。

　シシリーが腕を組んで寄り添ってきた。

「良かったですね」

　そう言って、フワリと微笑ほほえんでくれた。

　ああ、そうだ。

　俺の人生で一番変わったもの、それが今俺の側にある。

「うん。でも王都に来て一番良かったことがあるんだ」

　俺はそう言って、寄り添っているシシリーを真っすぐに見つめた。

　そして、シシリーは問い返してこなかった。

「……シシリーに会えたこと……それが一番良かった」

「シン君……」

　もし去年の誕生日に俺に常識がないことが知られなかったら。

　一体どうなっていたのだろう？

「じゃあ……私の人生も、去年の誕生日に変わったんですね」

　今度はシシリーが語りだした。

「私、昔は本当に男の人が苦手でした。その……怖くて……」

　マリアの話では、幼い頃から男の子に色々とちょっかいをかけられていたらしい。

　好きな子には意地悪してしまうというアレだ。

　その子たちはシシリーの気を引きたかったんだろうけど、結果は全くの逆効果。

　シシリーは男の子が苦手になり、極力接触をさけるようになったらしい。

「でも、シン君は違いました。初めて会った時から全然怖くなくて、男の人とお話しするのが楽しいって初めて思えたんです」

　そういえば、初対面の時のシシリーは、恥ずかしそうな素振りは見せていたけど特に怖がってはいなかったな。

「その後、試験の時、合格発表の時、ずっとシン君を捜してました。こんなこと初めてでした」

　あの時は色々あったからな……俺も捜そうと思ってたんだけど、結局見つけられなかったんだよな。

「だから入学式の時、シン君の姿を見て本当に嬉しかった。今までにないくらい胸がいっぱいになりました。それもこれも……シン君が王都に来てくれたからです」

　シシリーはそう言うと、ずっと見つめ合っていた瞳を潤ませた。

「好きです。大好きですシン君。あなたに出会えて本当に幸せです」

「俺も大好きだよシシリー……シシリーに出会えて本当に良かった」

　お互いに気持ちを再度伝え合う。

　今までもこれ以上ないくらいにシシリーのことが好きだったけど、今日それを塗り替えられたみたいだ。

　シシリーに対する好きという感情が止まらない。

　この愛しい存在をひと時も手放したくない。

　狂おしいほどの愛情が湧き出てきて抑えられない。

　気が付けば、俺はシシリーの体を強く抱きしめていた。

　シシリーは一切抵抗することなく、むしろ俺の体を強く抱きしめてきた。

「シシリー……」

「シン君……」

　もう、これ以上伝える言葉なんてなかった。

　あとは行動で示すほか選択肢はない。

　溢れ出る愛情のままに、お互いの距離がつまっていき……。

「「「ゴクリ……」」」

　突然聞こえた息を呑のむ音に、シシリーと二人して顔を離し、音のした方を見た。

　そこには……。

　緊張した面おも持もちのメイちゃんを先頭に、パーティー参加者の全員がこちらをガン見していた。

「な、ななな」

「は、はわわ」

「ああ～後ちょっとだったのに」

　さっきまで、本当に二人だけの世界に浸っていたので、相当甘い雰囲気を振りまいていたと思う。

　それを皆に見られたことで、俺とシシリーは大きく動揺した。

　そんな俺たちを見て、もうちょっとでキスシーンが見られたのにとメイちゃんが残念そうにしている。

　このオマセさんめ！

　そういうのに興味が出てくるお年頃とはいえ、あまり子供にこういうシーンは見せない方がいいのは分かってる。

　今のは、皆のいるところであんなことをした俺たちの方が悪い。

「はぁ……なに今の？　今までとは比べ物にならないくらい甘々だったんだけど」

　いつもは、俺とシシリーがイチャつくとキレるマリアが、顔を赤くしている。

　他の女性陣も同様だ。

「……!!」

　マリアのそのセリフと女性陣の反応から相当な状況を見られたと、シシリーが俺の後ろに隠れてしまった。

「いやはや……シシリーもすっかり大人の女性なんだね」

「うふふ。愛されているようで安心したわ」

　しかもこの場にはシシリーの両親もいて、バッチリ目撃されてしまった。

　これは当分シシリーは復活できないかもしれないな。

「若いっていいわねえ。羨ましいわ」

　赤くなったり嬉しそうにしたりする人がいる中で、羨ましいと言う人もいる。

　誰かと思えば、エカテリーナ教皇さんだった。

　その言葉に、俺はちょっと違和感を覚えた。

　創神教の聖職者は恋愛や結婚を禁じていない。

　むしろ命を育むとして推奨されている。

　だが、教皇という最高位まで上り詰めた人には、そういう恋愛とか結婚という行為とは無縁の印象があった。

　だから「羨ましい」と言ったその言葉に違和感を覚え、先ほどまで羞しゆう恥ち心しんでいっぱいだった頭が冷静になった。

　そこで、ふとこの二人が現れた時の疑問が頭をよぎった。

　とにかく、この羞恥の現状を打開したいという思いもあり、俺は思い切ってエカテリーナ教皇さんに話しかけてみることにした。

「あ、あの、教皇様。ちょっといい……よろしいですか？」

「あら教皇様なんて堅苦しい言い方しないで、エカテリーナさんって呼んで良いのよ？」

「え？」

　何言ってんだこの人。

　いいのか？

　そう思って皆を見ると、全力で首を横に振っていた。

　そりゃそうだ。

　創神教の教皇をファーストネームで呼ぶなんて、教徒からしたらとんでもないことなのだろう。

　さすがにエカテリーナ教皇さんのお願いでもそれは無理だ。

「あの、それはちょっと……」

「そう？　本当にいいのだけれど……まあいいわ。それで？　何かしら？」

「あの……お二人はじいちゃんとばあちゃんの知り合いみたいですけど……それでも、なぜここに来ているんですか？　さっき事情があるみたいなこと言ってましたけれど……」

　俺は、エカテリーナ教皇さんに直球で聞いてみた。

　すると、エカテリーナ教皇さんは、アーロン大統領、ディスおじさんに目くばせをした後……。

「ごめんなさい」

「すまんかった」

「申し訳ない」

　三人揃って頭を下げた。

　三大大国の国家元首が揃って頭を下げる光景に、会場の空気が凍り付いた。

　え？　なに？

　三大大国首脳が三人揃って俺に頭を下げてる。

　……いやいや!!　なんだコレ!?

「ちょ、ちょっと！　やめて下さい！　なんで頭を下げてるんですか!?」

　さっきまでの桃色の空気が一転して凍り付いてるよ！

　さっきまであんなに恥ずかしがっていたシシリーでさえ、驚愕に目を見開いている。

　そんな異様な空気の中、三人は頭を上げた。

　そして、国家元首三人を代表して、エカテリーナ教皇さんが説明を始めた。

「私たちは、未だかつてない世界の危機を迎えていたわ。そして、そんな絶望的な状況に立ち向かうには旗はた頭がしらとなる人物が必要だった」

　まあ、言わんとしていることは分かる。

　絶望的な状況の中で民衆を引っ張っていくには、強大な存在が必要だ。

「そんな旗頭となるのに打ってつけの人物がいた。かつて世界を救った英雄の孫で、自身もすでに何体もの魔人を討伐している、現代の英雄」

　そう言って俺を見た。

　俺自身に自覚がないし、そもそもあんまり苦戦をしていないのでそんな大層な呼ばれ方をする方が違和感があるんだけどな。

「シン君。あなたを旗頭にすることは各国の国家元首の誰もが異を唱えなかった。それほど圧倒的な支持を受けて私はあの時演説をしたの」

　出陣式の時の演説は本当に驚いたけれど、あれは独断じゃなくて全員一致で決まっていたことなのか。

「でも私たちは……誰もが浮かれていたのね。シン君の了承を得ることを怠ってしまったわ」

　うん。全く聞いてなかったからね。

　本当にびっくりしたわ。

「全世界が注目する場であんなことを言えば、シン君の人生を変えてしまうというのに、そんなことを本人の許可なく行ったことを謝罪しに来たの。本当にごめんなさい」

「申し訳ない。この通りだ」

「悪かったねシン君」

　そう言って国家元首三人は再び頭を下げた。

「いやまあ、それは分かりましたから。っていうか、国家元首がそんな簡単に頭を下げていいんですか？」

　王が簡単に頭を下げてはならない。

　前に爺さんも言っていたことだ。

　その王たちが二回も頭を下げた。

　そんなに気にしていたんだろうか？

「だからこの場を選んだのよ。公式ではない場で、皆が集まっていて、に……ディセウム陛下もいる。こんな機会は二度とない。だから、メリダ殿とマーリン殿に頼んで連れてきてもらったの」

　なるほど、そういうことか。

　公式な場で軽々しく頭を下げる訳にはいかない。

　そもそも、公の場で俺を担ぎ上げたことを謝罪してしまったら、エカテリーナ教皇さんの信頼が失われるかもしれない。

　けど、勝手にやったことの謝罪はしたい。

　だから、今日のこの場を選んだのか。

　これは個人の、それも平民宅でのパーティーだ。

　爺さんのゲートでこっそり潜り込めば、周りに知られることもない。

「そんな訳でな、場を乱すのは分かっとったんやけど、ここしかなかったんや。そのことも堪忍なあ」

「本当にごめんなさい」

「私はしょっちゅう会っていたけど、私の謝罪だけでは意味がない。エカテリーナの謝罪がなければね。だからシン君が誕生日パーティーをすると言った時にコレだと思ってね。通信機で事前に連絡をして、マーリン殿のゲートで連れてきてもらうように頼んだのさ」

　そうか。ばあちゃんたちが連れてきたんじゃなくて、ディスおじさんに頼まれたのか。

　いくら爺さんとばあちゃんとはいっても、大国の国家元首にそうホイホイ会える訳ないもんな。

　ん？

　まてまて。

　ディスおじさんのセリフの中に、なんか凄いのが混じってた気がするぞ!?

　さっき、エカテリーナ教皇さんのことをなんて言った？

「まあ、メリダ師に怒られたというのが一番大きいんだがな」

「そうね、あれは効いたし、自分のしでかしたことの大きさを自覚したわ」

「カーチェ、思いくそド突かれとったもんな」

　ディスおじさんのセリフについて問おうとしたら、さらにとんでもない事実を知らされた。

　ばあちゃんに怒られた？　っていうかド突かれた？

「え？　何？　ばあちゃん、教皇様ド突いたの？」

「人の迷惑を顧かえりみない小娘をド突いて何が悪いんだい？」

「こ、小娘!?」

　ばあちゃん、教皇様のことを小娘って言ったぞ!?

　周りの皆も動揺しているのが分かる。

　この国の皆の尊敬を集めるばあちゃんが、これまた世界中の尊敬を集めるエカテリーナ教皇さんをド突いた。

　しかも、小娘呼ばわりだ。

　動揺するのも当然だ。

　そういう俺も混乱している。

　しかも、ディスおじさんだけでなく、アーロン大統領までエカテリーナ教皇さんのことをなんて言った？

　愛称で呼ばなかったか？

「やっぱり、言ってなかったんですね？」

「別に、大っぴらに言いふらすことでもないだろう？」

　言ってなかった？

　こんな異常事態を引き起こすなにかを内緒にしていたってことか。

　なんだ？

　ばあちゃんとエカテリーナ教皇さんの接点が分からないから答えの出しようがない。

　そんな二人のやり取りに混乱していると……。

「そうでっか？　創神教教皇猊下の師匠なんて立場、普通やったら言いふらしますやろ？」

　アーロン大統領からとんでもない事実が告げられた。

『し、師匠!?』

　驚愕したのは俺だけではない。

　ここにいる全員が驚いて大声をあげてしまった。

　それもそのはず。

　ばあちゃんが、エカテリーナ教皇さんの師匠だというのだ。

「大統領の師匠でもあるわね」

『だ、大統領も!?』

　益ます々ます混乱するわ。

　なんだよ、それ？

　全く意味が分からなくて状況が呑み込めないでいると、ディスおじさんが説明をしてくれた。

「シン君。この前、私がメリダ師の弟で子しであったことは話しただろう？」

「う、うん。だからディスおじさんはばあちゃんのことを『メリダ師』って呼ぶんだって……あ！」

「思い出したかい？」

「そういえば、あの時、他にも同行していた人がいたって言ってた！　じゃあ、まさかそれが……」

「そうだ。当時駆け出しの神み子こで、修行の旅の途中だったエカテリーナと、行商人だったアーロンだよ。二人は私の妹弟子、弟弟子なんだ」

　後に国家元首になる人間が三人もいるとか、どんなパーティーだよそれ!?

　でもこれで、ディスおじさんがエカテリーナ教皇さんを呼び捨てにしてたり、アーロン大統領がエカテリーナの愛称であるカーチェって呼んでる意味が分かったわ。

　そりゃ、爺さんとばあちゃんがエカテリーナ教皇さんとアーロン大統領をこの場に連れてこられるはずだよ。

　それにしても、そうすると俺の中にある疑念が湧き上がってきてしまう。

　それは……。

「わざわざばあちゃんに弟子入りするなんて……三人ともドＭなの？」

「「「ドＭちゃうわ!!」」」

　三人揃ってエルス弁で突っ込まれてしまった。

「いや、だって、ばあちゃんですよ？　鬼に弟子入り志願するなんて、そういう性癖の持ち主としか……」

「シ、シン君……」

「え？」

　シシリーの囁きでようやく俺の後ろにとんでもない圧力を放っている存在がいることに気が付いた。

「だ～れが鬼だってぇ？」

「ぎゃあ!!　ちょっ！　やめ！　なんでばあちゃんなのにこんなに握あく力りよく強いんだよ!?」

　俺の頭を鷲摑みにしてギリギリと締め上げる様はまさに鬼。

　もうすぐ七十になろうかという老人なのに、その力は俺の頭を万力のように締め上げている。

　絶対人間じゃねえだろ！

　ようやくばあちゃんによる折せつ檻かんが終わったところで、エカテリーナ教皇さんが弟子入りした経緯を話してくれた。

「私が師匠に弟子入りした時は、世界中の誰もが憧れる女性だったのよ。まさかこんなに厳しい人だとは夢にも思ってなかったわ」

「ということは、二人とも爺さんとばあちゃんが魔人を倒した後に弟子入りしたんですか？」

「そうよ。初めて会った時は感激したわ。本物の英雄が目の前にいるって」

「よう分かるわ。俺も感激したもん」

　エカテリーナ教皇さんとアーロン大統領は、爺さんとばあちゃんに会った時のことを思い出している。

　よもや、こんな鬼だったとは夢にも思わなかったのだろう。

　その修行時代を思い出したのか、過去を懐かしんでいる表情から、次第に感情が欠落していく。

　そして……。

「あの頃は、しょっちゅう師匠に頭をド突かれてたわねえ……」

「俺も……何回か頭の形変わるんちゃうかって思ったわ……」

　エカテリーナ教皇さんとアーロン大統領の二人が、死んだ魚のような目をして呟いている。

　相当に辛い過去だったらしいな……。

「その師匠のお孫さんを利用したんだもの。怒られて当然よね」

「俺らも、あの時は追い込まれとったからなあ……流石さすがは師匠のお孫さんや！　っちゅうて、カーチェの案に飛び付いてしもたんや」

　辛く苦しい過去の思い出から現実に戻ってきたエカテリーナ教皇さんとアーロン大統領は、今回のことを反省しだした。

「なんだい。やっぱり、アンタにもお仕置きが必要だったかい？　ええ？　小僧？」

「お！　お師匠さん！　俺、もう正座して説教受けましたやんか!?」

「……まあいいさね。あれで勘弁してあげるよ」

　っていうか、一国の国家元首に正座させて説教したの？

　アールスハイドの国王を顎あごで使うわ、創神教の教皇の頭をド突くわ、エルスの大統領を正座させるわ……。

　やっぱりこの世界最強は、ばあちゃんなんだ。

　そんなばあちゃんのお仕置きを回避したアーロン大統領が、あからさまにホッとした顔をした。

　その様子を、パーティー参加者は信じられないものを見たという表情で見ている。

　それはそうだろう。

　エルス自由商業連合の大統領が、まるで親に怒られる子供みたいな態度を取っているのだ。

　アーロン大統領は、行商人から今の地位に辿り着いた叩き上げだと聞いたことがある。

　行商をしていく中で、盗賊や魔物と戦いながら成り上がったアーロン大統領は、一流の商人としてだけでなく、戦士としても有名な人だ。

　そんな人が、ばあちゃんのお仕置きを逃れてホッとしている。

　そりゃあ、誰もが信じられない光景だろう。

「ハハハ。アーロンは特にメリダ師には頭が上がらないだろうね。なにせ大統領になれたのは、間違いなくメリダ師のお蔭なのだから」

「ディスおじさん、どういうこと？」

「パーティーを解散するときに、メリダ師の魔道具販売の権利を貰ったのさ」

　ああ、なるほど。

　その魔道具で身を起こし、最終的に大統領にまで至ったと。

　そりゃあ、頭が上がらないはずだ。

　師匠というより、恩人と言った方が正解かもしれない。

「エカテリーナもな。メリダ師の指導のお蔭で、イースに戻った後に聖せい女じよとまで呼ばれるようになり、教皇にまで上り詰めたんだ」

　そりゃあ、エカテリーナ教皇さんもアーロン大統領も頭が上がらないはずだ。

　実際、二人が国家元首になれたのは間違いなくばあちゃんの力だ。

　権力を与えたのではない。

　二人に国のトップを取れるだけの実力を身につけさせたことだ。

『導師』っていうより『女帝』って感じじゃない？

　正直、ばあちゃんにはそれだけの力があると思う。

　そして、さっきから爺さんは話題にのぼってこない……。

　……当時から影が薄かったんだろうか？

　それはともかく、未来に国家元首となる三人がいるパーティー。

「凄いね、そのパーティー。もしその時に何かあったら、その後の歴史が変わっちゃってるじゃん」

「確かにそうだな」

　いや……ディスおじさんは笑ってますけども、本当に誰か欠けてたら今の歴史が変わっちゃってたんだよ？

　なんでそんなに笑っていられるんだろう？

　過去の話だからだろうか？

　でも、そうなると一点気になることがある。

「ジュリアおばさん」

「なにかしら？」

　俺が話しかけたのは、ディスおじさんの奥さんでオーグの母、ジュリア王妃だ。

「おばさんは気にならなかったの？　パーティーに若い女の子がいたのに」

　ディスおじさんが爺さんたちと旅をしていた時、当時婚約者だったジュリアおばさんを残して旅に出たと言っていた。

　ということは、ディスおじさんは婚約者がいる状況で、若い女の子がいるパーティーと行動を共にしていた。

　何か間違いが起こらないかと不安にはならなかったのだろうか？

　そう思って聞いてみたのだが、返ってきた答えは実にアッサリしたものだった。

「ああ。それは気にならなかったわねえ」

「どうして？　ディスおじさんを信じてたから？」

「それもあるけど……カーチェ」

「なに？　ジュリア姉さん」

　カーチェって……。

　ジュリア姉さんって……。

　ここも知り合いなのか。

「あのこと、言ってもいい？」

「ああ……いえ、私から言うわ」

「……そう」

　あのこと？

　ジュリアおばさんが言おうとしたことを、自分で話すと引き継いだ。

　なんだ？　急に暗い顔になった。

「シン君。ジュリア姉さんが私とディー兄さんの仲を疑うようなことはないわ」

　ディー兄さんって……。

「だって……当時私には……将来を誓い合った恋人がいたんですもの」

「へえ、そうだったんで『なにー!?　聖女様に恋人がいたぁ!?』すかって……」

　恋人がいたんなら、ジュリアおばさんが心配しないのも分かるなと思ったら、思わぬところからの叫びで俺の言葉を遮られた。

　声をあげたのは、セシルさんにアドルフさん。そして、アリスの父親でウォルフォード商会の代表取締役であるグレンさんだ。

「そ、そんな……あの純じゆん真しん可か憐れんな聖女様に恋人……」

「は、はは……聞き間違いだよ……な？」

「夢だ。これはきっと夢だ……」

　なんか、ぶつぶつ言ってる。

　そういえば、三人ともエカテリーナ教皇さんと大体同年代だな。

　当時のアイドル的な存在だったんだろうか？

「あなた？」

「みっともない真似はやめて下さい。マリアも見ているんですよ？」

「もう、お父さん！　恥ずかしいからやめてよ！」

　アイリーンさんとマルティナさんの冷たい声と、アリスの恥ずかしげな声で我に返った三人のおじさんたち。

　三人とも取り乱したことを恥ずかしそうにしている。

　中でもセシルさんは、アイリーンさんの冷たい視線を受けてガクブルしている。

　これは後で怖いことになりそうだ……。

　と三人のお父さんたちを見ていてふと思い出した。

「あ、でも……」

　エカテリーナ教皇さんは独身だと聞いている。

　ということは別れちゃったのか、それとも……。

「別れてはいないわよ？」

「え？」

　俺がなにを聞こうとしたのか察したのだろう。

　エカテリーナ教皇さんは自分からそう言った。

　そして、悲し気な表情でこう言った。

「彼、亡くなってしまったから……」

　やっぱりそうか。

　将来を誓い合ったって過去形で言っていたから、そうではないかと思っていた。

　そして、俺はデリカシーに欠ける問いかけをしてしまったことを後悔した。

「すいません。辛いことを思い出させてしまって……」

「いいのよ。二十年近く前のことだし、もう吹っ切れたわ。それより……」

「なんですか？」

「……いえ、なんでもないわ。そうだ、やっぱり教皇様はやめてエカテリーナさんって呼んでもらえないかしら？　師匠のお孫さんに様付けで呼ばれると、なんとも言えない気分になるのよ」

　なんでエカテリーナ教皇さんが、自分のことを『エカテリーナさん』と呼べと言うのか理解させられた。

　ここまで言うのなら仕方がない。

「はあ、そういうことなら」

「じゃあ、これからはそれでよろしくね？」

「分かりましたよ、エカテリーナさん」

「ウフフ。はい、よくできました」

　俺がエカテリーナさんと言うと、皆はついに言ってしまったという顔をした。

　けど、これだけお願いされたらしょうがないじゃないか。

　当のエカテリーナさん本人はようやく俺にそう言わせて満足したのか、ばあちゃんのところに行ってしまった。

「さて、暗い話はここまでにしようか。今日は誕生日パーティーだ。暗いのは似合わないよ」

　ディスおじさんがそう言ったことで、これまでの微妙な雰囲気を払ふつ拭しよくしようと皆酒に手を出し始めた。

　変な空気になっちゃったし、呑まなきゃやってられないんだろうなあ……。





　　　　　◆






　ディセウムの気遣いによって皆が酒に手を出し始めたころ、エカテリーナはマーリンとメリダの側にきて、あることを尋ねていた。

「先生、師匠。シン君に、あのこと言ってないんですね」

　先生とは、マーリンのことである。

「……シンには関係ないことじゃからの」

「関係ない？　本当にそう思ってるんですか!?」

　マーリンが、シンには関係がないと言ったことに、エカテリーナは驚いたようにそう言った。

　なぜなら……。

「あの人は……スレインは、お二人の息子なのに？」

　エカテリーナはそう言った後、じっとマーリンとメリダを見た。

　そして、さらに言葉を続ける。

「シン君は先生と師匠を本当の祖父母だと慕したっている。見れば分かります。だというのに、お二人はそうではないとおっしゃるんですか？」

「なっ!?」

　エカテリーナの、挑発的とさえ言える物言いに、メリダは怒りを覚えた。

　眉み間けんに皺しわを寄せ青あお筋すじを立てるメリダと、過去に散々しごかれて完全に上位者と思っている者に歯向かうことに内心は冷や汗ダラダラのエカテリーナは、しばらく睨にらみ合いを続けた。

　誰かがこの状況を見ていれば、その雰囲気に呑まれて倒れていたかもしれない。

　それほどの緊張感が漂っていた。

「ちょ、ちょお……お二人さん？」

　ただ一人、アーロンだけが巻き込まれていた。

　しばらく睨み合いが続いたが、やがて一つ息を吐いたメリダが呟いた。

「……いつか話すさね」

「……そうですか」

　エカテリーナの物言いに激昂しかけたメリダだが、この状況はそう言われても仕方がない。

　そう考えたメリダは自分が怒るのは筋が違うと考え、怒りを収めた。

　師匠が引いてくれたことに安あん堵どしつつ、エカテリーナは挑発するような真似をしたことを詫びた。

「すいませんでした師匠。生意気なことを」

「ふん。あの小娘が成長したもんさね。アタシに名前を呼ばれるだけでビクビクしてた娘が」

「ちょ、そんな昔のこと！」

　エカテリーナの修行時代。

　それはメリダによる壮そう絶ぜつなしごきを受けていた時代だ。

　当時のエカテリーナは、ことあるごとにメリダに怒られていたため、ただ単純に名前を呼ばれただけでも何かしたんじゃないかとビクビクしていた。

　そんな時代を知っているだけに、今のエカテリーナを見ると、随分と成長したように思える。

　ビクビクしているのは相変わらずのようだが。

「アーロン、アンタは変わらないねえ……オロオロするばっかりで」

「え？　俺、今関係ないやん？」

　ことのついでに巻き込まれたアーロンを見たエカテリーナが小さく吹き出し、ようやく空気が弛し緩かんした。

　そして弛緩した空気になって、ようやくメリダは自分のことを話し始めた。

「確かにアンタの言う通りだ。聞かれなかったから言わなかった……非ひ道どい言い訳もあったもんさね」

「辛い気持ちは痛いほど分かります。けど……」

「家族であるシンに言わないのは違うか……」

　マーリンとメリダには辛い過去がある。

　誰かと仲が良くなったからといって、過去の全てを話さなければいけない、などということはない。

　でもシンは違う。

　シンは家族だ。

　血は繋がっていなくても愛情を注ぎ大事に育ててきた孫だ。

　その孫に自分たちのことを話していない。

　聞かれなければ進んで話したい内容ではない。

　確かに、シンに二人の過去のことは聞かれなかった。

　しかしそれは、シンが二人を気遣って聞かなかったのではないか？

　自重知らずの問題児ではあるが、頭の良さに関してはマーリンもメリダも認めざるを得ないあのシンが、二人の過去に何かがあると感付いていないとは思えない。

「あの子なら、感付いていてもおかしくはないかねえ……」

「そうじゃの。時折、何か言いたそうにしておるのを見たことがある。あれは……ワシらのことを聞こうか聞くまいか、躊躇ためらっておったのかのう……」

「まったく……アタシも人のことは言えないね。なんて情けないジジババだ」

「そうじゃの……」

　孫に気を遣わせてしまった祖父母は揃って溜め息を吐く。

　そんな二人を慰なぐさめるように、エカテリーナはシンのことを褒ほめた。

「お二人のことを考える、素晴らしいお孫さんですね、シン君は」

「自重を知らないおバカだけどね」

「フフ」

　孫を褒められて嬉しかったのだろう。

　おバカだと言いつつも嬉しそうなメリダの様子を、エカテリーナは微笑ましく思い笑みを零した。

「まあ、言うにしても、今日でなくていいじゃろ。めでたい席で暗い話なんぞするもんでない」

　ようやくシンに過去の話をする決意をしたマーリンだったが、今日はそのシンと婚約者とその親友の誕生日パーティーである。

　どうしても暗い話になってしまう過去の話をするのにふさわしい時だとは思えない。

　そこでマーリンは、今日はやめておこうと結論づけた。

「……そうですね。でも、いつか話してあげて下さいね」

「ああ」

「了解じゃ」

　決心がついたらしい二人の様子に、満足そうな笑みを浮かべたエカテリーナは、普段呑ませてもらえない酒を呑むためテーブルへと歩み寄った。

　その様子を見ていたマーリンとメリダが、感慨深げにエカテリーナを見て呟いた。

「本当に、あの小娘がねえ……」

「人は成長するもんじゃ。ワシらも見習わんとの」

「そうだね」

　そう言いながら、成長したエカテリーナの背中を二人で見詰めていた。

「あの……俺は？」

　アーロンを置いてきぼりにして。
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　酒が入り始めてから、場が混こん沌とんとしだした。

　この場にいるのは、メイちゃんを除いて全員成人であるため酒が呑める。

　俺たちは例の『異物排除』のペンダントがあるため、過度のアルコールは排除されてしまい、ほろ酔い程度にしか酔わない。

　だが、他の人たちが非道かった。

　特に……。

「シンくぅん！　呑んでるぅ？」

「あぁ、はい……呑んでますよ」

「あらしもねぇ……ほんとらったらぁ、シンくんくらいのこどもがいてもおかしくないのよお!?」

「はぁ、そうですね」

　エカテリーナさんがベロベロに酔っぱらってる。

　普段はあまり呑ませてもらえないと言っていたから、こんなに呑んだのは久しぶりなんだろう。

　さっきから、絡み酒が非道い。

　エカテリーナさんは俺に絡んでくるが、他の皆は遠巻きに見るだけで誰一人俺を助けようとしてくれる人はいない。

　くそう、この薄情者たちめ！

　といっても無理はないか。

　俺以外、全員が創神教の教徒だ。

　たとえ酔っているとはいえ、その教皇に意見することなどできないのだろう。

　結果、俺一人がエカテリーナさんに絡まれている。

　誰か助けて。

「あのひとがしんじゃってえ……くににもどったらせーじょなんてよばれらしちゃってえ……けっきょくこのとしまでどくしんよぉ……」

　ああもう、なんか鬱うつモードにも入りかけてるし。

　酒を呑んで落ち込んでいる人には何を言っても効果ないし。

　どうすりゃいいんだよ。

　それでも、どうにかして慰めようと言葉を探していると、エカテリーナさんがバッと顔を上げて、俺の肩を摑つかんだ。

　うお、ビックリした！

　あまりのことに内心でビビっていると、突然こう叫んだ。

「きめた！　シンくん！　あなた、わたしのことおかあさんってよびなさい！」

『ぶふぅう！』

「お、おかあさん!?」

　ベロベロに酔ったエカテリーナさんは、とんでもないことを言い放った。

　絡み酒を止められないまでも、心配して見守っていた皆さんが一斉に噴き出した。

　お母さん!?

　一体何を言い出すんだ、この人は!?

「呼べる訳ないでしょう!?　何考えてんですか!?」

「なんれぇ？　ししょうのまごなんらから、わたしのこどもれいいれしょお？」

「何でそうなるんですか!?」

　ああもう！　酔っぱらいの超理論は意味分からん！

　突然訳の分からないことを言い始めたエカテリーナさんに戸惑っていると、今度はターゲットを俺からシシリーに移した。

「むぅ……じゃあ、シシリーちゃん！」

「は、はい！」

　教皇に名前を呼ばれ、思わず背筋を伸ばすシシリー。

　その様子を見て満足そうにしたエカテリーナさんは、ニコニコしながら言った。

「あなたわぁ、わたしのあとれせーじょってよばれてるんらから、わたしのこと、おかあさんってよんれくれるわよねえ？」

「そ、そんな畏おそれ多い！」

　ああ、シシリーも即答で拒否した。

　そりゃそうだよ。確かに自分たちの親に近い年齢かもしれないけど、今まで敬っていた人を急にお母さんなんて呼べるはずがない。

　それでも諦めきれないのか、まだ叫んでいる。

「こわくなあい！　おかあさんってよんれよお……」

　エカテリーナさんはそう言うと、顔からテーブルに突っ込んでしまった。

　あーあ、酔いつぶれちゃった。

　周りで見ていた人たちが慌あわてて近寄ってくるけど、テーブルに突っ伏したエカテリーナさんは、そのまま寝息を立て始めた。

　その様子に皆ホッと胸を撫なで下おろすが、一連の騒ぎを見ていた皆の表情は優れない。

「……こんな教皇様、見たくなかったわ……」

「色々と鬱うつ憤ぷんが溜まっているんだろう。国家元首であるのと同時に、創神教の教皇でもあるのだからな」

　複雑な表情のマリアに比べて、近い将来に王となることが決まっているオーグは、エカテリーナさんのことを擁よう護ごした。

　確かに、国家元首と宗教のトップという二つのデカい要職に就いていたら、ストレス溜まりそうだよな。

　今日、この場には爺さんとばあちゃんという、自分よりも大きい存在がいたから、久し振りに気が緩んだんだろう。

　それに……。

「スレイン……さびしいよぉ……」

　酔いつぶれたエカテリーナさんが寝言を言った。

　スレイン？　さっき言ってた、エカテリーナさんの死んじゃった恋人だろうか？

　それを思い出しちゃったから、余計に心のタガが外れちゃったんだろうなあ。

　酔いつぶれて眠るエカテリーナさんを見ていると、爺さんとばあちゃんが現れた。

「はあ……まったくこの子は……済まないねえ。この子のお蔭でパーティーがメチャクチャになっちまった」

　その様子は、弟子を叱るというより、娘の不始末を詫わびる親のようにも見えた。

　少女期に師弟関係にあったからだろうか？

　なんか、師匠と弟子というより、母親と娘って感じがした……。

　気のせいなんだろうけど。

　そんな娘の不始末を詫びるようなばあちゃんに対して、シシリーとマリアは必死にエカテリーナさんを擁護した。

「い、いえ！　教皇様に誕生日を祝って頂けるなんて思いもしませんでしたから！」

「そうです！　一生の誉ほまれです！」

「この子がねえ……」

「むにゃむにゃ……うふふ」

　さっきまで目尻に涙を浮かべていたのに、今は幸せそうな顔で眠っているエカテリーナさんを見て、ばあちゃんがまた溜め息を吐いた。

　なんだろうな。

　なにか幸せな夢でも見ているのだろうか？

「さて、アタシはこの子を部屋に寝かせてこようかね」

　ばあちゃんはそう言うと、爺さんにエカテリーナさんを背負わせた。

　その仕草も、娘を心配する父親のように見えた。

　そしてエカテリーナさんを背負ってホールを出ようとした爺さんが足を止めた。

「ほ。そういえば忘れとった」

「おっと、そうだったね」

　爺さんの言葉を受けて、ばあちゃんが異空間収納から二つの箱を取り出した。

「プレゼントを渡すのを忘れてたよ」

　あれ？　そういえば貰ってなかったっけ？

　それにしても、なんで二つ？

「一つはマリア、アンタに」

「あ、ありがとうございます」

　マリアに渡された箱から出てきたのは髪飾り。

　俺のプレゼントといい感じで合ってるな。

「それは魔道具になっててね。髪につけたまま魔力を流すと、髪を綺麗にしてくれるのさ」

「うわあ！　ありがとうございますメリダ様！　すっごい嬉しいです！」

　へえ。髪を綺麗にってことは、汚れを取るだけじゃなくて、キューティクルなんかも整えてくれるのかな？

　またもや女性陣の羨ましそうな視線を感じるが、相手がばあちゃんだからか、俺の時のように詰め寄ることはしないみたいだ。

　だが、リリアさんの視線がヤバい。

　あの人は重度のばあちゃん信者なので、そのばあちゃんから直接プレゼントを貰ったマリアが羨ましくて仕方がないんだろう。

　隣にいるトニーも、ヤレヤレって顔してるよ。

　それに、多分だけどまだばあちゃんと話ができていない。

　多分、エカテリーナさんを寝かせた後に色々と話ができると思うから、それまで我慢してほしいな。

　で、後の箱は一つしかないんだけど……。

　は！

　まさか俺だけなしとか……。

「これは、アンタたち二人にだよ」

「俺たち？」

「二人ですか？」

　良かった、あった。

　でも二人で一つのプレゼントってなんだろう？

　そう思いシシリーと二人で顔を見合わせてから、渡された箱を開けてみた。

　すると、そこには……。

「ばあちゃん、これって……」

「わあ……」

　華美な装飾は施されていない。しかし、相当上等なものと分かる指輪が入っていた。

　それも、ペアで。

　これって、もしかして……。

「シンとシシリーさんの結婚指輪じゃ」

「アタシらにはこんなことくらいしか、してやれないけどねえ」












　結婚指輪。

　この世界にも、左手の薬指に結婚指輪をする風習がある。

　現にシシリーは、左手の薬指に婚約指輪をはめている。

　いずれはそれも用意しなければと思っていたものを、爺さんとばあちゃんからプレゼントされた。

　これは、単純に高価なプレゼントをされたことだけじゃなくて、二人が俺たちの結婚を心待ちにしてくれている証拠のように感じ、嬉しくて涙が溢れそうになった。

「じいちゃん……ばあちゃん……」

「お爺様、お婆様、ありがとうございます……」

　シシリーも感激したのか、眼がウルウルしてる。

「アンタたちの結婚式が無事行われるように祈りも込めて……さね」

「ばあちゃん……せっかく感動したのに、不吉なこと言うなよ」

「アッハッハ、じゃあ、この子をベッドに寝かせたら戻ってくるから、パーティーをやり直しときな」

『はい！』

　戸惑いから始まり、驚きの謝罪があり、さらに混乱の事態となっていたパーティーは、ようやく普通のパーティーに戻っていった。
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「ふう……」

「疲れましたね……」

　あの後、ばあちゃんが戻ってきてから、大人たちは爺さんとばあちゃんを中心にずっと呑み続けていた。

　途中、アーロン大統領が爺さんとばあちゃんに泣きながら日頃の愚ぐ痴ちをこぼしたり、念願叶ってばあちゃんと話をしようとしたリリアさんが、緊張し過ぎてしどろもどろになったり、呑み比べ大会が始まったり……。

　あれ？　これってなんのパーティーだっけ？

　そんなことを思ったりもしたが、非常に楽しい宴会は続いていった。

　結局、大人たちは皆酔いつぶれてしまい、俺たちの手で空いている部屋に運び込んだ。

　それが終わると、自然とパーティーは終了となり、親族が来ていない人たちは帰宅し、酔いつぶれた親族がいる者は寝かされている部屋に向かった。

　そんな中で俺とシシリーの二人は、ほろ酔いになっている体を冷まそうとテラスにやってきていた。

「おかしいな？　俺たちの誕生日パーティーのはずなのに、なんで俺たちが疲れてるんだろう？」

「フフ、でも、私たちらしくていいじゃないですか」

「はは、確かに」

　主役押し退けて、どんちゃん騒ぎ。

　確かに無茶苦茶で、俺たちらしいかな。

　そんな他愛もないことを話していると、シシリーがじっとこちらを見詰めていた。

「どうした？」

「いえ……十五年前の今日、私が一歳の誕生日をお祝いしてもらっている時に、シン君はお爺様に命を助けられていたんだなあって思って……お爺様に改めて感謝していたところです」

「そっか……でも、ひょっとしたらその一年前の同じ日に産まれてたのかもしれないよ？　まあ、調べようもないけどね」

　俺は冗談のつもりでそう言った。

　けど、シシリーはそうは取らなかった。

　俺に正面から抱き付くと、そっと背中をさすってくれた。

「……シン君のお父様もお母様も、本当はこうやってシン君のことを抱きしめてあげたかったはずです……」

　そう言って、静かに涙をこぼした。

「シシリー……」

「教皇様も、本当は自分で子供を産みたかったんだと思います。お相手がいらっしゃったのに、悲しいお別れをしてしまったから……お師匠様のお孫さんであるシン君を、自分の子供のように感じているのかもしれません」

「そう……なのかな？」

「多分……」

「じゃあ、お母さんって呼んであげた方が良かったかな？」

「それはさすがにちょっと……」

　シシリーは苦笑を浮かべながら俺を見上げた。

「私は幸せ者です。

　愛し合ってる両親がいて、その両親から愛されて育ちました。

　そんな当たり前の幸せに、今日改めて気付かされました」

「そうだね……」

　エカテリーナさんは、愛した人がいたのにその人と家庭を築けなかった。

　俺の両親は、俺の成長を見ることなく逝ってしまった。

　そう考えると、両親が揃っていて、一緒に過ごし、その成長を見守ってくれている。

　そんな当たり前のことが、まるで奇跡のように感じられた。

「俺たちは、子供に悲しい思いをさせないようにしなくちゃな」

「フフ、そうですね」

　しばらく見詰め合った俺たちは、そっと唇を重ね合わせた。

　唇を離した俺たちはもう一度見詰め合い……。

「シン君を助けてくださった、十五年前のお爺様に感謝を」

「シシリーをこの世に産み落としてくれた、十六年前のセシルさんとアイリーンさんに感謝を」

　今、こうしてお互いがここにいることの奇跡を、感謝し合った。

　そして再び、唇を重ね合わせる。

　さっきよりも深く……お互いを求め合うように。

「シシリー……」

「ん……はぁ……シン君……」

　そしてその日、シシリーは……。










　俺の部屋に泊まっていった。
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「特別なプレゼント？」

「はいです！」

　フレーゲルの街での買い物から数日後。王城にあるメイの部屋に遊びに来ていたアリスは、メイからある相談を受けていた。

　それは、日頃お世話になっているシンに、他の皆とは違う誕生日プレゼントを贈おくりたいというものだった。

「っていうかメイ姫様。こないだシン君へのプレゼント買ったんじゃないの？」

「買いました！　でも、それはそれとして、世界に一つだけのオリジナルのプレゼントがしたいです！」

　先日のフレーゲルの街での買い物の趣しゆ旨しは、誕生日の近いシンたちへの誕生日プレゼントを購入することだ。

　アウグストやエリザベートと一緒に行動していたメイは、当然その街でプレゼントは購入していた。

　しかし、それはやはり既製品。

　メイとしては、いつも優しく、意い地じ悪わるな兄から守ってくれて、空を飛んだり外国に連れて行ってくれたりと色んな体験をさせてくれるシンに、世界で一つだけの特別なプレゼントを贈りたかったのだ。

「それで、特別なプレゼントってなに？」

　アリスと一緒にメイの部屋に遊びに来ていたリンが質問してきた。

「うーん。他になければ何でもいいです」

「他にないと言われてもなあ……」

「それは難しい。ウォルフォード君は世界に一つだけのものを沢山持ってる」

「あう、そうですよね」

　数々の前世の知識を駆く使しし、今まで誰も予想しなかった魔道具を次々に開発し、自身がオーナーを務める商会で販売しているシン。

　それだけでなく、販売できない魔道具も多数ある。

　メイがアリスたちを呼んだ無線通信機などその筆頭だろう。

　ちなみに、メイは無線通信機を貰もらっていないので、アウグストの通信機を借りて連絡を取っていた。

　そういう訳で、シンに対して世界に一つだけのプレゼントというのは、案外ハードルが高い。

「メイ姫様は、元々どんなプレゼントを考えてたの？」

　漠ばく然ぜんとではあってもイメージは持っているのではないかと、アリスはメイに聞いてみた。

「服とかアクセサリーとか、何でもいいですけど、オリジナルなものです！」

　そのメイの説明で、アリスはある程度理解した。

「あー、つまり、オリジナルデザインの一点ものを作りたいってこと？」

「そう！　そう言いたかったです！」

「なるほど、それなら可能」

　それでようやくアリスとリンは合が点てんがいった。

　世界で一つしかないものということで、全く新しい発明品でも作るのかと思った二人。

　いくら初等学院生時代から魔力を感じ取れるようになり、世間一般的に天才と呼ばれるようになったメイとはいえ、さすがにそれは無理だろうと考えていた。

　だが、メイの言う世界で一つだけというのは、オリジナルデザインのことであり、新たな発明という訳ではない。

　それが分かった二人は、今度は具体的に何をオリジナルデザインで作るのか検討することにした。

「メイ姫様は、何のデザインをしたいですか？」

「うーん……服とかいいんじゃないかと思ってるですけど……」

「新しい服のデザインは難しい。仕立ても必要」

「そうなんです。デザインはできるかもですけど、作れないです……」

「そっかあ、それが簡単にできたら誰も苦労しないか」

　メイは、オリジナルデザインの服を贈りたいと考えていた。

　だが、新しいデザインのイラストを描くことは可能でも、それを実際の服として仕立てるのは専門職の人でないと難しいし、そういう業者に頼むとなるとそれなりの費用はかかる。

　メイは王女とはいえ、自分で自由にできるお金などほぼ持っていない。

　お小遣いを貰っても、街で買い物ができるわけではないからだ。

　ちなみに先日の買い物の支払いは、兄であるオーグがしていた。

「あ、あたしたち魔物討伐の報ほう酬しゆうで、そこそこお金持ってるよ？」

「服飾店に依頼するぐらい問題ない」

「そ、それはダメです！　私のプレゼントなんですから、アリスおねえちゃんたちに奢ってもらっちゃダメなんです！」

　今回のシンへのプレゼントは、日頃お世話になっているシンへのメイからの自発的な希望である。

　それをアリスとリンに金銭的な援助をしてもらうのはどうしても憚はばかられた。

「だとしたら、安くてオリジナルなものか……」

　申し出を断られはしたが、アリスはメイの気持ちも分かるためそれ以上は食い下がらなかった。

　すぐに思考を切り替え、メイでも用意できるものは何かないかと思案を始める。

　こうしてすぐに思考の切り替えができる辺りがアールスハイド最高峰の学院の最高位クラスに所属できている要因だろう。

　決して、ふざけているばかりではないのである。

　三人で何かないかと相談していると、リンがあることを思いついた。

「付ふ与よは？」

「付与って、付与魔法？」

「そう」

「ふえっ!?　そ、そんなのできないです！」

「そうだよ、あたしだって簡単なのしかできないよ？」

「だから、簡単なのでいい。シャツか何かに付与すれば安く抑えられる」

「で、でも、シンお兄ちゃんが服に付与してる魔法は凄いです。そんなのがあるのにそれ以上の付与なんてできないです……」

「そうだよリン。あれ、異常だよ？」

　リンの、安い服に付与を掛ければいいという発言にアリスとメイは反論する。

　というのも、シンがアリスたちに与えた戦闘服や、メイのリクエストで作られた魔法服に付与されている魔法は、正直常じよう軌きを逸いつしている。

　まさに世界で唯一、アルティメット・マジシャンズにのみ許された服なのである。

　アリスとメイは真っ先にそれを思い出し、服に魔法を付与するのは無理だと思った。

　だがそれは、リンの思おも惑わくとは違う。

「あんな実用的なものでなくていい」

「どういうこと？」

「『メイ姫様が自分で魔法を付与した服』というのが重要。それだけで世界に一つだけのもの。効果は関係ない」

「あ！　そっか！　効果はともかく、それなら確かに『世界に一つだけの品』だね！」

「え？　え？」

　リンの思惑にアリスも気付き、それはいいアイデアだと同意した。

　当事者のメイだけが分かっていない。

「という訳で、メイ姫様には特訓を受けてもらいます！」

「ふええ!?」

　メイの意向を聞く前に、魔法付与の特訓が決定した。
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「それで私が呼ばれたのねぇ」

　シンへのプレゼントの内容が決まった次の日、メイの部屋に新たな客が訪れていた。

　シンを除けば、アルティメット・マジシャンズの中で一番魔法付与の上手いユーリである。

　アリスは、まだ魔法付与ができないメイのために指導係としてそのユーリを招いた。

　教えてもらう側のメイは気合い十分である。

「ユーリおねえちゃん、よろしくお願いします！」

「はぁい。よろしくお願いしますぅ」

　気合いの入っているメイとは対照的に、相変わらずおっとりと対応するユーリ。

　一見すると頼りなさげに見えるユーリだが、その付与魔法の実力は折り紙付きで、世間では『導師様の後継者』と言われるほどの付与魔法士である。

　そのユーリは、メイに付与魔法を教える前にあることを尋たずねた。

「メイ姫様はぁ、今どの程度魔法を使えますか？」

「えっと、まだあんまり教えてもらってないです……」

　ユーリがメイに魔法が使えるのかと聞いたのには理由がある。

　というのも、今から教えるのは『魔法』の付与である。

　なので、実際に付与を施したい魔法を自分で使えることが大前提になってくるのである。

「そうですかぁ……なら、付与を教える前に魔法を教えないといけないですねぇ」

「魔法を教えてくれるですか!?」

「とは言ってもぉ、どこまで教えていいのかなぁ？」

　メイは、まだ初等学院生である。

　その段階で魔法が使えるだけでも、実は相当に凄いことなのである。

　そこに使える魔法をさらに増やすとなると、世間の評価がどうなるのか分からない。

　というか、そもそも王族であるメイに勝手に魔法を教えてもよいものかどうか。

　ユーリはそのことを懸け念ねんしたのである。

　不用意に異空間収納まで教えてしまったシンと違い、教える前にそういうことを考えるくらいにはユーリはちゃんとした良識を持っていた。

「なら、お兄様に聞いてくるです！」

「あ！　それはちょっと待っ……」

　アリスが制止の声を上げるが、言い終わる前に、メイは部屋を飛び出していった。

「やばい。殿でん下かだったら止められそう」

「それはありうる」

「どうしましょぉ」

　メイがあのアウグストを説得できるとは思えない三人は、不安気な表情でメイの出て行った部屋の扉を見ていた。

　そして……。

「で？　メイに魔法を教えてどうするつもりなんだ、お前たち」

　アウグストにどこまで魔法を教えてもらっていいか聞きに行ったメイが戻ってきた。

　首根っこを摑つかまれた格好で。

「あうっ！　お兄様、放してください！」

　メイの抗議を受けて、パッと手を離すアウグスト。

「にゃうっ！」

　そうなると、当然重力に従ってメイは地面へと落ちる。

　小さく悲鳴をあげたメイは、サッとユーリの後ろへ隠れた。

「あらぁ？」

「「なんでユーリ？」」

　アリスとリンでは隠れる面積が小さいからだ。

「まったく……いいか？　お前はまだ初等学院生だ」

「むうう」

「世間一般の初等学院生は、魔力を感じられたら優秀、魔法が使えたら天才と呼ばれるのだぞ？」

「そうなんです？」

「お前はすでに風を起こす魔法は使えるし、異空間収納だって使える。これ以上何を覚えるつもりだ？」

「そ、それは……」

「なんだ？」

「内緒です！」

　素直に自白しなかったメイに対してイラッとしたアウグストは、メイのコメカミを両手でグリグリした。

「いたっ！　痛いです!!」

「いいからキリキリ吐け」

「わ、分かったです！」

　アウグストの折せつ檻かんに負けたメイは、今回の趣旨を話す。

「なるほどな。シンへのプレゼントのためにか」

「うう……はいです」

　グリグリされたコメカミが痛むのか、頭を押さえながら答えるメイ。

「まあ、事情は分かった。どうせ高度な魔法は覚えられんだろうから、他に害のない魔法なら構わんぞ」

「本当ですか!?　お兄様！」

　事情を知ったアウグストは、少しだけならと魔法を教えることを了承した。

「ああ。だが一つ条件がある」

「な、なんですか？」

『あの』アウグストが条件を提示してくる。

　そのことに危機感を覚えつつも、メイはその条件を聞いた。

　するとアウグストは、ニヤリと笑みを浮かべてこう言った。

「なに、簡単なことだ。その魔法付与が終わった服を、シンに渡す前に私に見せろ」

「お兄様に？」

「ああ、チェックしてやる」

　アウグストはそう言うとメイの部屋を出て行った。

　意外にも反対されなかったことに、ホッと胸を撫なで下おろすメイたち。

「いやあ、ドキドキしたよ！」

「殿下が了承したのは意外」

「本当よねぇ」

　安あん堵どの表情を浮かべる三人に対して、メイはどこか不安気だ。

「どうしたの？　メイ姫様」

「怪しいです……」

「なにが？」

「だって！　あのお兄様が一度反対したことをこんなに簡単に覆くつがえすなんて、どう考えても怪しいです！」

「そ、そう言われれば」

「きっと、出来上がったものにあれやこれやと難なん癖くせを付けて、シンお兄ちゃんにプレゼントを渡せなくするつもりです！」

　どうにも、妹からの信頼度が低い兄である。

「そ、そんなことないんじゃないかしらぁ」

「なんでですか？　ユーリおねえちゃん」

「だってぇ、反対するなら付与魔法を教えるなって言うはずですよぉ？」

「よくよく考えたらそうだよね」

　ユーリの説明に、アリスも同意する。

　すると、その発言を聞いたメイがハッと思い至った。

「もしかしたら、魔法の付与を覚えて喜んだところで却下する『上げて落とす』をやるつもりなんです!!」

　どうしてもアウグストは、最終的に許可を出さないと思っているメイ。

　最初はそんな馬鹿なと思ったアリスたちも、普段のアウグストを思い出してからその考えを改め始めた。

「いや、でも、まさか……」

「あの殿下だものねぇ」

「十分ありえる」

　アリスはひょっとしたらと思い始め、ユーリもアウグストならやりかねないと思い、リンは多分そうすると思っている。

　とはいえ、これらは全て憶測である。

　完成品をアウグストに見せた結果がどうなるのかは、そもそも魔法の付与ができてからの話。

　ひとまず当初の予定通り、メイの使える魔法を増やすことから始めることにし、彼女たちは魔法の練習場である荒野へと向かった。
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「お？　珍しい組み合わせだな」

　早速練習しようと訪れた荒野には先客がいた。

　今回メイがプレゼントを渡そうとしている張本人のシンである。

「はわっ！　シンお兄ちゃん！」

「ん？　どうした？」

　いつもだったら、シンに向かって一直線に飛び込んでいくメイが、今日はシンがいることに驚き、逆に一歩後ずさった。

　その様子に違和感を覚えたシンが、どうしたのかと聞いてくる。

「えと、あの、その……」

　今回のプレゼントはシンに内緒にしようと思っていたメイは、どう答えようかとしどろもどろになってしまった。

「今日はメイ姫様の魔法の練習に来た」

「お、そうなのか」

「そう」

「で？　どんな魔法を教えるつもりなんだ？」

「内緒」

「は？」

「ウォルフォード君には内緒。どんな魔法を覚えたかは後日のお楽しみ」

「ああ、そういうことね。じゃあ、俺がここにいたらマズイか？」

「うん。マズイ」

「そうはっきり言われるとちょっと凹へこむわ」

　メイがどうしようかと思っていると、リンが救いの手を差し伸べてくれた。

　魔法を教えるのも、シンには内緒なのも噓ではない。

　ただ、その後に魔法の付与をするつもりだということを言っていないだけだ。

「じゃあ、俺は戻るわ」

「あ……ご、ごめんなさいです、シンお兄ちゃん」

「んん？　ああ、気にしなくていいって。じゃあねメイちゃん。魔法覚えたら俺にも見せてね」

「はいです！」

　メイがそう言うと、シンはあっさりと家に帰っていった。

「じゃあ早速始めようか！　ってメイ姫様？　どうしたん？」

「あ、あの。なんだかシンお兄ちゃんを追い出したみたいな気がして……」

　アリスは何も気にしていないようだが、メイは先に練習していたシンを練習場である荒野から追い出した罪悪感に苛さいなまれていた。

　だが、アリスたちはメイの言葉を聞いて即座に否定する。

「いやいや！　正直シン君がいたことに驚きだわ！」

「そもそも、これ以上どんな魔法を開発しようとしてたのか」

「事前に止められて良かったわねぇ」

「そ、そうなんです？」

「そうだよ！　だってシン君だよ？　これ以上魔法覚えてどうしようってのさ？」

「今でさえ異常。これ以上凄い魔法を覚えたら……」

「メリダ様に怒られている姿しか思い浮かばないわねぇ」

　アリスたちは、口々にシンを荒野から家に帰したことに対する正当性を主張した。

　その説明でようやくメイは罪悪感を払ふつ拭しよくした。

「それで、何を教える？」

「簡単なやつ」

「っていうとぉ……」

　簡単な魔法ということで、ユーリが思いついた魔法を使ってみる。

「例えばぁ、これは？」

　ユーリが使ってみたのは指先に火を灯ともす魔法。

　ろうそくに火を灯したりする際に重宝する、生活の中で割とよく使われる魔法である。

「そういうのでいいなら、これは？」

　続いてアリスが使った魔法は、手のひらから水を出す魔法。

　家の中では給水、給湯の魔道具があるためあまり使われないが、花か壇だんに水をあげたり、掃除をしたりする時などによく使われる。

「じゃあ、これは？」

　二人に負けじとリンが使ったのは、光の玉を発生させる魔法。

　夜道を歩く際にとても便利だ。

　早速、初級の魔法を使ってみせる三人だが、アリスがあることに気が付いた。

「そういえば、これってメイ姫様がシン君のプレゼントに付与する魔法の練習だった」

　メイは既存の服に魔法を付与して贈りたいと言っていた。

　それならば、今見せた魔法はどれも付与する魔法として適格だとは言いい難がたい。

　だが、ある魔法を見た時から、メイの目が輝いていた。

「それ！　その魔法がいいです！」

「え？　今の魔法でいいの？」

「はいです！　シンお兄ちゃんへのプレゼントにピッタリです！」

　まさに自分の希望通りの魔法だと目を輝かせるメイだが、三人にはその意味が分からない。

「まあ、メイ姫様がいいなら教えるけどさ」

「はい！　お願いします！」

　結局、メイの希望もあり先ほど見せた魔法のうちの一つを教えることにする。

　もう一度お手本として魔法を使ってみせ、そのうえでメイに実践させる。

　今回教えたのは初級の魔法ということもあり、メイはすぐに習得することができた。

「いやあ、教えといてなんだけどさ、初等学院生のうちから魔法が使えるってやっぱり凄いアドバンテージだよね」

「メイ姫様が羨うらやましい。私はお父さんに魔力制御しか教えてもらえなかった」

「それも凄いけどねぇ」

　わずか十歳で初級とはいえ魔法が使える。

　すでに異空間収納が使えるとはいえ、実際に目に見える結果としての魔法を使っているところを見ると、アリスとリンにはメイの才能と環境が羨ましく思えた。

　とはいえ、初等学院生時代から魔力制御ができていたというリンも大概である。

「さて！　ベースとなる魔法が使えたら今度は魔法の付与を覚えてもらうよ！」

「はい！　お願いします！」

「じゃあユーリ、よろしくね！」

「はぁい。じゃあメイ姫様、道具に魔法を付与させる方法は知ってますよねぇ？」

「はいです！　魔力を込めて字を書くです！」

「そのとおり。でぇ、その時に大事なのが……」

「付与する魔法をちゃんとイメージする！　です！」

「大正解」

　物質に魔法を込めることで、その魔法が使えない人でも同じ効果を得ることができる魔道具。

　その魔法を込める方法自体は、そんなに複雑なものではない。

　魔力を込めて、効果を得たい事象を『書く』のである。

　例えば、給水の魔道具なら『水が出る』給湯の魔道具なら『お湯が出る』と書くのである。

　それだけなら、全ての魔法使いが付与魔法を使うことができる、はずである。

　だが、世の中には付与魔法が得意な者とそうでない者がいる。

　それはなぜか？

　ここに付与魔法の難しさがある。

　きちんと発動する魔法を認識し、実際に使えないと付与ができないのだ。

　仮にその魔法が使えたとしても、魔法を使うイメージをしながら魔法は発動させずに魔力を込めて文字を書くという行為自体が難しい。

　なので、付与魔法が得意な者とそうでない者がいるのだ。

　ちなみに、アリスとリンはできないことはないが難しい魔法は無理で、ユーリは自分が使える魔法のほぼすべてを付与することができる。

　ただし、物には文字を記載できる上限というものがある。

　魔力を多く蓄えられる物。

　例えば魔物由来の素材などは多くの文字を書くことができるが、そうでないものは付与できる文字も少ない。

　なのでユーリは『付与できる文字数さえ多ければ全ての魔法が付与可能』という条件がつく。

　それに比べて、シンが魔法を付与する際に使用している言語は『日本語』である。

　アルファベットのような文字の綴つづりで単語とするこの世界の言語に比べて、非常に少ない文字数でも同じ効果を発揮することができる。

　以前、ユーリがシンの魔法付与は意味が分からないといった原因である。

「ではぁ、さっそくメイ姫様には魔法付与の実践に入ってもらいます」

「はいです！　あ、でも何に付与するですか？」

「それはぁ、これですぅ」

　そう言ってユーリが自身の異空間収納から取り出したのは、魔物の牙。

「これは？」

「前にぃ討伐の演習に行った時に討伐した狼の牙ですぅ」

「へえ、よくそんなの持ってたね」

「あの時何体かお願いしてぇ牙だけ貰っておいたのぉ。魔法付与の練習にちょうどいいかなぁって」

「そっか。自分で討伐した魔物の素材ならお金掛からないしね」

「中々抜け目ない」

「うふふ。さあメイ姫様、コレは沢山あるので失敗は気にせずに一杯練習しましょうね」

「ありがとうございます！　ユーリおねえちゃん！」

　異空間収納から大量に取り出した魔物化した狼の牙。

　ユーリ自身が魔法付与の練習用として持っていたものなので、メイの練習にもってこいの素材である。

　実際に使う魔法の習得にはさほどの時間は掛からなかったメイだが、それを実際に付与するとなると、途端に難易度があがる。

　何度も何度も失敗した。

「ふぬ！　ああ！　また失敗した！」

「やっぱり付与魔法は難しい」

「ちょっとぉ、それメイ姫様のために用意したんだからね？」

　メイだけが失敗しているのかと思いきや、アリスとリンも一緒になって付与魔法の練習をしている。

　ユーリの用意した素材を遠慮なく使う二人に、おっとりしているユーリもさすがに文句を言った。

　その時である。

「できた！」

「「え？」」

「やったあ！　できました！」

「え!?　ちょ、ちょっと待ってメイ姫様！　ホントに!?」

「はいです！」

　失敗続きのアリスとリンに先んじて、メイの方が先に魔法を付与させることに成功した。

　これにはさすがにアリスも驚いた。

　ユーリは、メイが魔法の付与に成功したという牙を手に取り、発動させてみる。

「本当にできてますねぇ」

「マジで!?　あたし、前から付与魔法習ってるのに今日まだ成功してないんですけど!?」

「本当に才能の塊。妬ねたましい」

「はわわ！」

　自分たちより先にメイが成功したことに驚きと焦あせりを隠せないアリスと、その才能が妬ましいというリン。

　二人に嫉しつ妬との視線を向けられたメイは、慌あわててユーリの後ろに隠れた。

「ちょっとぉ、小さい子に嫉妬なんてみっともないわよぉ？」

「その小さい子に負けたから焦ってるんだよ！」

「体の小ささは同じだけども」

　思わず自じ虐ぎやくネタを呟つぶやいてしまい二人して落ち込んでしまった。

「と、ともかくぅ、目的は達成したんだから、そろそろ帰ろうか？」

　自爆して落ち込む二人を見ていられなかったユーリが、そろそろ帰ろうと提案したのだが、メイに負けたままではいられない二人はそれを拒否した。

「いいや！　成功するまでやる！」

「ここで引き下がっては年長者の沽こ券けんに関わる」

「ええ？　帰ろうよぉ」

「「やだ！」」

　結局その日は、二人が魔法の付与に成功するまで練習は続けられた。

　成功したのは日が暮れる寸前で、メイを王城に送り届けるのが遅れたアリスたち年長者はアウグストにこってりと絞られた。

「私は帰ろうって言ったのにぃ」

　帰り際、アリスとリンのとばっちりで説教を受けたユーリは涙目でそう呟いていた。

　ちなみに、メイはアウグストからアイアンクローを受けてグッタリしていた。
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　メイに魔法を教えた翌日、アリスとリンは魔法を付与するためのワイシャツを持って再びメイの部屋を訪れていた。

「メイ姫様、こんな感じでどう？」

「わあ、ありがとうございます！　大丈夫です！」

「それじゃあ、早速始める」

「はいです！」

　メイは、アリスとリンが買ってきた白のワイシャツに昨日覚えたばかりの魔法を付与しようとして、そのシャツが複数枚あることに気が付いた。

「あれ？　私、一枚分しかお金渡してないです」

「ああ、これは万が一の時の予備だから気にしないで」

「余ったらこちらで回収する」

「あ、ありがとうございます。一回で成功させるです！」

　もし失敗したら自腹で買い取ることを決めたメイ。

　あまり自分でお金を持っていないメイは、絶対に失敗しないようにしようと極限まで集中した。

　絶対に失敗してはいけないと緊張するメイと、失敗してもメイからお金を貰うつもりはないので気楽そうなアリスとリン。

　ちぐはぐな思いが交錯する中、メイはワイシャツに魔法を付与し始めた。

　そして……。

「っ！　やったです！　一回で成功しました！」

「おお凄い！」

「やっぱり、メイ姫様は天才かもしれない」

「えへへ、ありがとうございます！」

　少ない手持ちの中から余計な出費をしなくて済んだメイは成功を心から喜んだ。

　しかし、そうなるとせっかく買ってきてもらったワイシャツが余る。

　見たところ男物のワイシャツなので、小柄なアリスとリンが使うとなるとサイズが大分大きい。

「アリスおねえちゃん、余ったワイシャツはどうするですか？」

「ん？　へっへっへ。実はもう使い道は決まってるんだよ」

「だから気にしなくていい」

「そうなんです？」

「そうなんです！」

　元々アリスとリンは、余ったワイシャツをある用途に使おうと思っていた。

　もしメイが失敗して予備として使うことになっていたとしても、魔物討伐で大金を稼いでいる二人にとって、追加でワイシャツを購入することくらい負担にはならない。

　なので、余っても気にする必要はないとメイを安心させる。

「そうなんですね。ともかく、これでシンお兄ちゃんへのプレゼントが用意できました！　ありがとうございます！」

「いやいや、全然いいよ！　むしろ面白いことを提案してくれて感謝してるんだよ！」

「面白いこと？」

「そう。後で分かる」

　アリスとリンが面白いことと言う。

　アルティメット・マジシャンズの誰かが聞いていれば、また何か変なことを企んでいるのではと思うところだが、メイはそこまで察知できない。

　今は無事にプレゼントの用意が出来た安堵の方が大きく、アリスとリンのいう面白いことを追及することまではしなかった。

「とにかく、ありがとうございました！」

　と、そこでメイはあることを思い出した。

「あ！　そういえば、お兄様にプレゼントが完成したら見せるように言われてたです」

「そういえばそうだったね」

「お兄様、認めてくれるですかね？」

「多分大丈夫。これは危険なものじゃない」

「そうですよね！　じゃあお兄様呼んでくるです！」

　メイはそう言うと、早速アウグストを呼びに行った。

　そして、今回は首根っこを摑まれることもなく普通に戻ってきた。

「魔法の付与が完成したらしいな」

「はい殿下。これです！」

「特に危険はない」

「ほお。まあ、それは見てから判断するがな」

「だ、大丈夫です！　ちゃんとしたものです！」

　メイはそう言って魔法を付与したワイシャツに魔力を込め、魔法を起動した。

　すると、それを見たアウグストは突如うずくまりプルプルと震え出した。

「お、お兄様？」

「くっ……お前たち、私を殺す気か？」

「え、ええ!?」

　アウグストのまさかの発言に、驚きを隠せないメイ。

　この反応からすると、ひょっとしたら認めてもらえないかもしれないとメイは心配になったのだが、アウグストから発せられた言葉は予想に反していた。

「ふう……いいだろう。これをシンに贈るといい」

「え？　いいですか？」

「なんだ。そのつもりだったのだろう？」

「そうですけど……」

　こんなにアッサリと許可を出すのなら、先ほどの発言はなんだったのだろうと思うが、ここでアウグストの機嫌を損ねるのはマズイ。

「じゃあ、これをシンお兄ちゃんにプレゼントするです」

「ああ、アイツも喜ぶだろう」

「はいです！」

「じゃあ、私は忙しいから戻るぞ。ああ、それからコーナーとヒューズ」

「「はい！」」

「今日は早く帰れよ？」

「「分かりました！」」

　昨日メイを連れ回して遅くなったアリスとリンに釘を刺してからアウグストは自室へと戻っていった。

「ふう……やっぱり殿下の判断を仰ぐとなると緊張するね」

　普段の会話ならアウグストと話していても特に緊張などしなくなったアリスだが、こういった場合だとやはり緊張してしまう。

　ようやく緊張が解けたことで、アリスは安堵の息を吐ついた。

「でもお兄様が認めてくれてよかったです！」

「だから大丈夫って言った。分かってた」

「そうですか？」

「間違いない」

　最初からリンは、アウグストがメイの用意したものを却きやつ下かしないことは分かっていた。

　なので特に緊張はしていなかったらしい。

「それじゃあ、殿下に釘を刺されちゃったことだし、あたしたちはこれで帰るね」

「当日、楽しみにしてる」

「はいです！」

　メイのお願いを無事に叶えたアリスとリンは、アウグストに早く帰れと釘を刺されたこともあり、ゲートですぐにメイの部屋を辞した。

　そんな二人を見送ったメイは、リンの最後の言葉にちょっとした違和感を感じた。

「楽しみにしてる、です？」

　自分がシンにオリジナルのプレゼントを渡すことが楽しみなのかと少し疑問に思ったメイだったが……。

「ま、いっか！」

　アウグストの判断を仰ぐという最大のミッションを無事クリアしたことで心が軽くなったメイは、その小さな違和感をスルーしてしまったのだった。





　　　　　◆






「リン、準備はいい？」

「いつでもオッケー」

　リンの家の魔法練習場に着いたアリスとリンは、ワイシャツを前に向かい合っていた。

　明らかに何かを企んでいる。

「これで当日は面白いことになるよお」

「実に楽しみ」

　顔を突き合わせた二人は「「ひっひっひ」」と悪そうな笑みを浮かべていた。

「二人とも……何してるんだい……」

　その様子を見ていたリンの父がドン引きしていた。





　　　　　◆






　そして迎えたシン、シシリー、マリアの合同誕生日会当日。

　その日は、最初から途と轍てつもないサプライズが待っていた。

　エルス自由商業連合国のアーロン大だい統とう領りようはまだ分かるが、よりにもよって創そう神しん教きようの教きよう皇こうであるエカテリーナまでこの誕生日会に現れたのである。

　しかもこの二人は、メイの父であるディセウムと旧知の仲だという。

　その衝撃で、メイはオリジナルのプレゼントを出しそびれてしまった。

　仕方がないので最後に渡そうと思ったら、今度はシンが女性なら皆欲しがるであろうものを出してきた。

　そのヘアドライヤーはメイにとっても衝撃で、つい自分も欲しいと手を挙げてしまったほどだった。

　そんなサプライズが二つも続いてしまっては、今更自分のプレゼントを出してもシンは喜んでくれないだろうと思い、ちょっとションボリしていた。

　するとそこへアリスとリンの二人が現れた。

「あれ？　メイ姫様、シン君にプレゼント渡さないの？」

「わあ！　アリスおねえちゃん、声が大きいです！」

「え？　シンにプレゼントって？」

　アリスとメイの会話を聞きつけたマリアが、メイのもとにやってきた。

　一緒にいたシンとシシリーを伴って。

「あれ？　さっきプレゼント貰ったよね？」

「は、はい」

　先ほど、皆からプレゼントを貰った際、メイからのプレゼントも貰っていたシンは、不思議に思って聞いた。

　すると、それに答えたのはなぜかアリスだった。

「実はさ、メイ姫様、シン君に特別なプレゼントがあるんだよ！」

「ア、アリスおねえちゃん！」

「へえ。そうだったんだ」

「は、はいです」

　アリスによってバラされてしまっては、出さないわけにはいかない。

　そうしてメイは、異空間収納から取り出したワイシャツの入った紙袋を体の後ろに隠してシンに話しかけた。

「あの、シンお兄ちゃんはいつも優しくしてくれるです」

「まあ、メイちゃんは妹みたいな存在だからね」

「それに、魔法を教えてくれたり、外国に連れて行ってくれたり、色んな体験をさせてくれるです」

「はは、それは時々怒られたりしてるけどね……」

「わ、私は嬉しいです！」

「あ、ああ。ありがと」

「だから、シンお兄ちゃんに自分で作った物をプレゼントしたかったです」

「メイちゃんの手作り？」

「はい！　あの、これです！」

　そうして差し出されたのは、プレゼント用に包装された紙袋。

「おお、ありがとう！　凄く嬉しいよ！　開けてもいい？」

「は、はいです！」

　シンにプレゼントが嬉しいと言われたメイは、先ほどまでの喜んでくれないかもという不安が一気に払拭され、満面の笑みで答えた。

「これは……ワイシャツ？」

「はいです！　これにある魔法を付与したです！」

「へえっ！　メイちゃん、もう付与魔法まで使えるようになったのか！」

「はい！　ユーリおねえちゃんに教えてもらったです！」

「ユーリに？　あ、それってこないだ荒野に魔法の練習に来たって日？」

「そうです！　ちゃんとできたです！　シンお兄ちゃん着てみてください！」

　もう不安などこれっぽっちもないメイは、シンがワイシャツを着ているところを見たくてしょうがない。

　メイの希望を聞いたシンも、妹のように可愛がっているメイからのお願いを聞かないわけにはいかない。

　上着を脱ぎ、ワイシャツの上からであるが、もう一枚ワイシャツを羽は織おった。

「魔法が付与してあるってことは魔道具なんだよな。じゃあ……」

　早速魔法を起動しようとするシンを、メイは期待を込めた目で見ている。

　そして魔法が発動したのだが……。

「……え？」

　シンが魔法を起動させた途端、着ていたワイシャツが光りだした。

　それは、まるでシン自体が光を放っているようであり、見ようによっては後ご光こうが差しているように見えた。

「こ、これは……？」

「光り輝くシンお兄ちゃん！　素敵です!!」

　困惑するシンをよそに、メイはとても嬉しそうだ。

　メイはシンをとても尊敬している。

　若干神しん格かく化かしていると言ってもいい。

　そんなシンにピッタリだと思ったのが、リンの使った光を放つ魔法だったのである。

　それをワイシャツに付与すれば、光り輝くシンが見られる。












　そう思ったメイは、一生懸命付与魔法を覚えたのである。

　実際に後光が差して見えるシンの姿が見られて、メイはとても満足そうである。

　しかし、この場で満足そうなのはメイだけだった。

「っ！　くっ！　メイ……やはり私を笑い殺そうとしているだろうっ……」

「え？　なんです？」

「な、なんでもな……ぶふっ！」

　幼い少女の一生懸命な想いを笑ってはいけないと、アウグストだけでなく皆必死に笑いを耐えていた。

　だが、後光の差しているシンを見るとどうしても笑いが込み上げてきてしまう。

　皆シンから視線を外し、下を向いたり顔を手で覆ったりして、なんとかメイに悟られないように懸命になっていた。

　そんな中、すでにこの光景が予想できていたアリスとリンは、いち早く笑いの衝動から復帰し、シンに近付いてきた。

「実はさ、あたしたちからも同じプレゼントがあるんだ！」

「メイ姫様と一緒に付与魔法の練習をした。その成果を見てほしい」

「え？」

　アリスとリンからのプレゼントという時点で嫌な予感しかしない。

　だが、プレゼントと言われれば、受け取らないのはさすがに失礼だろう。

　そう思って二人からも魔法が付与されたワイシャツを受け取った。

「ささ！　早く着てみて！」

「メイ姫様とどっちがいいか教えて」

「あ！　楽しみにしてるってこのことですか？」

　メイは、リンが言った『楽しみにしてる』という言葉の真意を知った。

　と、思ったのだが……。

「いや……ウォルフォード君が、ぐふっ、光り輝くウォルフォード君になるところを見たかっただけ……」

「あ、そうなんですか」

　ただ単に、この光景が見たかっただけだった。

　メイは深読みし過ぎだった。

「ほらほら！　早く起動させてよ！」

「分かったよ……」

　アリスの催促に、シンは渋々ワイシャツを羽織り、付与された魔法を起動した。

「わっ！　なんだよコレ！」

「おお！　ちゃんと起動した！」

　シンが魔法を起動させると、肩や腕から水が飛び出した。

　腕を下げていると周りに水が飛んでしまうため、腕を前に出して水が上に飛ぶように調整した。

　その姿は、まるで水芸を披ひ露ろうする芸人のようである。

「あははは！　大成功だよ！」

「大成功じゃねえよ！　水浸しじゃねえか！」

「そんな時はこっち」

「そんな時って……」

　水の噴き出すワイシャツを脱ぎ、今度はリンの用意したワイシャツを羽織る。

「魔法を起動させて」

「あ、ああ……って！　熱っつ！　火！　火ぃっ!!」

　リンのワイシャツに付与されていたのは種火の魔法。

　小さい火がワイシャツのあちこちから噴き出している。

　それはシンの体にも当たり、シンは熱さに悶絶していた。

「シ、シン君！　あっ！　こ、これ！」

　その様子を見ていたシシリーが、慌てて先ほど脱いだ水の魔法が付与されたワイシャツを手に取って付与されている魔法を起動し、噴き出る水を掛けた。

「むう。ちょっと失敗した」

「そうだね。でも面白かっ!?」

　いたずらが成功して満足そうなアリスとリンの頭に、メリダの拳げん骨こつが落ちた。

「何をしてるんだいアンタたちは！　付与魔法をこんないたずらに使って！」

　この場にはアリスの父もいるのだが、そんなことはメリダには関係ない。

　付与魔法をいたずらに使ったことで、アリスとリンはメリダから本気の説教を受けた。

　それは二人が半ベソをかいて、

「「もうしません!!」」

　と謝るまで続けられた。

　その様子を見ていたメイが、

「私のプレゼントが一番良かったです！」

　と自信満々にそう言い、再度シンに着てくれるように頼んだ。

　再び光り輝いたシンは、皆の腹筋と表情筋に大ダメージを与えたのであった。









あとがき






　この八巻が発売される時期は、ちょうどアニメの制作をしている頃です。

　その制作会議の中で、アニメ制作サイドから色んな質問を受けました。

　世界観、文化、魔法、生活水準、人々の暮らしなど。

　今まで自分の頭の中にだけあったイメージを、初めて口に出して話しました。

　その結果、自分でも朧おぼろげにしか考えていなかったことが鮮明にイメージされることも多々ありまして、こういった打ち合わせって大事だなと実感しました。

　新刊を発売するたびに担当と打ち合わせをしているのですが、今後の打ち合わせは今までと意識が違ってくるかなと思っています。

　今も真剣にやってますけどね。意識の問題です。

　今回もイラストを描いて頂いた菊きく池ち先生。今回は忙しい中、他の仕事も依頼してしまって申し訳ありません。毎度素す晴ばらしいイラストをありがとうございます。

　そして、この本を購入してくださった皆様とＷＥＢ版をご覧頂いている皆様に最大の感謝を。これからもよろしくお願いします。


二○一八年　三月　吉よし岡おか　剛つよし
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